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　プロローグ　丘の向こうにOver the Hills and Far Away




　八月の空はよく晴れていた。森を吹ふき抜ぬける心地ここちよい風はイタズラをするみたいに彼女のライト・ブラウンの髪かみを優やさしく揺ゆらした。

　アイリス・グレアムは森に薪まきを拾ひろいに行く仕事があまり好きではなかった。薪拾いなんていうのは五歳さいの男の子の仕事であって、十五歳の少女はもっとおとなしい仕事──たとえば裁さい縫ほうだとか料理だとかをさせてもらうべきだと思うのだ。しかし、年老いた病びよう気きの祖そ母ぼと二人暮らしのアイリスは大たい抵ていのことを自分でやらねばならなかった。

　それでもこの素す敵てきな天気はそんなことを忘れさせてくれる。アイリスはまるでダンスをするみたいに樹じゆ木もくの間を潜くぐり抜けた。

（おまじないが効きいたんだわ）

　アイリスは思った。

（やっぱりおばあちゃんは何でも知っているわ）

　鋭するどい牙きばの生はえた獣けものの脚あしの骨ほねを焼いてから粉こな々ごなになるまで磨すり潰つぶし、次の日に履はいて行く靴くつに一つまみ振ふりかける。そうすればその靴が雨に濡ぬれる心配はない──。

　それが彼女が祖母に教えてもらったおまじないだ。二に軒けん隣となりのおじさんに譲ゆずってもらった狼おおかみの大だい腿たい骨こつを焼いた粉はまだたっぷりある。あと一いつ週しゆう間かんは素敵な気分で薪拾いができるはずだと彼女はにんまり計けい算さんした。

　しかし、一昨日近所の男の子に使ってあげた歯し痛つうを治なおすおまじないが不ふ評ひようだったことも、五日前に自分で試ためしたお酒に負けないおまじないがまるで効こう果かが現れなかったのも彼女はすっかり忘れている。自分にとってあまり愉ゆ快かいではない記き憶おくはさっさと忘れることにしているのだ。

　さて、十分薪も集まったし帰ろうかしら……と街かい道どうに戻もどったアイリスは、それを見てさすがに驚おどろいて立たち尽つくした。

　道の先に黒い髪をした青せい年ねんが倒たおれていたのだ。

　旅行者だろうか？　ごくラフな格かつ好こうをしているが、荷物も何も持っていない。服は泥どろで汚よごれて酷ひどいものだった。

　もし彼を見つけたのがアイリス以外の村人だったら彼に近づいて行ったりしなかっただろう。デュラーゾの村人はすこぶる警けい戒かい心しんが強いのだ。それに最近この村の周しゆう辺へんでは、直ちよく接せつ村むらには関係ないものの、耳に入れるのもおぞましいような事件が続けざまに起きていた。

　だがアイリスは手にしていた薪を地面に置くと、無む造ぞう作さにとことこと地じ面めんに伏ふせた青年に近づいて行った。村の大人たちはアイリスに「街道を通る人間が獣か何かに襲おそわれて食くい殺ころされているようだから気をつけるように」と忠ちゆう告こくしていたが、彼女はあまり興きよう味みのない話は耳から頭まで届かないきらいがあった。

　アイリスは青年の前でしゃがみ、倒れたまま微び動どうだにしない青年の顔をじっと覗のぞき込こんだ。

　彼は明らかにこのフィンランドの人間ではなかった。中国人か日本人かアイリスには区く別べつがつかなかったが、東とう洋ようの人間だ。身長は自分と同じか少し高いぐらい。年は何なん歳さいか上のようだが、男性にしては華きや奢しやで、女の子にしては凜り々りしすぎる、実に中性的な容よう貌ぼうをしていた。頬ほおには殴なぐられた跡あとがあり、口の端はしからは血ちが流れていた。

　彼女が真っ先に思い浮うかべたのは、青年の生死だとか如い何かなる事情でここに倒れているのかといったことではなく、「こんな綺き麗れいな顔を殴るなんてとんでもないわ。殴るにしたって他の場所を殴るべきじゃない」ということだった。妙みようちくりんな憤ふん慨がいの仕し方かたである。そんなことだから彼女は村人たちから「どこかずれている」と言われるのであった。

　しばらく青年の傷ついた美び貌ぼうを堪たん能のうしていたアイリスだが、やっとのことで「自分は彼を助けなければならないのでは？」ということに気づいた。このすこぶる呑のん気きな少女が、彼女にしては俊しゆん敏びんにそのことに気づいたのは青年にとって幸いだった。怪我の軽けい重じゆうはともかく、この炎えん天てん下かにこんな場所で倒れたままになっていたら脱だつ水すい症しよう状じようで死んでしまう。

　が、青年を救出しなければならぬと気づいた後のアイリスの行動は、常じよう人じんから見ればどうも解げせないものであった。彼女は立ち上がると、青年の前から離はなれて森に入って行った。

「えっと……赤……赤い色が必要なんだけど……」

　などとぶつぶつ言いながら森に咲さく花を見ていく。

「困ったわ……今の季節は赤い色の花って咲いてないのよね。赤い色がないと魂たましいをこの世につなぎとめるおまじないが使えないのに……」

　と、そこで彼女はポンと手を叩たたいた。自分が赤い色を持っているのを思い出したのだ。年とし頃ごろの女の子らしくアイリスの唇には薄うすく口くち紅べにが引かれていた。

「間かん接せつキスになっちゃうわ……」

　アイリスの頬が微かすかに染そまり、もじもじと青年を見つめた。彼女が知っている『死にかけた人間の魂をこちらの世界にとどめておくおまじない』は、赤い色をその者の唇に塗らねばならないのである。

　手て酷ひどい暴ぼう行こうを受けて行き倒れになった青年と、彼を助けなければと思いながらもその方法はおまじないで、なおかつ間接キスになってしまうことに照てれる少女。傍はたから見れば冗じよう談だんじみた光景である。

「でも恥ずかしがっている場合じゃないわよね。この子が死んじゃうもの」

　アイリスはぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて決心した。

　青年の前に戻ると再び彼の側そばにしゃがみ込み、自分の唇を指ゆび先さきで拭ぬぐって赤の色を取った。直接唇から唇に移うつすという実に興きよう味み深ぶかい案も一いつ瞬しゆんだけ頭をよぎったが、それだとおまじないに必要な集中力がどこかに飛んで行ってしまうに違ちがいない。

　青年の唇にアイリスの指が触ふれる。ぷにゅ、と思いのほか柔やわらかくて、その感かん触しよくにアイリスの胸の鼓こ動どうが速くなる。唇はもちろん、自分と同じぐらいの年の男の子の身体からだに触れるなんて初めてのことだった。アイリスはおまじないの効こう力りよくが失うしなわれてしまわぬよう必ひつ死しで動どう悸きを抑おさえつつ、ぐりぐりと彼の唇に自分の口紅を移すと、祖母から教わった秘ひ密みつの呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「……慈じ悲ひ深くそして無む情じようなる生と死を司つかさどる女め神がみよ。一人の男の子が貴方あなたの元もとへと招まねかれようとしていますが、彼の身体にはまだ鮮あざやかなる赤の血が流れています。今少し、彼の魂をこの身体の中に留とどめることをお許しください……」

　そして彼女は指を複ふく雑ざつな形に組み合わせながら、祈いのりを捧ささげた。

　ぴくり、と青年の身体が動いた。そしてゆっくりと瞳ひとみが開く。花が咲くようにアイリスの顔が明るくなる。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ!?　貴方のお名前は？」

「僕の……名前……？」アイリスの口紅が微かについたその口から出てきたのはスウェーデン語だったが、英語が混じっていた。やはり別の国の人間のようだ。「僕ぼくは……薫かおる……」

「カオル？」

　それは何だか花の名前みたいに聞こえた。この女性と見間違うような青年にはぴったりの名前だ。

「うん……深ふか津つ薫っていうんだ」

　そう言って彼は弱よわ々よわしく微笑ほほえんだ。アイリスは嬉うれしくなって笑い返しながら思った。

（やっぱりおばあちゃんのおまじないは凄すごいわ！）




　　　　◇




　デュラーゾの村はフィンランドではかなりの田舎いなかであった。ハッテバーグというそこそこに都と会かいの街があるが、そこからは森を貫つらぬいた街かい道どうを通って馬ば車しやでたっぷり一日はかかる。必ひつ要ような物ぶつ資しを街まで仕入れに行くのはちょっとした旅りよ行こうだ。もちろん車ならもっと早く行くことはできるが村には数えるほどしか車はない。
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　街道を通ってハッテバーグの反対側にはアローヨという街があるが、両方の街の住人は街道を横おう断だんするときに途と中ちゆうにあるアイリスたちの村で停とまることはまずなかった。村の人々は都会の人間を嫌きらっているし、向こうもちゃんとそれを分かっている。タンクのガソリンの量を間違えたときに嫌いや々いやながら立ち寄るぐらいだが、楽しい訪ほう問もんに終わったことなどない。お互たがいにとって不ふ愉ゆ快かいな来らい訪ほうは年に一度あるかないかなのがせめてもの幸さいわいだった。

　そんなデュラーゾであるがゆえ、アイリスが連つれて来きた得え体たいの知しれない青年は当然のことながら騒さわぎを巻き起こすことになった。

　彼は村そん長ちようの家に運んで行かれ、むっつりとした顔の村の男たちが囲かこむ中なか、村長の質しつ問もんを受けることになった。

「深津薫君といったな……」

　村長は仏ぶつ頂ちよう面づらでベッドに横たわった薫に話しかけた。怪け我がをして倒れていた可哀かわい想そうな青年に事じ情じようを訊たずねるというより、尋じん問もんをする警けい察さつ署しよ長ちようといった感じであった。

「まずは君の素す性じようを話してもらおうか」

「はい。僕は日本から来た旅行者です」

　青年は周しゆう囲いの険けん悪あくな雰ふん囲い気きをまるで理解していないような笑え顔がおで言った。英語の混じったスウェーデン語だった。最近ではこの国でもだいぶ英語を話す者が増えてきたので会話には問題はないものの、街の人間が喋しやべるような『気き取どった』英語は村人の感情をまたしても逆さかなでしたのであるが、青年はそれにまったく気づかないのか、にこにこと微笑みながら話を続けた。

「夏休みを利用してこの国をヒッチハイクをして旅をしてたんですが、ハッテバーグの街で乗せてもらったトラックの運うん転てん手しゆの人は……何ていうかその……僕のことを女の子だと思っていたみたいで……」

　薫は困こまったように言葉を濁にごした。

「襲おそわれた、というのじゃな？」

「み、未み遂すいですよっ」薫は慌あわてて否ひ定ていした。「だけど僕が男だと分かると酷ひどく頭にきたみたいで、そりゃもう遠えん慮りよなく殴ってくれちゃって、街道に捨てられました。どうもそのとき荷物もみんな奪うばわれてしまったみたいで……」

「街の人間はロクデナシ揃ぞろいだ。それに近頃この街道では人が殺される事件が起きているのを知らんのか？　そんなときに君みたいなひ弱よわそうな人間が一人でヒッチハイクの旅をしていたのかね？」

「はあ……すみません。ちょっと軽けい率そつだったみたいです……」

　恥はずかしそうに頭をぽりぽりと掻かく薫に、部屋にいた全すべての村人が呆あきれた顔をした。

「……命が助かっただけでも神に感かん謝しやしたまえ。それでこれからどうするつもりかね？　あまりこの村に期き待たいをしてもらっては困るぞ」

「あっ、それは大丈夫です。アローヨの街で友達と待ち合わせをしているから、彼に迎むかえに来てもらいます。ちょっと待って下さい。ポケットに入れていたこれだけは無ぶ事じだったみたいで……」

　薫は携けい帯たい電でん話わを取り出してどこかに掛かけようとした。

　が、すぐに困こん惑わくした顔になり「アンテナが一本も立ってない……」と呟つぶやいた。村人たちは一いつ斉せいにため息をついた。

「これからの君の人生のこともあるだろうからはっきり教えておいてやるが、君は『ちょっと軽率』どころではなく桁けた外はずれの愚おろか者ものだ。そんなものがここで通じるとでも思っているのかね。村にある電話はわしの家いえにある一いち台だいだけじゃ。使っていいから、早くこの村から出て行ってくれたまえっ」

「す、すみませんっ」

　薫はわたわたとベッドから飛び起きたが、暴行で受けた怪我はあまり軽くはないらしく苦く痛つうに顔を歪ゆがめて床ゆかに転ころんだ。とても一人では電話のある部屋まで歩いて行けそうにはなかったが、手を差し出す村人はいなかった。村長が目で合あい図ずをし、一人の大男が嫌いや々いやながら肩かたを貸かした。

　取り調べを受けていた部屋の外にも村人が闖ちん入にゆう者しやを一ひと目め見ようと押おしかけていた。その中には騒さわぎの種たねを運んで来た元げん凶きようであるアイリスもおり、「薫っ」と大声で言いながら手を振った。薫もまったく周囲の険けん悪あくさを理り解かいしてないような笑顔で手を振り返すが、村長に睨にらまれて二人は同時に頭をすぼめた。

　薫は電話のある部屋まで連れて行かれた。一応は外国の旅に慣なれているらしく交こう換かん手しゆとスムーズなやり取りをし、そして電話に出た人物と話し始めた。

「……あ、ギーエン。僕だよ、薫だ。アローヨの街に向かっていたんだけどさ、途中でちょっとしたトラブルに巻き込まれちゃってさ。街道の途中にある村に……」薫は振り返って誰だれにともなく訊たずねる。「この村、何て名前ですか？」

「デュラーゾよっ」

　人波の奥おくからアイリスの元気のいい返答があった。薫は「ありがと」と小さく言ってから電話の向こうの人物と会話を再開する。

「デュラーゾだって。そこの村の親切な人に助けてもらったんだけど、財さい布ふとか盗とられちゃってさ。悪いんだけど村まで迎えに来てくれない？……えっ、まだアローヨに着いてないの？　それでどれぐらいかかるの？……一週間!?　一週間て七日間のこと!?……そ、そうだよね、一週間は七日に決まっているよね。ごめんってば。そんなに怒おこらないでよ。それでもうちょっと早くならないかなあ。お金もなしにアローヨで一週間も待ってられないよ。……外せない仕事があるって？　そっか困ったな……。うん、分かった。頼たのんでみるよ」

　薫は通話を切って振り返った。通話を聞いていた村長はすっかり状じよう況きようを把は握あくし、顔を真っ赤にして今にも爆ばく発はつしそうだった。薫はおずおずと言った。

「……一週間ばかりかかっちゃうみたいなんですけど……彼が来るまで、その、何て言いますか……」

　彼の声は次し第だいに小さくなっていった。

「勝かつ手てにしろっ！　君のようなどうしようもない馬ば鹿かな若者を街に捨てて来たのではわしらも寝ね覚ざめが悪い。宿は貸してやるっ。だが一週間だけじゃ。それが過ぎたら首くび根ねっこを掴つかんででもアローヨの街まで捨てに行くからなっ」

「す、すみませんっ。宿しゆく泊はく料りようでしたら友達に持って来てもらいますので……」

「そんなものはいらんっ。二階に部屋を用意させるから、そこで七回寝て起きて、この村から出て行くのじゃっ」




　　　　◇




　そうして薫は村長の家の二階に連れて行かれた。

　窓の外を見ると、薫を見ようと集まっていた村人たちが村長に追い返されて自分の家へと散って行く。その中にはアイリスの小さな後ろ姿もあった。

　悪いことをしちゃったな、と薫は心の中であの親切な女の子に謝あやまった。怪我をしてまともに歩けないフリをしなくてはならなかったため、あの子は汗あせを滴したたらせながら半なかば薫を担かついでこの村まで歩いて来てくれたのだ。薫はクリスチャンらしく胸の前で十字を切り、あの子を騙だましたことを懴ざん悔げした。

「さてと」

　薫は足音を消してドアの側まで行き、ドアの外に耳を澄すます。誰かが中の様子を窺うかがっている気配はない。しかし一階では長老たちが自分の悪口でも喋しやべり合あっているらしく、かなり騒そう々ぞうしい。

　具合がいい、と薫は思った。これならば人間ならざる聴力を持った者が混じっていてもこの部屋の音は届かないだろう。

　薫はベッドの上に足を組んで腰こし掛かけると、中ちゆう継けいアンテナがなくて使い物にならなかった携帯電話を取り出した。

「ト、ゲ、ト、ゲ、頭の、ギーエン君……と」

　電でん子し音おんに併あわせて唄うたうように暗あん証しよう番ばん号ごうを押していく。

　この機き械かいは携帯電話としての機能も持っているが、暗証番号を押せばトランシーバーに早はや変がわりする。この村で電でん波ぱが届とどかないのはとっくに教きよう皇こう庁ちようエスクードが調ちよう査さ済ずみだ。『財布は奪われたが携帯電話だけは無事だった』という嘘うそが通用するかは微び妙みようなところだったが、さすがに連れん絡らく手しゆ段だんなしというのはまずいので賭かけだった。

「あ、ギーエン。僕だ。潜せん入にゆうに成功した。ちょっと怪あやしまれているけど、『得体の知れない旅行者』としてだから問題はないよ。……当たり前だろ。だからギーエンじゃなくて僕が潜入したんだってば。僕はどう見ても怪しいトゲトゲ頭じゃないからね」

　偽ぎ装そうのためとはいえ、思いっきり殴なぐられた仕返しをかねて薫は電話の向こうのシド・ギーエンをからかった。ギーエンは例のスラングたっぷりの罵ば声せいをまくしたてるが、薫は「ははは、怒るなって」と軽く躱かわした。

「それじゃあ定てい時じ連れん絡らくはこっちからするから、ギーエンからはメールだけにしてね。……うん、打ち合わせ通りサポートよろしく」

　薫は通話を切ると、携帯電話をポケットに突つっ込んだ。そして肩かたの関かん節せつを鳴ならし、髪かみをかきあげる。

　まるで仮か面めんを外はずしたかのようだった。そこにはさっきまでの『どうしようもなく間ま抜ぬけな旅行者』の面おも影かげはかけらもない。いや、八か月前に五番目のゲートに施せ錠じようをしたときのごく普ふ通つうの高校生だった彼ともほとんど別人だった。そこに浮うかんだ不ふ敵てきにも見える笑みは、闇やみの世界に分わかたれた彼の兄、桂かつら木ぎ真ま澄すみとよく似にていた。

（行動を起こすのは明日からだな。酷ひどく殴られたことになっているし……）

　と、ベッドの上にごろんと寝た薫は自分の唇くちびるに赤い染せん料りようが塗ぬられたままであることを思い出した。

　村に潜入するため行いき倒だおれを装よそおっていた薫は、遭そう遇ぐうした村人が如い何かなるリアクションを取ったとしても村に入り込めるよう何種類も事じ前ぜんにシミュレートしていた。自分を放ほうって立ち去ろうとした場合。すぐさま街の警察に連絡をしてしまった場合。あるいは強ごう盗とうに豹ひよう変へんして自分のポケットの中を探さぐった場合……。

　だがさすがに、いきなり唇に何かをぐりぐりと塗りつけられることは想そう定ていしていなかった。

（ものすっごく変わった女の子だな……）

　唇に塗られた口くち紅べにを落としながら、それがあの奇き矯きようながらもすこぶる可愛かわいらしい少女の唇に塗られていたものであることを思い出し、薫の顔が赤くなった。

　そこらへんは八か月前の深津薫と何ら変わっていなかった。








　ＡＣＴ．１　赤いローブの女THE WOMAN IN RED




　サン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうをはじめシスティナ礼れい拝はい堂どうやバチカン宮きゆう殿でんなど、バチカンには名なだたる多くの建けん築ちく物ぶつがあり、宗しゆう教きよう的てきな目的ではなく訪おとずれる観かん光こう客きやくも多い。

　十五世紀に建けん造ぞうされた、ローマ市内とを隔へだてる巨大な壁かべ──それはあたかも城じよう壁へきに見えた──に沿そうようにして空の玄げん関かん口ぐちであるバチカン空くう港こうがあり、そこからほんの百メートルの所に城壁に唯一開あいた門がある。

　バチカンを訪れた観光客は必ひつ然ぜん的てきにこの空港を利用するわけだが、空のルートでこの歴史の街まちを訪れた観光客は、まず疫えき病びよう検けん査さのための採さい血けつに応じなければ搭乗口を潜ることは許されない。よっぽどのＶＩＰでない限り数時間待たされるのはザラである。だが人々は　「ローマ教きよう皇こうがいらっしゃるわけだし、そういう厳きびしいところもバチカンらしい」と素す直なおに注ちゆう射しや器きの針を受け入れる。

　だが、ちょっと注意深い観光客ならば注射器を持った白はく衣いの男たちが医い療りよう関かん係けい者しやにしてはやけに仰ぎよう々ぎようしい肉にく体たいをしていることに気づくだろう。もし捜そう査さ機き関かんにいた経けい験けんがあれば、白衣の下に不ふ穏おんな膨ふくらみがあることも分かったかもしれない。

　しかしながら、さすがに彼らが懐ふところに隠かくしているのは魔ま族ぞくを屠ほふるための特とく殊しゆ加か工こうが施ほどこされた武器であり、教きよう皇こう庁ちようエスクードの『検けん疫えき局きよく』の者たちであることまでは想像はつかないだろう。採血された血が垂たらされるのは顕けん微び鏡きようのプレパラートではなく、人間ならざる者を見分ける『パトグロスの石せき碑ひ』であり、レディ・キィを狙ねらってバチカンに侵しん入にゆうを試こころみる魔族をあぶり出すためであることなど。

　今現在この小さな国にレディ・キィはいないが、この世界から闇やみの血を持つ者たちが駆く逐ちくされる日まで続けられることだろう。

　そうしてやっと『検疫』を終えて搭乗口を通った観光客は、ロビーで空港とバチカンの城壁の内側とをつなぐ専用バス──もちろん人の出入りを管理するための物──を待つわけだが、この日バチカンを訪れた観光客はおおよそバチカンには生せい息そくしているはずのない生いき物ものを目もく撃げきすることになる。

　法ほう衣えを着たパンクス、である。

　年は二十そこそこかティーンエイジャー。身長を十パーセント水みず増ましするほど隆りゆう々りゆうとしたトゲトゲ頭。耳と鼻には数え切れないピアスが並び、音を立てながらガムを噛かみ、ヘッドホンからは騒そう々ぞうしい音楽が漏もれている。本場ロンドンでもとっくに絶ぜつ滅めつしていそうな純じゆん粋すい培ばい養よう種しゆのパンクスだ。彼はドラッグを嗜たしなんでいるに違ちがいない危あぶなげな目め付つきで金を持っていそうな獲え物ものを物色していた──と多くの観光客の目には映った。

　しかしどういうわけかそのパンクスは見み慣なれぬデザインではあるが藍あい色いろの法衣をまとっているのである。『この世は不ふ条じよう理りに満みちている』という言葉を具ぐ現げん化かしているような生せい物ぶつであった。

「おいコラ、そこの東とう洋よう人じんども。なに人のこと写しや真しんに撮とってやがんだ。なんか珍めずらしいモンでもあっか!?　てめえらの葬そう送そう曲きよくは俺おれのギター・ソロにしとくか!?」

　トゲトゲ頭の神しん職しよく者しやシド・ギーエンに中なか指ゆびを立てられた日本人観光客の一いち団だんは彼のスラングだらけの英語をまったく翻ほん訳やくできなかったが、とりあえずこの場にいたら三泊五日の観光旅行が〇泊二日になることを直ちよつ感かんして、悲ひ鳴めいを上げながら飛んで逃にげて行った。

「ったく、胸クソがわりぃぜ……」

　同どう僚りようの多くは勘かん違ちがいしていることだが、彼はその突とつ飛ぴなヘア・スタイルに象しよう徴ちようされる自分自身の格かつ好こうが世間の『マトモ』から大きく外れていることを十分に自じ覚かくしている。ただ彼はそれを何よりもカッコいいと思っており、後ろ指をさされても貫つらぬき通すのが自分の生いき様ざまだと考えている。そういう自覚あっての奇き抜ばつな格好であっても、やはり後ろ指をさされるのは気分がよくない。

　ギーエンはベンチに腰こしを下ろし、続けて「ちくしょう、薫かおるのアホめ。クソ遅おせぇんだよ」と呟つぶやいた。エスクード二千年の歴史の中で最悪の言こと葉ば遣づかいと称しようされる彼にとっては「薫の奴やつ、ちょっと遅いなあ」ぐらいのニュアンスであって、決して怒おこっているわけではないのだが、近くにいた観光客は一いち目もく散さんに逃げ出した。

　彼は八か月前のあの戦いを共に生き延びた深ふか津つ薫を迎むかえにバチカン空港まで来ていた。

　殺さつ害がいされた養よう父ふの深津神父の葬送が終わると薫は、故こ郷きようの地にソフィアを埋まい葬そうしに行ったレイニーと合流し、そのまま日本を旅立ってしまったのである。

　旅立ちの前にあの二人の間にいかなるやり取りがあったかは誰だれも知らないし、この八か月間の消しよう息そくは教皇庁でもほとんど把は握あくできていなかった。ときおり教皇庁の要よう請せいに応じてミッションに参加するのだが、それが終わると霧きりのように消えてしまう。ギーエンも彼とは電話越ごしに何度か会話しただけだった。確かなのは、あの二人が通った後にはおびただしい数の魔族とその眷けん属ぞくの死体が積み上げられたことである。

　そしてつい一週間ほど前、薫の方から教皇庁に連れん絡らくがあった。「日本に戻もどろうと思う」というのである。教皇庁は彼を日本に配はい属ぞくするのと同時に、正式にエスクードの一員として迎えるため一度バチカンを訪おとずれるよう頼たのんだ。そして今日がその来らい訪ほうの予定日だった。

「薫の野や郎ろうめ。レイニーの姐あね御ごとよろしくやりやがって……」

　と、今度は本気で嫉しつ妬との混じった口調でぶつぶつ言っていたギーエンは、不意に不ふ穏おんな空気を感じてヘッドホンを外した。

　耳を澄すますと遠くから人の争あらそう声が聞こえた。そして複数の人間が走って来る音。ギーエンは服の両りよう腕うでに仕込んである二本の釵サイの射しや出しゆつスイッチに手を伸のばした。

　不穏な音の主が現れた。搭乗ゲートの向こうから一人の男が走って来る。その後ろには白衣を着た数人の者が男を追っていた。白衣の男たちは血けつ相そうを変え、手には拳銃を握っている。彼らは教皇庁の『検疫局』の者たちだ。ここで行われている『検疫』とは伝でん染せん病びようの保ほ菌きんを調べるのではない。とすればあの追われている男は……。

「『奴ら』かっ！」

　白衣の男たちが拳銃を発はつ射しやした。追われる男は背はい後ごに目があるかのように、発射音に合わせて跳ちよう躍やくしてそれを躱かわした。そのまま一ひとっ飛とびに搭乗カウンターを飛び越える。距きよ離りも高さも人間のオリンピック記録を遥かに越えていた。拳銃の発射音でロビー内が大パニックに陥おちいった。男は観光客を突き飛ばしながら空港の入り口へと走る。

「おめえらやめろっ。ここはバチカンだぞっ！」

　ギーエンは白衣の男たちを制した。これだけの観光客がいる中であの男が頭を吹ふき飛ばされても生きているなんてのを目もく撃げきされたら、とても口くち封ふうじし切れない。床ゆかに伏ふせながら携けい帯たい電でん話わでスクープ写真の撮さつ影えいに挑いどんでいる馬ば鹿か者ものもいる。

「俺はエスクードのギーエンだ。俺が捕つかまえるっ」

　ギーエンは釵を射出すると、片方を逆さかさに持ち替かえてダーツのように投げた。使い慣れた得え物ものは人波をぬって男の足元に突き刺ささり、男は足を取られてフロアにつんのめった。

（使し徒とだ。魔族じゃねえっ）

　動きの鈍にぶさから相手は純じゆん粋すいな魔族ではなく奴らの血を受けた使徒だとギーエンは判断した。主人に褒ほめられたい一心で、空港での『検疫』を知らずにバチカンの動向を探さぐりに来た間ま抜ぬけというところだろう。

　ギーエンはアメフトのタックルのように使徒に飛びつき、上に跨またがって体重をかけて腕の関かん節せつをきめると、使徒の顔の前に釵の先せん端たんを突き付けた。

「動くんじゃねえ！　こいつは対たい魔まコーティングしてある。こいつで焼かれたら楽には死ねねえぞっ」

　チェックメイトだぜ。こいつらにとっちゃ対魔コーティングされた武器は焼けた火ひ箸ばしに等しい。それを目の前に突き付けられたら生せい理り的てきな反応として身動きがとれねえはずだ……と、それがギーエンが長い戦いで身につけた『常じよう識しき』だった。

　だが、ときに経けい験けんは不用意な先せん入にゆう観かんへと変わる。

　追おい詰つめられた使徒は思いもよらぬ行動に出た。ギーエンの釵に噛かみ付ついたのである。じゅっ、と嫌いやな音がし使徒の口の中が焼けるが、それでも構かまわず口の中で噛み砕くだくと、きめられた関節を無理矢理捩ねじった。肩かたの関節が外れる鈍い音と共に使徒はギーエンの身体からだの下から強引に抜け出した。

（やべえっ！）

　退たい屈くつな日々が自分のエージェントとしての感かん覚かくを鈍らせていたことに気づいたがもう遅おそかった。単たん純じゆんな腕わん力りよくでは勝てるはずもなく、今度は逆に使徒がマウント・ポジションを奪うばった。

　使徒は笑えみを浮うかべていた。潜せん入にゆうの失しつ敗ぱいを悟さとり死を覚かく悟ごした使徒は、ちょうどいい道みち連づれを見つけたのだ。

　使徒が腕を振ふり下ろす。鋭するどい爪つめが並んだ手はギーエンの首筋の頸けい動どう脈みやくを抉えぐる角かく度どだった。両手でカヴァーしたがあまり意味はないだろう。

（……こりゃダメだ……）

　首を吹き飛ばされたと思った瞬しゆん間かん、藍あい色いろの小さな影かげがギーエンのすぐ顔の前を横切った。衝しよう突とつ音おんと共に使徒の悲ひ鳴めいがし、ギーエンの上から体重が消える。自分の上に乗っていた使徒は数メートルも先の床に転がって顔を押おさえていた。それはその小さな影が使徒を蹴けり飛とばしたのだが、ギーエンは自分に何が起こったのかすぐには把は握あくできないでいた。

　小さな影──自分よりもだいぶ背の低い黒くろ髪かみの青年の後ろ姿──が床に転がった使徒へ、氷の上をスケートで滑すべるような勢いで向かって行く。使徒は起き上がって向かって来る青年を殴なぐろうとするが、青年はその腕をすっと受け流すと、使徒を空中で一回転させて床に叩たたきつけていた。

　青年は上に跨がると、ギーエンとは違い膝ひざを相手の首の上に載のせた。いくら使徒でも脛けい骨こつを折って逃にげることはできない。

「拘こう束そく具ぐをっ」

　青年は駆かけて来る『検疫局』の白衣の男たちに命じる。青年は白衣の男たちが投げたチタン製の特とく殊しゆ手て錠じようを振り向きもせずに空中でキャッチし、素す早ばやく使徒の両手両足に嵌はめた。まるで舞ぶ踊とうでも舞まうような青年の滑なめらかな一連の動きに、周囲の観光客からどよめきにも似た歓かん声せいが巻き起こった。拍はく手しゆ喝かつ采さいといかなかったのは大の大人を取り押さえたのが、高校生、ことによっては中学生にしか見えない華きや奢しやな青年だったからだろう。ギーエンさえもそれはあまりに非現実に映うつった。

「壊こわせるかどうか試ためすなよ。もし少しでも逃げる素振りを見せたら、僕らは白はく昼ちゆう堂どう々どう公こう開かい殺さつ人じんをした神しん職しよく者しやの汚お名めいを着なくちゃならなくなる」

　青年は鋭い口調で、しかしシニカルな余よ裕ゆうのある口調で使徒に通つう告こくした。遅おくればせながら白衣の男たちも拳銃を構えて使徒を取り囲んだとき、使徒はとっくに抵てい抗こうをするのをやめていた。取り囲まれたことではなく青年の余裕に満みちた佇たたずまいに、何をしても無む駄だであると悟ったのだ。

　ようやく立ち上がったギーエンはその青年の声に聞き覚えがあることに気づいた。拘束した使徒を『検疫局』の白衣の男たちに引き渡わたした青年は、「ふう」とため息をつくと汗あせを拭ぬぐって振り返った。

　青年の顔は戦せん闘とうの残ざん滓しで鋭するどい表情のままだった。ずいぶんと汚よごれたエスクードの法衣に身を包み、両手の拳こぶしにはボクサーのような包帯バンテージが巻かれ、顔に残った幾いくつもの生なま傷きずが細ほそ面おもての青年を精せい悍かんに見せていた。

　深津薫。ギーエンが待っていた人物のはずである。だが彼の記き憶おくにある薫とはまるで結びつかず、まるで別人じゃねえか……とポカンとするばかりだった。ここ八か月間に『殺さつ戮りくのレイニー』と『ブラディミールの剣けん士し』が積み上げたという闇やみの者の死体は、どうせレイニーの姐あね御ごがみんなぶっ殺したんだろうぐらいに考えていたギーエンだったが、間違いなくその何割かはこの青年の手によるものだと思った。

「やあ、ギーエン。久しぶりだね」

　やっと薫は緊きん張ちようを解いて微笑ほほえんだ。少なくともその女の子にも見える華奢な笑顔だけは八か月前とまるで変わっていなかった。




　　　　◇




　サン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうの二階にある応おう接せつ室しつはちょっとしたダンス・ホールほどの大きさがある。建設された時代から花か瓶びん一つ動かさずに保存されたような調度と装そう飾しよく品ひん。そして遠くで聞こえる聖せい歌か隊たいの歌声。空気さえも中世から切り取って来たかのような空間であった。

　ドアが開き、かなりの重じゆう武ぶ装そうをした一人の衛えい兵へいが入って来た。応接室にいた三人の人物は会話をやめた。衛兵は手にした書類をどっしりとした体格の老人に手渡した。それに目を通すと老人は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめ、隣となりの席せきにいた痩そう身しんの老人に渡した。痩身の老人も同じように眉を顰めた。応接室にいた三人目の人物に書類が渡されることはなかった。

「全すべての処しよ理りが終わったら、空港の警けい備び責せき任にん者しやを謹きん慎しん処しよ分ぶんにしておけ」

　どっしりとした体格の老人が言った。その年ねん齢れいに似合わぬ鋭するどい刃やいばのような口調に衛兵は緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずくと、ちらりと三人目の人物に目をやってから部屋を出て行った。

「空港で何かあったのかしら？」

　三人目の人物が、二人の老人のどちらにとでもなく訊たずねた。年齢は三十前後。ウェーブがかった金きん髪ぱつの美び女じよだった。どっしりとした体格の老人は会話をするのも嫌いやといった感じでそっぽを向く。彼女が痩身の老人の方に目をやると、彼は「部外者の君には関係ないことだよ、マルゼス殿どの」と丁てい寧ねいではあるが、素そっ気けない口調で答えた。

「それより元の話に戻もどそう」

　と痩身の老人──エスクード日本支部筆ひつ頭とうの長は谷せ川がわ司し祭さいは言った。

「繰くり返しになるが、何もエスクードは貴方あなたたちとの約束を反ほ故ごにしようとしているのではない。我々は君らに借りがある。それは認めてる……まあ、さっきから十回は言っているが」

　最後の部分には彼にしては珍めずらしく皮ひ肉にくを滲にじませていた。エスクードの幹かん部ぶの中でも感情を隠かくして自分の手札を相手に見せない名人で知られる長谷川司祭でさえ皮肉の一つも言いたくなってしまうことが、この招まねかれざる来らい訪ほう者しやのタチの悪さを物語っていた。

　長谷川司祭は日本で八か月前に行われたゲートの施せ錠じようの責任者で、その件に関かかわった深津薫の帰き還かんに合わせて日本からやって来ていただけで、エスクードの指し揮き系けい統とうから言えばこの女性と交こう渉しようする立場にはない。しかし以前にこの女性と交渉したのが彼だったため、不幸にも再び引っ張り出されることになったのである。

「あら、司祭。わたしは貴方の言葉を露つゆほども疑うたぐっていなくてよ。約束を反故にするなんて貴方たちには破は戒かいですものね」

　マルゼスと呼ばれた女性はにっこりと微笑ほほえむと、目の前のテーブルに置かれたハーブ・ティを口に運んだ。

　その洗せん練れんされた優ゆう雅がさに長谷川司祭は年とし甲が斐いもなく毒どく気けを抜ぬかれた。彼女はローマ教皇と昼ちゆう食しよくを共にしてもおかしくないほど完かん璧ぺきなテーブル・マナーを身につけていた。

　しかしその昼食会は永遠に開かれることはない。なぜなら彼女が着ているのは、教皇庁が存在さえ認めていないほど憎にくんでいる魔ま術じゆつ師し協きよう会かいの赤ローブだったからだ。

『中立の赤』だろうが『混こん沌とんの黒』だろうが、魔術師協会のローブをまとった人物など本来ならばバチカン空港から一歩たりとも街に足を踏ふみ入れさせない。しかし彼女は少しばかり教皇庁と因いん縁ねんのある人物だったので教皇庁も折おれるしかなかった。そのお陰かげでサン＝ピエトロ大聖堂は、第二次世界大戦下のスターリングラードに突とつ然ぜんアドルフ・ヒトラーが出現したかのような大おお騒さわぎになっていた。

　彼女はティーカップを置くと、ローブの内側から小さな瓶びんを取り出した。中にはピンク色のどろりとした液えき体たいが入っていた。魔術師が得体の知れぬポーションを取り出したものでさすがに長谷川司祭は身体からだを強こわばらせた。が、彼女が小瓶の蓋ふたを開けるとどこにでもあるようなシンナーの匂においがした。蓋の先には刷は毛け。彼女はその刷毛でピンク色の液体を自分の手の爪つめに塗ぬっていった。

「マ、マニキュア……」

　ふんふんと鼻歌を唄うたいながらマニキュアを塗る彼女に、長谷川司祭のこめかみがぴくぴくと痙けい攣れんする。

「マルゼス殿……そういうことは他の場所でやってくれたまえ……」

　どうにか感情を抑おさえた長谷川司祭を無む視しして、彼女は唄うように言う。

「ええ、わたしは教皇庁を信じますわ。信じますとも。貴方あなたたちはちゃーんと約束を守ってくれるわよねえ……」彼女はマニキュアを塗り終わった両手を正面に翳かざし、指の間から長谷川司祭を見つめた。その目には非常に意い地じの悪い光が宿っていた。彼女は蓮はすっ葉ぱな口く調ちようになってまくしたてた。「だったら約束通りとっとと人じん材ざいを貸かせって言ってんのよ」

「だ、だからあんたも分からない人だなっ！」

　ついに席を立って叫さけんだ長谷川司祭を、横にいたどっしりとした体格の老人が制した。

「長谷川。この女め狐ぎつねはわざと物分かりの悪いふりをしておるのだ。ペースに乗せられるな」

「……すみません」

　長谷川司祭は恥はずかしそうに謝あやまって腰を下おろした。

　どっしりとした体格の老人は真っ白な髭ひげで覆おおわれた口元を一文字に結び、赤ローブの女性を睨にらみつけた。日がな一日リクライニング・チェアに腰こし掛かけて孫まごたちに囲まれているのが似に合あいそうな年齢だが、眼がん光こうだけはおそろしく鋭するどい。

　オーブリー・クーニー。現在の身分はサン＝ピエトロ大聖堂付きの親しん衛えい隊たい長ちようだが、半年前まではエスクード・セクションの副ふく隊たい長ちようを務めていた最さい高こう幹かん部ぶである。先代のレディ・キィのソフィア・リヴィエールの死し去きよと共にエスクード・セクションは一ひと度たび解かい体たいされ、他の組そ織しきに割り振ふられた。現在では『エスクード』という名めい称しようは教皇庁対たい魔ま機き関かんの全体の名称としてのみ用いられている。

「あらあら、『女狐』だなんて端はしたない言葉を遣つかったりすると、大好きな天てん国ごくが遠くなってしまってよ？」

　彼女はいかさまめいた上じよう品ひんな口調に戻り、わざとらしく手の甲こうで口を覆おおって「おほほほほ」と笑ったが、オーブリーは「ふん」と鼻を鳴らしただけで挑ちよう発はつを躱かわした。若い頃ころは先代のブラディミールの剣けん士しである深津神父と並び称された伝説的なキャリアの持ち主であるが、今は古ふる狸だぬきと陰かげ口ぐちを叩たたかれる曲くせ者ものであった。

　オーブリーは彼女を真ま似ねてハーブ・ティをすすってみせてから言った。

「女狐が嫌ならば下げ法ほう使つかいと呼ぼうではないか。確かに我々は貴き様さまらに負ふ債さいが残っている。形としてはあやつは、魔術師協会からマレウスに派は遣けんしてもらったことになっていたからな。そのときの契けい約やくで、貴様らがエスクードの力を必要としたとき我々は人材を派遣して協力する義ぎ務むがある。確かにお前の言う通りだ。我々の名めい誉よにかけて守ろうではないか。ただ今は時期が悪いと言っておるのだ。お前の要よう求きゆうする『とある村に数日間の潜せん入にゆう捜そう査さ』を実行できる人員の空あきはない」

「あら、大変ねえ」

　と彼女は先さき程ほどマニキュアを塗った爪を反対の手の指先でちょんちょんと撫なでていった。パッと爪が光ったと思ったら、ピンク色のマニキュアは一いつ瞬しゆんにして鮮あざやかな青色に変化した。オーブリーは口に含ふくんでいたハーブ・ティを盛せい大だいに吹ふき出した。

「き、貴様、いま何をやった!?」

「だってこっちの方がてっとり早いじゃない？」

「こ、こ、こ、この下法使いめっ！　よ、よりによってこの神しん聖せいな大聖堂で魔術を……」

　オーブリーは口から泡あわを吹きそうな様子だった。彼女はそんなオーブリーを無視してちょんちょんと爪を撫でると今度は紫むらさきになった。そして「ねえ、やっぱりわたしにはこの色が似合うと思わなくて？」などと爪を見せつける。オーブリーの顔も怒いかりで赤紫になっていた。

「あ、オーブリーさん。さっきの貴方の主しゆ張ちようだけど、あれって『確かにお金は借りたけど、返す時期は決めてはいなかったもんねー』ってことかしら？　もしかしてお力を貸してくれるのは百年先かもしれないってこと？」

「誰がそんな卑ひ劣れつなことを言っておるかっ！　先のゲートの施錠で出てしまった多大なる被ひ害がいの回復が済んでないこの時期に、不ふ確たしかな情報でお前らの道どう楽らくに付き合う人材など出せないと……」

　立ち上がって叫ぶオーブリーを横から長谷川司祭が「そういうことは言わない方が……」と制した。オーブリーは羞しゆう恥ちに顔を染めて腰を下ろした。エスクードでも名うての古狸である二人が、このとてつもなく悪あく質しつな魔女の前ではまるで子供扱あつかいであった。

　彼女はハーブ・ティをすすり、そして今度は先程までの挑発的な口調とは正反対の抑おさえた声で言った。

「貴方たちから見れば『道楽』に映るかもしれないわね。わたしたちはあの村にある魔ま導どうの品しなを回収したいのは確かよ。でもね、さっきから言っているように、あの村の周辺で魔族による死者が出ていることも事実なの。わたしがここに出向く前に資料は送っているんだから、とっくに裏うら付づけ調ちよう査さは済ませているのでしょう？」

　長谷川司祭とオーブリーは渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

「……断言できるほどではない。だが偶ぐう然ぜんにしてはこの数か月にあの村の周辺で出た不ふ可か解かいな死者は多すぎる。魔族が人間になりすまして人間の村に住んでいたときに描えがかれる被ひ害がい者しや数すう曲きよく線せんとかなり近い。数か月単位で村に潜せん伏ぷくし、自分の正体が発はつ覚かくしないよう村の者以外をときおりディナーとして貪むさぼる……そういう数字だ。しかしあくまで仮定の段階だ」

「じゃあ断定できる情報を提供してあげるわ。つい昨日もあの村に行った人間が谷底に落ちて死亡し、川下の街に流れ着いたのが発見されたわ」

「たった一人増えたところでいったい何だと……」

　オーブリーははっとして言葉を切った。売り言葉に買い言葉とはいえ、その言葉は神職者が口にするにはあまりに背はい徳とく的てきであった。「いや、その……」などと口をもごもごさせるが、彼女はオーブリーの失しつ言げんが聞こえなかったかのように話を続けた。

「ただしそれは街かい道どうを車で走っていた旅人なんかじゃないわ。件くだんの魔導の品を探しに派は遣けんされたウチの魔ま術じゆつ師しよ。……彼はわたしの……初めての弟で子しだったわ」

　彼女はオーブリーたちから顔を背そむけてローブの裾すそで顔を拭ぬぐった。

「すまぬ……」

　オーブリーが魔術師などに謝ったのはそれが生まれて初めてだった。

「気にしないで。辛つらくても前に進まなくてはいけないときですもの」彼女は弱々しい笑え顔がおを見せた。「彼は潜入してからしばらくは断だん片ぺん的てきな報ほう告こくを送って来ていたのだけど、いきなり音おん信しん不ふ通つうとなったかと思ったら数日後に死体となって発見されたわ。別に身体の半分を食い散らかされていたわけじゃなくて死し因いんは転てん落らく死しだけど、本当にこれがただの事じ故こだと思って？」

「……あり得ぬな」

　オーブリーは認めるしかなかった。

「よかった。これで『まだ断言はできん』なんて寝ねぼけたことを言われたらどうしようかと思ったわ。結論、デュラーゾの村には魔族が住んでいるわ。だから今度はわたしが動くことになったの……教皇庁エスクードのお力を借りてね。誰かが村に潜入して魔族を見つけて始し末まつしなければ、明日にでも新たな犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれないわ。わたしが欲ほしい魔導の品とは関係なくね。この件に関しては利害が一いつ致ちしていると思うんだけれど、如何いかがかしら、エスクードの皆みな様？」




　　　　◇




「ったくよ、何でレイニーの姐あね御ごは来ねえんだよ」

　城壁の門を潜くぐりサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうに向かう教皇庁の専用車の中で、ギーエンは何度も同じことをぶつくさ言っていた。

「せっかくのおめえの就しゆう任にん式しきじゃねえか。やっぱバチカンに来るのが嫌いやなのかなあ。エスクードにゃあ姐御のことを嫌きらってる奴やつは多いからよ」

「気にする人じゃないと思うよ。レイニーさんが来れなくなったのは、ちょっと必要な薬草があってさ。それが自じ生せいしてるのはかなり遠くにある高こう山ざんだけなんだって。『そのうちまた会おう』とか言ってたけど、あんまり興きよう味みがあるふうでもなかったしなあ……」

　薫が日本に戻もどることを決めると、レイニーは「わたしはカパーラの火の花を採さい取しゆしに行く」と言って薫と別れた。自分を一いち人にん前まえと認めて自分の元から去って行ったと思うほど薫は驕おごっていない。そもそも彼女が自分を鍛きたえてくれたこと自じ体たいが不ふ思し議ぎなくらいだ。彼女はこの八か月の間、自分にほとんど感かん情じようを向けなかったし、夜の姿を見せようともしなかった。

　ただ「そのうちまた会おう」と別れたとき、唇くちびるを歪ゆがめて「きっとその日は雨が降るだろう」と珍しく自じ嘲ちよう的てきなことを付け加えたのがやけに心に残っている。

「おめえよ、就任式が終わったら日本に帰るんだろ？」

「うん。そのつもりだよ」

「俺おれもよ、オーブリーのクソジジイに頼たのんで日本に転てん属ぞくしてもらおっかな。大聖堂付きの親衛隊なんて退たい屈くつすぎて身体が鈍にぶっちまったみてえだしよ」

　とギーエンは自じ嘲ちよう的てきな笑えみを漏もらす。

「でも本当にレイニーさんが僕の前にまた現れてくれるかなんて分からないよ？」

「まあそれもあるけどよ……なんちゅうか、俺のライフ・スタイルを理り解かいしてくれる相あい棒ぼうが欲しいんだよな。姐御がそれになってくれりゃあ最高なんだけどよ……」

「リラフォードさんはまだ復ふつ帰きできないの？」

「怪け我がはとっくに治っているはずなんだけどよ、なんか、レディ・キィの秘密を知っちまったことがずいぶんショックだったみてえでさ……。まあ、あんな公認会計士みたいな外そと面づらだけど結けつ構こうタフなオヤジだからさ、ひょっこり戻って来るかもしれねえけどよ」

　ギーエンの声は少し湿しめっていた。薫は「そうだね」とだけ言った。

　車は大聖堂に着いた。車を降りて門の前まで行くと、薫とギーエンは採さい血けつ検けん査さを求められた。ギーエンは「ったく、ちょっと外出しただけで毎日毎日血を抜ぬきやがって。奴らと戦う前に出しゆつ血けつ多た量りようで死んじまうっつーの」などと文句を言ったが、もちろん聞き入れられはしない。

　二人は衛えい兵へいの案あん内ないで大聖堂に入り、長谷川司祭とオーブリーが待っている応おう接せつ室しつへと案内される。何だか衛兵たちが物もの々ものしい雰ふん囲い気きを放っていることに薫は気づいた。心なしかその緊きん張ちよう感かんは次し第だいに強つよくなっていくように思えた。薫は自分らの前を歩いている案内の衛兵に聞いた。

「何かあったんですか？」

「魔術師協会の幹部がやって来ておりまして、オーブリー様のご命令で現在この大聖堂は第二級警けい戒かい態たい勢せいを取っています」

　薫より五歳さいは年上の衛兵は丁てい寧ねいな口調で答えた。

「よくそんな人を中に入れましたね。教皇庁と魔術師協会はすごく仲が悪いんですよね？」

「仲が悪いなんてものではありませんね。ですが教皇庁は魔術師どもに借かりがあるとかそんな話が……」衛兵は苦にが笑わらいして言い直す。「いえ、借りと言いましても、おそらくは不当な金きん利りで金を貸し付けられた詐さ欺ぎにあったようなものでしょう。我々が魔術師どもに借りを作るなど考えられません」

　確かに丁寧な態度なのだが、それはブラディミールの剣けん士しである自分への形けい式しき的てきなものであるように思えた。まあそれは当然だろう。薫は先代のブラディミールの剣士である深津神父に比べればさしたる実じつ績せきを残していない。しかし、役やく職しよくの名な札ふだに対して頭を下げられるのはどうも好きにはなれそうになかった。薫はギーエンに「どういうこと？」と聞くと、彼は極きわめてざっくばらんな口調で答えた。

「俺は無む線せんでちらりと聞いただけだからよく知らねえけど、以前に教皇庁と魔術師協会の間で取り決めを結んだときウチが借りを作る形だったんで、向こうに協力しなくちゃならねえみてえなんだよ。向こうの大物がいきなり乗り込んで来て要求を突つき付けたもんだから、オーブリーのジジイはキれまくっていたけどよ。クラウディア・マルゼスだったかな？」

「クラウディア……？」

　薫はその名前に聞き覚えがあった気がしたが、思い出せなかった。

「ま、俺たちには関係ねえことさ。それより薫、就任式までまだ一週間はあるけど、それまで何してんだ？」

「ずっと戦いづめだったから、少し休ませてもらおうと思って早めに来たんだ。せっかくだからバチカン見学でもしようかな」

「だと思ったぜ。だから俺も休きゆう暇かを申しん請せいしといたんだ。おもしれえ所に連れて行ってやるから付き合えよ」

「ギーエンの感覚で『面白い所』？」薫は眉まゆを顰ひそめた。「そんなのがバチカンにあるの？」

「へへ、パンクスをナめんじゃねっつーの。俺たちは世界中に同どう胞ほうがいるんだよ。バチカンだって例れい外がいじゃねえ」

　船に潜もぐり込むあの小動物だとか、人じん家かには必ずいるあの黒い昆こん虫ちゆうだとかがちょっとだけ脳のう裏りをよぎってしまったが、それとパンクスを比ひ較かくすると彼との人間関係に重大な亀き裂れつが生しようじる気がしたので黙だまっていることにした。

　衛兵が通路の奥おくの部屋の前で足を止めた。そこには完かん全ぜん武ぶ装そうした七、八人の衛兵が緊きん張ちようした面おも持もちでドアを睨にらんでいた。ずいぶん厚いドアに見えるのにその向こうからは人の声が漏もれてきていた。中ではかなりの大声を出しているということになる。

「ブラディミールの剣士様をご案内しました」

　薫たちを案内して来た衛兵が言うと、部屋を見み張はっている衛兵たちが薫の方を向いた。そこにはあまりよくない感情が見てとれた。なぜそんな顔をされるのかと一いつ瞬しゆんムッとした薫だったが、思い当たることはあった。

（兄さんのことか……）

　魔術師協会から派は遣けんされて八か月前の任務を共にしたが、最後にはアルフェルムに屈くつして裏うら切ぎる形となった兄の真ま澄すみ……。彼が裏切ったことでゲートの位い置ちが敵に漏れ、多大な被ひ害がいが出たとエスクードでは結けつ論ろんしていた。それが魔術師の唐とう突とつな来らい訪ほうで再さい燃ねんしたのだろう。

（タイミングが悪いね）

　薫は心の中で苦く笑しようした。

「ブラディミールの剣士殿どの。いまオーブリー様は魔術師協会からの来客のお相手をされているので、後にされては如何いかがかな？」

　衛兵の一人が『魔術師協会』の部分にイントネーションを置いて言った。

「ただ挨あい拶さつをするだけですから。そのクラウディアさんとかいう魔術師にもご挨拶しておきますよ」

　薫は平へい然ぜんと躱かわして刃やいばの視線の中を通り抜けた。気にしても仕方ないことだ。「兄さんが申し訳ないことを……」などと謝あやまるつもりなどない。それはいつか自分がカタをつける問題であって、他人にどうこう言われることではない……そう思っている。

　薫がドアを開ける。聞こえて来たのは三人の人間の言い争う声……と言うか怒ど号ごうだった。




　　　　◇




「だからあんたも分からない人ねっ。状じよう況きようが切せつ迫ぱくしてるのが分かっていて何で動かないのよ、この石いし頭あたまっ。とっとと出しゆつ動どうさせなさいっ！」

「だからお前も分からない女じゃなっ。いくら魔ま族ぞくがいると分かっていても、いや、いると分かっているからこそ人じん選せんと準じゆん備びはきちんとやらねばならんのだっ。『行って来い。そんでやっつけて来い』などといくものかっ！」

「あら、そう。その間に何人の新たな犠ぎ牲せい者しやが出るのかしらね。魔族の脅きよう威いから人間を護まもるのが貴方あなたたちの使し命めいだったんじゃなくて？」

　薫とギーエンはさすがに面めん食くらった。三十歳さいぐらいの上品そうな女性とどっしりとした体たい格かくの老人が口から唾つばを飛ばして言い争っていた。薫たちが部屋に入って来たことに気づいた様子もない。その横では長谷川司祭が「もう勘かん弁べんしてくれ」という顔で項うな垂だれていた。薫は面めん識しきはなかったが、消しよう去きよ法ほうで口こう論ろんしている二人がオーブリーとクラウディアなのだろう。

「……何の話をしているの？」

　薫は小さな声でギーエンに訊たずねる。二人が使っているのは教きよう皇こう庁ちようの公こう式しき言げん語ごであるラテン語だが、同どう系けい列れつの複ふく数すうの言語を使いこなすヨーロッパ人にはよくある傾けい向こうで、自分の母国語や使つかい慣なれた国の単たん語ごが混まじってしまう。しかも二人とも感かん情じようの昂たかぶりのせいでおそろしく早はや口くちなもので、薫には断だん片ぺん的てきにしかヒアリングできなかった。

「俺にもよく分からねえ。フランス語とイタリア語が混ざってんな。にしても、二人ともよくこれで会話が成立しているよな。フィーリングで会話してんじゃねえのか？」

「これってエスクードと魔術師協会の重じゆう鎮ちん同どう士しの会かい談だんのはずだよねえ……」

　最初は圧あつ倒とう的てき優位にオーブリーたちを煙けむに巻いていたクラウディアだが、とにかく魔術師が大だい嫌きらいなオーブリーはちっとも折れず──いや、情報を持ち込んだのが魔術師であるからこそエスクードとして当然起こすべき行動を渋しぶり続け、ついにはクラウディアも感情を剥むき出だしにして話し合いは罵ののしり合あいへと変わり、そしてさながら言葉による殴なぐり合いへとなだれ込んでいった。

「我々だって痛つう感かんしておるっ。お前などに言われなくとも準じゆん備びが出で来き次し第だい、派は遣けんするわっ」

「いつよっ」

「一週間後にとある人物の就任式がある。それに合わせて世界中からエスクードの隊員が集まって来るから、まずはその時点で調ちよう整せいを始めることになるだろう」

「い、一週間経たってもまだ不ふ透とう明めいですって!?　冗じよう談だんじゃないわっ。わたしはとっととアレを手に入れて研究したいのよっ」

「やっぱりそれが第一目的かあっ」

「当たり前でしょ。わたしがどうして見ず知らずの田舎いなかの連中を心配してあげなくちゃならないのよ」

「本ほん音ねを出しよったなっ。やはりお前の言うことなど信しん用ようできんっ。弟子が殺されたなんて話に同情したわしが馬ば鹿かだったっ」

「ぴんぽーん、せいかいでーす。あれは作り話でしたー。馬鹿な神しん職しよく者しやは情じように訴うつたえればころりといくと思ったのよ」

　クラウディアは「べーっ」と舌を出す。その年ねん齢れいに似合わず非常に可愛かわいらしい仕し草ぐさだったが、オーブリーの顔色が真まっ赤かに染そまったのはもちろん激げき怒どのためである。

「こ、この女め狐ぎつねめっ。呪のろわれた魔ま女じよめ！」

「でもね、導どう士しクラスの魔術師が殺されたのは本当なんだからね」

「ど、導士クラスの魔術師に被ひ害がい者しやだと!?」オーブリーは唖あ然ぜんとした。導士クラスの魔術師というのは協会にも百人といない、若い魔術師を指導する上じよう級きゆう魔術師である。「なぜそんな重要なことを黙だまっていたっ」

「言ったら臆おく病びよう者もののあんたたちはビビって行かないからよ。何だかんだ理り由ゆうをつけて最初から約束を反ほ故ごにする気だったんでしょ」

「臆病なのではないっ。慎しん重ちように準備を進めるのだっ。とにかくこっちも人がいないのは本当だ」

「じゃあ手の空あいている人間がいたら行かせるのね!?」

「ああ、いいとも。いいだろう。いいさ。行かせてやろうじゃないか。人がいたら、の話だがな。しかし残念ながらエスクードの隊員は一人残らず来年までスケジュールがいっぱいなんだ。いや、百年先までだったかな？」

「な、何ですって!?　さっきは一週間後に調整するって言ったじゃないっ」

「ふんっ。悔くやしかったらエスクードのスケジュール表をハッキングしてみろ。コンピュータでも魔術でも受けて立ってくれるわ。それでお前が求める『数日単位の潜せん伏ぷく調査』が可能な奴やつが見つかったら好きにすればいい」

　長谷川司祭が「ちょ、ちょっとオーブリー殿。そんなことを安やす請うけ合いして……」と口を挟はさむ。

「うるさいっ。こんな女狐にここまで言われて引き下がれるかっ」

　オーブリーは長谷川司祭の警けい告こくを無視し、クラウディアとの口くち喧げん嘩かを再開した。両組織の重鎮二人の会話はついに「バカ女っ」「頑がん固こジジイっ」といったレベルにまで急降下していった。

　薫には言い争う二人の会話の内容はほとんど分からなかったが、とにかく二人とも忙いそがしいようだ。ここは挨拶だけ済すませて退たい散さんするのが一番だろう。

「あの、よろしいでしょうか、オーブリーさん」

　会議室にいた三人はやっと薫たちに気づいてこちらを向いた。うち二人は怒いかりの表情のまま。残る一人は疲つかれ果はてた顔で。

「おお、薫君か。空港ではご苦労だったな。すまんがこっちの方はちょっと取り込んでいてな、外で少し待っていてくれんか」疲れ果てた顔の長谷川司祭は上司と来客の方をちらりと見てから付け加えた。「……少しで済めば幸さいわいだが」

「いえ、今日は挨拶だけで失礼します。一週間後の就任式までのんびりとバチカン見学でもしていますから、何か用があったら遠えん慮りよなく呼んで下さい。ね、ギーエン」

「おうよ。申しん請せい書しよは出しておいたと思うけど、俺も今日から休みを貰もらうからな。それからオーブリーのジイさん。よく分からねえが、あんまり興こう奮ふんしねえ方がいいぜ。もう年なんだからよ」

　部屋で言い争っていた三人は一いつ斉せいにはっとする。「ま、待てっ」とオーブリーが血けつ相そうを変えた。しかしクラウディアはオーブリーを無視し、満まん面めんの笑えみを浮うかべながら薫たちの方へつかつか歩み寄って来ると、養よう鶏けい場じようの鶏にわとりの首でも掴つかむみたいに二人の腕うでを押おさえ付けた。

「この子たち貰もらって行くからね。問題ないわね」

「ダメだっ。パンク小こ僧ぞうはともかく、薫の方は絶対にいかんっ。そもそも彼はまだエスクードの正式な隊員ではないっ」

　ギーエンは「……おいコラ、このクソジジイ。俺はともかくってのはどういう意味だ」と中指をおっ立てた。ちょっと傷ついている様子だ。

「あら、さっきの今で約束を破るおつもり？　地じ獄ごくに落ちちゃうわよ」

「エスクードとして譲ゆずれんこともあるっ！」

　オーブリーは腰こしに下げていた儀ぎ礼れい用ようの短たん刀とうを抜ぬいた。齢よわい六十を過ぎた老人なのに、先さき程ほど会議室の前にいたどの衛兵よりも強いプレッシャーを薫は感じた。クラウディアと漫まん才ざいめいたやり取りをしていた短たん気きな老人の面おも影かげはもうどこかに消えていた。

「……嘘うそつきさんはわたしが地獄に連れて行ってあげるわね」

　クラウディアもオーブリーの殺気に煽あおられるように真しん剣けんな顔になっていた。薫とギーエンから手を放し、胸の前でゆらりと奇き妙みような形に組み合わせる。まだ呪じゆ文もんは唱となえてはいない。一ひと言ことでも唱えようものならそれが戦闘開始の号砲となるのがどちらも分かっている。彼女は少しずつ後ろに下がり相手の剣けん撃げきを躱かわして攻こう撃げき魔ま法ほうを放てるだけの間合いを取ろうとするが、オーブリーもそれはさせまいとテーブルを回かい避ひして彼女に近づく。剣けん豪ごう同どう士しが間合いを測はかり合うのと同じだった。

　人間の身ではいかなる種の魔法も術言ワードを唱えねば力を引き出せないという原げん則そくがあることをレイニーに教えてもらっていたが、クラウディアの周囲には目に見えぬ何かがゆっくりと集まって来ているのを薫は感じた。温度も光も動きもないが、しかし強大な力を持った何かが。魔術師を目の敵かたきにしている組織の総本山に乗り込むのだ。上級の魔術師しか知らない方法で身を守る用意をしていてもおかしくはない。

　オーブリーもそれをとっくに察さつしているらしく、彼は呼吸を整え、最初の一撃を躱すため筋きん肉にくの隅すみ々ずみまで神経を行き渡わたらせている。

　これこそが両組織の重鎮同士に相応ふさわしいやり取りだった。

（あっ……）

　薫は息を呑む。オーブリーの角度からは見えないが、彼女の爪つめに塗ぬられた紫むらさきのマニキュアがインクが垂たれるように指を伝っていき、両手の甲こうの上で六ろく芒ぼう星せいを描えがいて静止した。

（彼女は攻撃準備を完成させている！）

　彼女を横から攻撃すべきだと頭では理解していたが、なぜか薫にはできなかった。自分は彼女の名を知っている。いやそれだけではない。どこかで自分は彼女とすれ違ちがっているという確信があった。

「……この子は何者？」

　クラウディアがオーブリーに訊たずねる。

「貴様には関係ないし、彼を金こん輪りん際ざい魔術師には関かかわらせん」

「へえ、彼は魔術師と因いん縁ねんがあるみたいね……」相手の失しつ言げんを指し摘てきして嘲あざ笑わらおうとしたが、この張り詰つめた空気の中では彼女でさえ笑みを浮かべるのは無理だった。クラウディアはちらりと薫に目をやる。「わたし、貴方あなたをどこかで見た気がするわ。それに貴方の名前にも聞き覚えがある。薫っていったわね……」

「僕も貴方の名前をどこかで聞いた気がします、クラウディアさん」

　唐とう突とつにクラウディアは「あっ！」と叫さけんだ。オーブリーは反射的に剣を上段に構えたが、一気に踏ふみ込まなかったのはクラウディアの周囲から『力』が消え去っていたからだ。

「まさか貴方、かつら……」

　彼女はそこまで言ったところで言葉を呑み込み、胸の前で構えていた手を下ろした。手の甲の六芒星も元のマニキュアに戻もどっていた。

「……返へん済さいは次の機き会かいにしておいてあげるわ。こんなお子様たちをあの村に行かせるのは、死にに行かせるようなものですもの」

　そして会議室のドアへ向かって歩き出した。だが薫もまた彼女の正体に気づいていた。

「待って下さいっ。いま貴方は『桂木薫』と言おうとしたんですね？」

　クラウディアは微かすかに顔に驚おどろきを滲にじませて振ふり返った。

「貴方……もしかして記き憶おくの封ふう印いんが解とけているの？」

「はい、八か月前に。貴方は僕の記憶を封印したクラウディアさんですね。それから兄さんの師し匠しようである女性……」

　クラウディアは頷うなずいて戻って来ると、薫の正面に立った。身長は薫よりも少し高く、赤いローブの下はかなり薄うす着ぎらしくボディ・ラインがくっきり浮うき上がっていた。ローブから漂ただよう香こうのような匂においは魔術の触しよく媒ばいに使った薬草の匂いが染み込んだのだろう。

　彼女は頭を撫なでるように薫の頭上に手を翳かざす。そして一言二言唱えると彼女の手が青白い光に包まれた。

「よ、よさんか魔女め。これ以上ここで魔術は使わせんぞっ」オーブリーが血相を変えた。

「うるさいわね。わたしがかけた魔術がちゃんと解けたか検けん査さするだけよ。大事なブラディミールの剣士に何かあったら大変じゃなくて？」

「それはそれ、これはこれだっ」

「分かったわよ、この石頭の頑がん固こジジイ」クラウディアはむすっとして手の光を消した。「薫、わたしが泊とまっているホテルまで来なさい。隅すみ々ずみまで調べてあげるわ」

　オーブリーが「ダメだっ」と叫さけんだ。長谷川司祭が後を継つぎ「……君は彼女に関わらない方がいい」と神しん妙みような顔で言った。先程の衛兵たちが見せた自分への嫌けん悪おは、思っていたよりも激しいものらしかった。

「ま、おっかないジジイどもに叱しかられたくなかったら来なくてもいいけど。考えてみれば、そもそもわたしのかけた魔術が失敗したわけないものね。ほら、わたしって天才だから」

　薫は迷うことなく言った。

「いいえ、お付き合いさせてもらいます。僕も貴方には聞きたいことがありますから」




　　　　◇




「わたしが十年ちょい前にかけた魔術には何も問題ないわ。やっぱりわたしって天才ね。あ、もう服は着ていいわよ」

　バチカン市内の特上のスイート・ルーム。オーブリーと長谷川司祭が止めるのも聞かず薫は彼女の部屋まで出向いた。検査はほんの数分で終わった。

「一つ聞いていいですか」

　薫はシャツを着ながら言う。

「どうぞ。一つとは言わず、お好きなだけ、たっぷりと」

「門もん外がい漢かんですからすっとんきょうなことを聞いてしまうかもしれないんですが、クラウディアさんの検査ってただ頭に手を翳かざすだけで、服を脱ぬぐ必要はなかったと思うんですが？」
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「気分よ。せっかく若くて可愛かわいい男の子にイタズラできるチャンスだったことだし」

「……もしかしてその格かつ好こうも気分ですか？」

「ええ」寝しん室しつのベッドに腰こし掛かけた彼女は、わざわざ首から聴ちよう診しん器きまで下げた女医ルックである。「でも赤くなってもくれないんだもの、ちっとも面おも白しろくなかったわ。もっとセクシーな格好に着き替がえてくるわね」

　クラウディアはリビングに通じるドアを開けた。部屋の外で待たされてイライラと煙草たばこをふかしていたギーエンが入れ替わりに部屋に入って来て、猛もう烈れつな勢いきおいで訊ねた。

「おい、薫っ。い、いったいどんな検査だったんだよ。『二人っきりでしかできない秘密の検査』って！　あんな格好してたところを見ると、そういう感じのプレイか!?」

「何だよ『そういう感じのプレイ』って……。ただ額の前に手を翳しただけだよ」

「嘘うそつくんじゃねえよっ。ズボンからシャツの裾すそが出てるじゃねえか。か、隠かくすことねえだろ。なあ、ちょっとだけでいいから教えろって」

「……そんなに鼻はな息いきを荒あらくしないでよ。たぶんあの人、僕たちをからかっていただけだと思うよ」

「そうよ」クラウディアが部屋に戻って来た。新たなコスチュームをまとったのではなく、元の赤ローブ姿に戻っただけだった。「でも、かの有名な絶ぜつ世せいの美女レイニーと親しん密みつなお付き合いをしていたこのボウヤには、わたしの魅み力りよくは分かってもらえなかったみたい」

「て、てめえっ、レイニーの姐あね御ごと親密なお付き合いだとお!?」

「だからギーエン。からかわれているんだってば……」

　薫は首を絞しめてくるギーエンの手を払はらいながら言った。

「それで不ふ感かん症しよう気ぎ味みのボク。わたしに聞きたいことって何かしら？」

「クラウディアさんは……いえ、魔ま術じゆつ師し協きよう会かいは教きよう皇こう庁ちように貸しがあって何かを依い頼らいしに来たと聞いています」

「さあ、そうだったかしら？　もうどうでもいいわ。貴方たちに頼たのまなくても、魔わ術た師し協た会ちだけで解決するから」

「そうもいきません。ちらっと聞いただけですけど、どこかの村に魔ま族ぞくが潜せん伏ぷくして、被ひ害がい者しやが出ているんでしょう？」

「わたしに聞きたいことってそれ？」

「はい。僕らには放ほうっておけない話です」

　薫の返答にクラウディアは嘲あざけりの色のある苦く笑しようを漏もらした。彼女は薫から顔を背けると、ギーエンの吸すっていた煙草を引ったくり、ローブと同じ色の口くち紅べにが塗ぬられた唇くちびるの間に挟はさんだ。

「……珍めずらしいですね、魔術師が煙草を吸うなんて。喉のどを痛めると術言ワードの正確な発音の支し障しようになるから避さけていると聞いていましたが」

「関係ないわ。わたし、天才だもの」

　彼女の口調からは薫をからかうトーンが消えていた。彼女は不ま味ずそうに煙けむりを吐はいた。どうせ身体からだを悪くするならもっと美う味まそうに吸えばいいのにと薫は思った。

「何が気に食わないんですか？」

「第一目的が第二目的のふりをして他人を動かそうとしたのはわたしが使ったロジックよ。人々のためとか言って、本当の目的は魔導の品の回収。でも貴方は自分自身を欺あざむこうとしているわ」

「嘘うそじゃありません。僕は魔族に人間が……」

「嘘だなんて言ってないでしょ？　目もく的てきの順じゆん序じよが逆だって言ってるの。触ふれられたくないことに触れられるのが嫌いやなら、お力ちから添ぞえは結構だからお帰りなさい。怖こわいジジイたちに叱られちゃうわよ」

　薫は沈ちん黙もくした。クラウディアの言う通りだった。薫が魔術師協会と関わるのを嫌がるオーブリーと長谷川司祭を振り切ってまでここにやって来たのは、彼女の口から真ま澄すみのことを聞きたくて仕方なかったのだ。

「……真澄さんに関することですね。教皇庁が魔術師協会に作った借りというのは」

「そうよ。あいつは魔術師協会に在ざい籍せきしたまま教皇庁マレウス・セクションに参加したわ。形としてはウチが魔術師を教皇庁に派は遣けんしたの。そのとき教皇庁は『魔術師協会が教皇庁の力を必要としたとき、一件だけ教義ドグマに反はんしない範はん疇ちゆうで協力をする』と約束したわ。その債さい権けん者しやがあいつの師匠だったわたしというわけ。でもウチと教皇庁の関係は、まあ、色々あっていま最悪だから、何だかんだ理由をつけて断る気みたいね」

「……実感してます」

「お気きの毒どく様。ブラディミールの剣けん士しなのに、変わり者のお兄さんを持ったせいでいじめられているのね」

「関係ありませんよ。トゲトゲ頭だからヘンな目で見られるパンクスもいるし、一千年もレディ・キィを護まもり続けているのに闇やみの血を持っているという理り由ゆうで未いまだに信用されていない女性もいる」

　クラウディアは「へえ」と言ってやっと薫の方を向いた。険けんが和やわらぎ、あのからかうような色がまた浮うかんでいた。──それがいいことなのかは難しいところだが。

「真澄から聞いていた話とはずいぶん印象が違ちがうわね。他人とトラブルを起こすことを恐おそれていつも周しゆう囲いを窺うかがっているとか、物分かりがいいようだけどすぐに色んなことを自分の中に抱かかえ込んで暗くなっちゃうとか。会ったらわたしもいじめてやろうと楽しみにしていたのに」

「それって、真澄さんの言葉を物もの凄すごく悪わるく歪ゆがめているだけでしょ？」

「あら、あいつの口の悪さは貴方の方がよくご存じでしょ？」

　二人は顔を見合わせて同時に小さく笑った。

「ミッションの内容を聞かせて下さい」

「やめときなさい。導師クラスの魔術師が殺されているのよ。貴方に死なれたら、真澄がわたしを殺しにやって来るもの。迷めい惑わくよ」

　彼女は冗じよう談だんめかして言った。薫から目を逸そらしていたので本気で言っているのかは分からなかった。少なくとも確かに言えることは、薫が真澄の弟だと気づいたときに薫をこのミッションに引き込むチャンスを得ていたにも拘かかわらず、彼女はそれを告つげずに去さろうとしたことだ。

「それも関係ないことです。僕と真澄さんは何があろうと兄弟のままだけど、僕が任にん務むでヘマをやらかして死んだからって、クラウディアさんに八つ当たりするような人じゃありません」

「まあ、わたしの知っている真澄のままならそうかもね……」

　クラウディアは肩かたを竦すくめてから薫の横に腰こし掛かけた。

「いいわ、貴方に頼みましょう。わたしたちは約六十年前から、とある魔導書の一頁ページを探しているわ。もっとも、探しているのはその一頁だけじゃなくバラバラになった本の全すべての頁であって、何百年も前から捜そう索さくは続いているんだけど、そのうちの一頁の在ありかが六十年前に判明して奪うばい合いになったの」

「奪い合いって、魔術師協会の内ない紛ふんですか？」

「違うわ。魔術師と魔族の間よ。それがわたしたちと教皇庁の利り害がいが一いつ致ちしているとこってわけね……。フィンランドにデュラーゾという小さな村があるわ。そこに遥はるか昔むかしに魔族だか魔術師だかは分からないんだけど、書を持った者が流れ着いて、どこかに書を隠かくしたの。そのことが何のきっかけか双そう方ほうに漏もれて、六十年前にデュラーゾの村で戦争が起きたわ」

「六十年前と言うと、第二次世界大戦ですね……」

「ま、あの戦争の本筋とは無関係だけど、魔族が殺し合いの相手だったのは同じね。だけどそこで何かが起きて、戦せん地ちに赴おもむいていたウチの魔術師は全ぜん滅めつしたの。それだけじゃないわ。デュラーゾの村の住人も死しに絶たえ、相当数の魔族も死んだみたいなんだけど、詳くわしいことは分からない。協会は『書は魔族に奪われた』と判はん断だんして探たん索さくを打ち切ったんだけど、どうも妙みような動きがあるのよ」

「それが『被ひ害がい者しやが出ている』っていうやつですね」

「そう。村に魔族が潜ひそんでいて、街かい道どうを通る人間を襲おそって食っているような被害が報告されているの。どうもわたしたちは勘かん違ちがいをしてたのかもしれない。つまり、魔族もまた『書は魔術師に奪われた』と考えて探索を打ち切っていたんじゃないかって。でも奴らは誤解に気づき、書を求めて動き出した。それでわたしたちも探索を始めたんだけど、その魔術師はすぐに殺されてしまったわ……おそらく潜伏した魔族に正しよう体たいを見み抜ぬかれてね。結局のところ魔術師なんてものは潜入捜査に向かないのよ。闇の中から襲われたとき対たい応おうできるのは戦士ですもの。それで貴方たちにお願いしに来たんだけど、ちっとも耳を貸そうとしない……と、ここまでがあのクソジジイに話したこと」

「どういう意味ですか？」

「ここから先を話すには確かく約やくが必要よ。書を回かい収しゆうしたらわたしたちに渡わたしてくれるっていう約やく束そくが欲ほしいわ」

「……その書というのは如い何かなる物なんですか？」

「それって駆かけ引ひきのつもり？　言えるのは強力な魔導の品ってことだけよ。教皇庁が憎にくんでいる魔導のね。それでも渡すのかって質問しているの。たぶん、この先の情報を聞かずに行ったら貴方も死ぬわよ」

　薫はしばらく考えてから言った。

「分かりました。僕が手に入れたら、間違いなくクラウディアさんに渡します」

「お、おい待てよっ」ギーエンが慌あわてて口を挟はさんだ。「魔術師と魔族が長年奪い合っている魔導書だぜっ。とんでもねえ代しろ物ものに決まっているじゃねえかっ！」

「そんなの分かってるよ。でもさ、その村に魔族がいて人が食い殺されているんだよ。一秒でも早く行きたいんだ。余よ計けいな駆け引きをしている場合じゃない」薫はクラウディアの方を向いた。「話して下さい」

　クラウディアは頷うなずいて片手を翳かざした。いつの間にか一枚の紙し片へんが指の間に挟まっていた。手品のようだが、タネはないだろう。

「殺された魔術師は何度か捜査報告を送って来ていたわ。と言っても、潜入していた数日間の行動を箇か条じよう書がきにした中ちゆう途と半はん端ぱなもので、潜伏した魔族や書に通じる直接の情報が書いてあるわけじゃないわ。どうも『僕はこんなに探索を頑張っているんだよー』っていう自じ己こ顕けん示じ欲よくで送って来たようね」

　確かに常識外れだと薫も思った。潜入捜査中に報告を送るというのは危き険けんな行こう為いである。もし報告を送るなら、自分が失敗したときのために全ての情報を送り、報告をしないなら完全に敵の目から自分を絶つ。

「馬鹿な前任者でごめんなさいね。でも、貴方の身を守ってくれるはずよ。持って行きなさい」

「ありがとうございます」

　薫がクラウディアから紙片を受け取ったその瞬しゆん間かんだった。部屋のドアが乱暴に開き、マシンガンで武ぶ装そうした十人を越こす兵士たちがなだれ込んで来て、薫とクラウディアの腰こし掛かけたベッドを囲かこんだ。

「……どういうことかしら、これ？」

　クラウディアが冷たく言う。

「知りませんっ」

　薫は首を横に振ふった。何が起こったのかさっぱり分からなかった。ギーエンの方に目をやると、気まずそうな顔で窓の外を向いた。

「悪いな、女め狐ぎつね」武装した兵士たちの間からオーブリーが現れた。「この件が片付くまでお前はしばらくここにいてもらうぞ」

「ちょっと待って下さいよオーブリーさんっ」

　薫は立ち上がって叫さけぶ。兵士たちが薫に銃じゆう口こうを向けるが、オーブリーは「よせ」と制した。

「……これは共同ミッションのはずです。クラウディアさんを監かん禁きんする理由なんてありません」

「甘あますぎるぞ、ブラディミールの剣けん士しよ。こいつらの目的はあくまで書の回収であって、魔族を屠ほふることではない。書が手に入るなら我々にどんな被ひ害がいが出ようとも関係ないはずだ。自由に行動させて、不安定要素を入れるわけにはいかん。この件は我々の主しゆ導どうで行わせてもらう」

「だけどっ！」

「いいのよ、薫。立場が逆ならウチもそうするはずよ。せいぜいバチカンの景色でも眺ながめて待っているわ……」クラウディアはオーブリーの方を向く。「でもわたしの渾あだ名なって『復讐の女神ネメシス』だから覚かく悟ごしといてね」

「ふん、面おも白しろい」

「それでオーブリーさん、この任務はやっぱり薫が行くことになるのかしら？」

「おそらくはそうなるだろう。彼は実力を仲間に示しめさなければならぬときだからちょうどいい」

「くだらないわね」

　クラウディアは嘲あざ笑わらいながら薫の腕うでを引っ張った。立っていたところをいきなり引っ張られたもので、薫はバランスを崩くずしてベッドの上でクラウディアに抱だき締しめられる格かつ好こうとなる。彼女の乳ち房ぶさが自分の胸むな板いたの上で平たく潰つぶれる不ふ慣なれな感かん触しよくに、さすがに薫は真っ赤になった。「ああっ、汚きたねえぞ薫っ！」とギーエンが叫ぶ。

「ちょ、ちょっとクラウディアさんっ！」

「あら、噂うわさの美女とはこういうことしてないの？」

「僕とレイニーさんとはそういう関係じゃなくて……」

　クラウディアはしどろもどろになる薫の頭に両手を回した。オーブリーが「や、やめんかこの破は廉れん恥ち魔ま女じよめっ。ブラディミールの剣士に何をするつもりだっ！」と引ひき離はなそうと向かって来たが、ベッドの少し手前で弾はじき返された。バリアのようなものが張られているらしい。クラウディアはオーブリーに向かって舌を出した。

　僕をだしにしてオーブリーさんに嫌いやがらせをしないで下さいっ！

　そう抗こう議ぎしようとしたが声は出なかった。クラウディアは如何なる魔術を使ったのか薫は指一本さえ動かせなくなっていた。

　クラウディアはくるりとお互いの身体からだを反転させて薫の上に跨またがった。美しい顔が近づいて来て、彼女の金きん髪ぱつが薫の頬ほおにかかる。

「ねえ、薫……。貴方が行くんだったら、監禁されようが何をされようが最初からあのメモは渡していたわよ」

　そして薫は、激げき怒どするオーブリーと、悔くやしそうなギーエンと、それから銃を構えた十数人の兵士たちの目に囲まれながら、無理矢理クラウディアに唇くちびるを奪うばわれた。

「死なないでね、薫」

　薫の唇についた自分の口くち紅べにを拭ぬぐってあげながらクラウディアは微笑ほほえんだ。




　　　　◇




　南なん天てんを越こえたばかりの太たい陽ようは、焼けるような日ひ差ざしを大だい地ちに落としていた。

　北欧の国とはいえさすがに真ま夏なつとなればかなり暑あつい。わざわざ使つかい古ふるしのを選んで買った塗と装そうの剥はげかけたオンボロの小型トラックにはカー・クーラーなんて親切な物は搭とう載さいされておらず、焼けた鉄てつ板ぱんの中に放ほうり込まれたようなものだった。運転席のギーエンも助手席の薫も滴したたる汗あせを拭っていた。

　二人がフィンランドに到とう着ちやくしたのは昨日の夜半。世界中にネットワークを持つ巨きよ大だい組織が腰こしを上げるとさすがに後は早かった。昨日きのうの昼ひる過すぎに──衆しゆう人じん環かん視しの中で薫の唇を奪った──クラウディアがホテルにそのまま監かん禁きんされてから、まだ二十時間と経過していない。

　教きよう皇こう庁ちようは件くだんの村であるデュラーゾに最も近い所にあるハッテバーグという街に作戦本部を置き、薫とギーエンはデュラーゾに侵しん入にゆうすべくこうしてトラックで走っていた。

「ちくしょう、ケツがいてえぜ」

　とギーエンが悪態をついた。街かい道どうは舗ほ装そうされておらず地じ肌はだが剥むき出だしだし、オンボロ車のサスペンションは完かん全ぜんにいかれていた。しかし馬ば車しやが普ふ通つうに走っている土と地ち柄がらだったので、新しん品ぴんの高級４ＷＤカーなんて目立つ車を使うわけにはいかなかった。

　それなりに近きん代だい的てきな街であるハッテバーグと、山を越えた向こうにあるアローヨという街を結んだ街道の真ん中に目的の村デュラーゾがある。横おう断だんするには車で一昼夜近くかかる距きよ離りなのだが、宿しゆく泊はく施し設せつもなければ街の人間に好こう意い的てきとはとても呼べないデュラーゾで休きゆう息そくを取ろうとする物もの好ずきはめったにいないそうだ。

　朝早く街を出発してからしばらくはのどかな田でん園えん風ふう景けいが続いていた。藁わら葺ぶき屋や根ねの農のう家かや風ふう車しやが黄こ金がね色いろになり始めた稲いな穂ほの中にごく自し然ぜんに溶とけ込こんでいて、灼しやく熱ねつの日差しをとりあえず横に置いておけばそれなりに素す敵てきな風景だった。

　朝からざっと八時間街道を走り、今は山と森とそれからフィンランドの象しよう徴ちようとも言うべき湖みずうみしかない。携けい帯たい電でん話わに模もした多た機き能のうトランシーバーのＧＰＳは、目的の村が近いことを示しめしていた。

「ほら、水分は大量に摂とっておけよ。この日差しの中で行き倒だおれのフリをするんだからな」

　ギーエンが水の入ったペットボトルを薫に差し出した。クラウディアから渡わたされたメモをぼんやりと眺めていた薫は少し慌あわてて「あ、うん」と返事をし、ペットボトルを受け取った。

「まだ気にしてんのか、あの女のこと」

「まあ……ちょっとは」

　水を飲みながら薫は答える。

「あんな美人に気持ちいいコトしてもらいやがって。ちくしょう、羨うらやましいぜ。レイニーの姐あね御ごと二ふた股またかけやがってよ。チクってやろうか」

「そ、そういう意味じゃないよっ」

「冗じよう談だんに決まってんだろ。俺おれはあんな年とし増まのエロ魔ま術じゆつ師しなんかにゃあ興きよう味みはねえの」ギーエンは薫の頭をコツンと叩たたく。「でもよ、あいつを自由にさせるわけにはいかねえって。絶対に信用しちゃいけねえタイプだもの。全すべてを喋しやべったとも思えねえし。まあ、オーブリーのジジイもコケにされて意い地じになってるとこがあるかもしれねえけどさ」

　クラウディアが大聖堂の会議室で如い何かなるパフォーマンスでオーブリーをからかったかは長谷川司祭から聞かされていた。

（でも僕には悪い人に思えないんだけどな……）

　薫は心の中で呟つぶやきながら、暗あん記きしたメモをダッシュ・ボードに入れた。

（あの時点で僕はメモを読んでなかったんだもの。彼女だったらさっと燃やすぐらいできたはずなのに……）

「さあ、もうすぐ村だ。最さい終しゆう確かく認にんをしておこうぜ。……前に潜せん入にゆうした魔術師はハッテバーグから派は遣けんされた地ち質しつ調ちよう査さ員いんを装よそおって村に入ったけど、結局は正体を見み破やぶられて殺された。殺さつ害がい方ほう法ほうは崖がけからの転てん落らく。この殺人だけは他の犠ぎ牲せい者しやとは違い食くわれた痕こん跡せきはなく、川に運ばれて下流で発見されたから殺害場所も分からねえ。最さい期ごに何があったかを調べる必要があるな」

「そうだね」薫は気持ちを切り替かえた。「彼の足取りをトレースするのが一番だと思う。クラウディアさんの言う『書』を持もち去さってしまいさえすれば魔族はいなくなるんだよね……」

「まあ奴やつらもそれを探しに来ているわけだからな。でもよ、それだと『俺らが回収した』ってことを奴らにアッピールしなくちゃなんねえぜ。『この村にはもうねえぞ』って。さっさと見つけてぶっ殺しちまった方が早いと思うけどよ」

「それはもう散さん々ざん検けん討とうしたろ？　たとえ潜せん伏ぷくした奴を見つけて倒したとしても、書がデュラーゾにあると奴らの中ちゆう枢すうが考える限り、後続が来るだけだよ。回収し、それを敵に伝えることは絶対に必要だ」

「やっかいな仕事だぜ」ギーエンはやや引きつった笑いをした。「でもよ、薫。もし潜伏した奴を見つけるより先に、村の一人にでもおめえの素す性じようがバレたら作戦は即そく座ざに中止だ。速そつ攻こうで逃にげろよ」

「逃げる暇ひまがあればいいけどね……」

　薫の顔にも苦笑いが浮うかんだ。もし村人の誰だれかに教皇庁の人間だと知れたら、かなりの可能性で村に潜ひそんでいる魔ま族ぞくにも漏もれる。そうしたらこちらは暗くら闇やみの中で暗あん視しスコープをつけた狙そ撃げき兵へいに狙ねらわれるようなものだ。こちらには敵が誰だか分からないのに、向こうにとってこちらは『魔族の敵です』と首から看かん板ばんを下げているに等しい。

「逃げるんだよ。息が切れて倒れるまで走って逃げろ。それしかねえ」

　車は目的地の村のすぐ側そばまでやって来た。

　あと数百メートルという所で二人は車を降りた。人家は見えないが、樹々の向こうに生活をしている人たちがいることを示す煙けむりが立たち昇のぼっている。

　ヒッチハイク中にドライバーに襲おそわれ村の近くで身ぐるみ剥がされて倒れている。そこを村人に発見してもらい保ほ護ごされる……というのが作戦だ。地質学者を装った魔術師が殺されてからまだ一週間と経たっていないので、敵は外部からの人間に注ちゆう意いを払はらっているはずだ。行き倒れの演えん技ぎをして偶ぐう発はつ的てきな来らい訪ほうであることを暗あんに示しめし、正体が発はつ覚かくする可能性を下げるのである。

　時計を見ると午後の二時だった。日差しはまだまだ強く、すぐに発見してもらわなければ、いつまでもここに倒れているのは肉体的に危き険けんだ。最悪の場合はボロボロになりながらも村にたどり着いたという演技をするつもりだが、できれば誰かに発見してもらった方がいい。その方が偶発であることが強調されて安全性が増す。村の中だけで自じ給きゆう自じ足そくの生活をしているのなら、狩かりや山さん菜さいを摘つみにやって来る人間もすぐに現れるだろう。

「じゃあ後はやることは一つだが、覚かく悟ごはいいな？」

　ギーエンは拳こぶしの骨ほねをぱきぱきと鳴らしながら薫の目の前に立った。

「いやあ、よかったぜ。俺って潜入捜そう査さに向かなくてよ。ぶん殴られて行き倒れのフリをするなんて絶対にイヤだもんなあ」

　ギーエンは肩かたの関節をほぐし、シャドウ・ボクシングをしながら独り言を言う。ミドル級のファイターのような隆りゆう々りゆうとした肉にく体たいから繰くり出されるパンチが小こ気き味みよく風を切る。その音は自分に大たい層そうなダメージを与あたえてくれることを通告していた。

「……分かっているよ、ギーエンが潜入捜査に向かないことぐらい。その髪かみ形がたを見れば分かるさ。最初から自分が行くつもりだったんだから文句なんかないさっ」次し第だいに薫の声のトーンが上がっていった。「でもさっ、ギーエンもエージェントだったら、そういう髪形をしてるのもどうかと思うんだっ」

「おめえの意見はもっともだ。リラフォードの旦那だんなにもよく言われた」

　ギーエンは両肩に手を置きながら「うんうん」と頷うなずく。そして真ま顔がおで言った。

「でもこの髪形は変えられねえ」

「ギーエンの馬ば鹿かあっ！」

「ほらほら、騒さわいでると見つかっちまうぞ。さっさと荷物を寄よ越こせ。襲おそわれたヒッチハイカーって設定なんだから、時と計けいや財さい布ふは奪うばわれるに決まってんだからな」

　悔くやしいことに薫にはギーエンが確かく信しん犯はんなのか天てん然ねんなのかさえ判断がつかなかった。薫はぶつぶつ言いながら腕うで時計などをギーエンに渡わたした。

「そんじゃ、思いっきりいくけど恨うらむんじゃねえぞ」

「……恨みはしないよ。僕ぼくは神しん職しよく者しやだもの。だけどいつかギーエンがこういうシチュエーションで潜入する立場になったときには、僕も絶対に遠えん慮りよしないからねっ」

「いやあ、俺なんかには、あんな美び女じよに唇くちびるを奪うばわれるなんてハッピーなことは起きねえと思うんだけどなあ」

（ああっ！　このパンクスの奴、やっぱり昨日のホテルのことを！）

　そう察さつした瞬しゆん間かん、薫の顔面で火ひ花ばなが散り、偽ぎ装そうするまでもなく薫は街道にぶっ倒れた。

　村に住むアイリスという少女に発見されたのは、それから一時間ほどしたときだった。








　ＡＣＴ．２　ア・ハード・ディズ・ナイトA Hard Day's Night




「ったく、ギーエンの奴ったら、ほんとに遠慮なしに殴なぐるんだからっ」

　目を醒さました薫かおるは、頬ほおに残のこる微かすかな痛いたみでギーエンの仕し打うちを思い出して呟つぶやいた。鏡で見てみると、幸さいわいなことにアザはもう消えていた。

「クラウディアさんとの一いつ件けんだって被ひ害がい者しやは僕なのにっ。みんなが見ている前であんなことされたんだから。いきなり身体からだを押おし付けてきてさっ。ま、まあ、その、気持ちよくなかったかと聞かれれば……」

　他ほかに誰だれがいるわけでもないのに薫はしどろもどろになる。鏡の中の顔が真っ赤になっていた。

（と、とにかくクラウディアさんのことはいいとして、調査を開始しないと）

　部屋のドアの前にまるで牢ろう屋やのように置おかれた朝食を戴いただき、薫は一階へと降りた。

「あ、おはようございます。お食事、ありがとうございました」

　薫は居い間までパイプをふかしていたデュラーゾの村長モイゼスに挨あい拶さつをした。村長は上じよう半はん身しんだけ振ふり向き、気き難むずかしい顔にさらに皺しわを寄よせてじろりと薫を睨にらんだ。

「だいぶ体調はよくなったようだな。日本まで歩いて帰れるんじゃないのかね？」

　仕方なく薫が「あははは」と笑ってみせると、村長は「この馬ば鹿かには厭いや味みも通じんのか……」といったうんざりした顔をした。怪け我がの具ぐ合あいとは反比例して、対人関係は悪あつ化かしているようだ。

「ちょっと村の中を散さん歩ぽして来ますね」

「わしはお前の保ほ護ご者しやじゃない。勝かつ手てにするといい。だが村の中には他よ所そ者ものが大だい嫌きらいな連中も多いから、騒さわぎを起こさないでくれよ」

　薫は「分かりました」といい子な返事をして村長の家を出た。

　朝あさ露つゆが残る村を薫は歩いた。襲おそわれて怪け我がをしたという設定で村に潜せん入にゆうしたのですぐには行動できず、あれからほぼ一いち日にちが経けい過かしている。

　空気はひんやりとしていて心地ここちよかった。家か畜ちくの鳴き声と、遠くからせせらぎが聞こえる。コンクリートはおろかレンガを使った家さえなく、ロッジのような木もく造ぞうの小屋は高こう山ざんのキャンプ地を思わせた。うっすらと霧きりのかかった村に朝の光が差し込んでいる。そんな中を村の男たちが鍬くわを担かついで森の向こうの畑へと向かっている。

　この村はほとんどのライフ・サイクルを村の中だけで賄まかなっており、畜ちく産さん物ぶつや村の女たちが作った細さい工く品ひんを街の業者に売り、その代わりに村では作れない物ぶつ資しを買うぐらいの交こう流りゆうしかない。

　薫は村人に挨拶をしながら村を歩いた。資し料りようを読んで地理的なことは頭に入っているが、実際に歩いて全体像を把は握あくし、いざというときの逃とう走そう経けい路ろを確かく保ほしておきたい。

　村は街かい道どうを挟はさんで南北二つに分かれている。街道沿ぞいの両りよう側がわに家々が並んでいるような感じだ。街道を東に行くとハッテバーグの街。西に行くとアローヨの街。作戦本部を置いたハッテバーグの方が近いが、どちらに向かうとしても車で半日はかかる距きよ離りである。ギーエンは「死にたくなけりゃ走って逃にげろ」と言っていたが、人間を遥はるかに越こえる身しん体たい能のう力りよくを持った魔ま族ぞくを相手にそんな距離を追おい駆かけっこするなんて遠えん慮りよしたい。

　六十年前の魔ま術じゆつ師しと魔族の戦いでめちゃくちゃになった以前の村のことを薫は考えた。どうも現在の村とは別の場所にあるらしいのだが、ハッテバーグの図と書しよ館かんにも資料はなくて曖あい昧まいな場所しか分からない。件くだんの魔術師はそこを見つけて足を運んでいたようなので、後で探してみることにした。

　街道に沿そって東とう西ざいに細長く広がった村の長さは一キロほど。南北どちらもその向こうに森を切り開いた畑がある。

　薫が宿しゆく泊はくしている村長の家は北側だが、南側にはやけに大きな屋や敷しきが小高くなった丘おかの上にあった。その手前には催もよおし物ものに使うらしい広場。この村のほとんどの土地はフィギンズという大おお地じ主ぬしが所有しているので、彼の屋敷だろう。木造の家が並ぶ中で貴き族ぞくが住まうようなその豪ごう華かな屋敷は、異い質しつと言うよりもむしろ悪あく趣しゆ味みすぎるように映うつった。

　そして村の南側を、畑を越こえてさらに奥おくに行った所に川があった。

　地質学者を装よそおって村に潜せん入にゆうした魔術師は崖がけから転てん落らくして死んだ。激はげしい打だ撲ぼくが死し因いんだが、必ずしも転落時に打ち付けて死んだとも限らない。魔術師協会が手を回して隠いん蔽ぺいしたので、この村ではまだ失しつ踪そうしたことになっているはずだ。

　村の近くでは川は平地にあった。崖になっているのはもっとアローヨの街の方向に行った上じよう流りゆうの山さん岳がく地ち帯たいのようだ。突つき落とされたにしろ殴なぐり殺ころされてから川に捨てられたにしろ、殺されたとき魔術師は村からだいぶ離はなれた場所にいたことになる。

（そっちに行って調べるのはもっと後だな）

　川べりで顔を洗ってみせ、薫は村に引き返した。いきなり魔術師が殺された場所に行くのは、自分がただの行き倒れになった旅行者ではないと喧けん伝でんするようなものだ。

　薫は村に戻もどると、畑仕事に向かう男に話しかけた。

「何だ？　日本人」

　ぶっきらぼうな返事が返ってくる。

「静かでいい村ですね。僕の故郷とはだいぶ違ちがいます。毎日こんな早くから……」

　そこまで言ったところで相手は薫の言葉を遮さえぎった。

「悪いが忙いそがしいんだ。街に行けば観光客を相手に商売をする連中がいくらでもいるだろうから、そっちでやってくれ」

　去って行くとき男はドンッと薫にわざと肩をぶつけた。薫はふらふらと尻しり餅もちをついた。

　薫は頭を掻かきながら立ち上がり、服についた泥どろを払はらった。他の村人が自分に侮ぶ蔑べつの色を浮うかべた冷たい目で一いち瞥べつして通り過ぎて行く。「あんなことをされて笑っているなんて情けない。それでも男か」という感じだ。

（……そのうち話を聞いてくれる変わり者もいるだろ）

　しかしまあ、あれぐらいでバランスを崩くずして転んでみせるってのがこんなに難しいなんて初めて知った。今度ぶつけられたときはもっと自然にやらないとな……などと常人にはまったく違いが分からないことを求ぐ道どう的てきに気にしながら、薫はにこやかな笑えみで別の村人に向かって行った。




　　　　◇




（ちょっとヘンだな……）

　薫は切きり株かぶに腰こし掛かけて心の中で呟つぶやいた。あれからかなりの人数に話しかけてみたが、村人たちはまるで会かい話わに応じてくれなかった。

　レイニーと旅をしている間にもっと排はい他た的てきな土地柄がらの村にも行ったことがあった。しかしここの村人の反はん応のうはあまりに画かく一いつ的てきすぎる。そのくせ遠くから自分を監かん視ししているような視線を感じた。

（やり方を変えるか……）

　顔の前で組んだ手の下で薫の表情が鋭するどくなった。

　どうも自分が宿に籠こもっていた昨日きのう一いち日にちのうちに何かがあった気がした。今朝の村長の態度だって、来たばかりのときのあけすけな嫌けん悪おから距きよ離り感かんを置いたものに微び妙みように変わっている。フィンランドへの入にゆう国こく記き録ろくの偽ぎ造ぞうや、アローヨの街の警察を動かして自分を襲おそったことになっている犯人の偽装逮たい捕ほ劇げきをしてもらっているが、何もかもが完かん璧ぺきというわけではない。正体が怪あやしまれているのならいっそのこと『殺された魔術師』や『書』の情報を持っていることをわざと漏もらして、敵を派は手でに動かせた方が……。

　そこまで考えたところで薫は苦く笑しようした。何を焦あせっているのだろう。仮定の話が多すぎる。せっかくの潜せん入にゆう捜そう査さを台なしにしてまで捜査方ほう針しんを変えるような段階ではない。

（しかし自分に対して集団的な阻そ害がいの動きがあるのは確かだ。魔術師の足そく跡せきをダイレクトにたどるのはまだ控ひかえた方がいい。とりあえずは情報収集だな……）

　組んでいた手を広げたときにはにこやかな表情が戻っていた。

　薫は太陽がずいぶん高くまで昇のぼった村を見み渡わたした。薄うす霧ぎりの中で幻げん想そう的てきな光こう景けいを見せていた村は、太陽に照らされ前時代的でのどかな姿へと変わっている。都会に生まれた人間の勝かつ手てな感想かもしれないが、こんな村でのんびりと暮らすのもきっと悪くはないと思った。

（ソフィア様に見せてあげたかったな……）

　薫は自分がやはり少し焦っていたことに気づいた。毎日の日につ課かを忘れるなんて。レイニーと離はなれて一人のミッションをすることで気き負おいがあったのかもしれない。薫は胸の前で小さく十字を切り、両手を組んで祈いのりを捧ささげた。

　あの日以来、薫は朝が来るたび──日付が変わるたびにソフィアのために祈りを捧げる。自分が一日を生き延びたことへの感かん謝しやと、今日もまたこの世界が闇の者たちに呑のみ込こまれぬことへの祈りを。

　彼女の死によって薫の胸に突き刺ささった刺とげはあのときからはだいぶ小さくなっているように思えるが、永遠に抜ぬけることはないだろう。しかし逆に、だからこそ自分が血まみれのこの世界に踏ふみとどまっていられるのかもしれない。

（でも……新たなレディ・キィが見つかったとき、僕はその女性の側そばにいられるのだろうか？）

　レイニーと旅する間、何百回も自じ問もんしたことだ。

　ソフィアの死し去きよと同時に、この世にいる女性の誰かがレディ・キィの宿しゆく命めいを受うけ継ついでいる。今現在、教きよう皇こう庁ちようはその女性を探しているがまだ見つかっていない。ソフィアのときも先々代のレディ・キィの死去から数年もかかってやっと見つかったのだから、空席のままになってしまうのはさほど珍めずらしいことではない。ソフィアを探しているときに「この女性はレディ・キィではない」とされた女性が、ソフィアの死によって新たなレディ・キィの任にんを継がせられているかもしれないのだ。実じつ質しつ的てきには代だい替がわりのたびに人間の世界に生まれた全すべての女性を調べ直すことになる。

　そのため教皇庁は、世界各国の医い療りよう機き関かんをはじめとした様々な機関に影えい響きよう力りよくを行こう使しして、世界にただ一人だけのレディ・キィを求めて情報を収集している。この点では魔族より人間の方が圧あつ倒とう的てきに有ゆう利りだ。だからこそ一千年もの間、人間が魔族より先にレディ・キィを確保することができたのだろう。

　ただ薫を悩なやませるのは、新たなレディ・キィにはすこぶる苛か酷こくな運命が待ち受けているということだった。

　人間の世界と向こう側をつなぐゲートは伝でん承しようによれば六つ。ソフィアが命をかけて封ふうじたゲートは教皇庁が五つ目に確保したものである。

　あと一つ、人類がロストしたままになっているゲートがある。そのゲートは一千年以上にも亘わたりレディ・キィの血を受けてはおらず、今にも封ふう印いんが弾はじけ飛とびそうになっているはずだ。だから六つ目のゲートが見つかり次し第だい、新たなレディ・キィはソフィアと同じことを求められる。間違いなく。

　自分の血ならばこの世界のためにいくらでも流す覚かく悟ごはできていても、他人にまでそれを求めるのはまったく別次元の話だ。奇くしくもソフィアは言っていた。「ゲートなんてものを作ったのが神様ならばだけど……」と。

　不意におかしな想像が浮かんだ。

（ソフィア様、天国で神様に相当文もん句くを言ってるだろうな。「貴方あなたねえ、何でこんなものを作ったのよ。いい迷めい惑わくじゃない」とか何とかあの猛もう烈れつな調ちよう子しで……）

　と、そのとき薫は背はい後ごから女の子の声に親したしげに呼び掛かけられた。

「あら、薫じゃない。怪け我がの方はもういいの？」

　そこにいたのは薫をここまで運んでくれた少女アイリスだった。服の袖そでを肩かたまでたくし上げ、両手には大きなミルク缶かんを一つずつ抱かかえている。

「おはよう、アイリス。少し痛みが残っているけどもう平気だよ」

「それはよかったわ。わたしのおまじないが効きいたのね。感かん謝しやしてちょうだい」

　アイリスは自信たっぷりに言った。昨日街道で彼女に『救出』された後も、『おばあちゃんに教えてもらったおまじないが如い何かに凄すごいか』ということについて延えん々えんと聞かされていた。

　薫は笑って「そうだね、ありがとう」と言った。聞くところによると村人は彼女のおまじないをあんまり信じてくれないそうだが、今も神の存在を信じている薫はどちらかと言えば彼女のシンパである。

（……まあ、行いき倒だおれになった人間を見つけるなり「大だい丈じよう夫ぶ？」も言わず唇くちびるに口くち紅べにを塗ぬりたくられたときにはちょっと驚いたけど）

「ねえ、アイリス。そういえばハッテバーグでちらっと聞いたんだけど、この村って昔は別の場所にあったんだってね？　遺い跡せきとか残っていたらちょっと見てみたいんだけど……」

　とそこまで言ったとき、アイリスはいきなり「ああっ！」と大声で叫さけび、両手に持っていたミルク缶を落としてしまった。

「どうしたの!?」

「すっかり忘わすれていたわっ」
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「あ、引き留めてごめん。仕事の最さい中ちゆうだったんだね」

「違ちがう違う、そうじゃないのよ。『あの他よ所そ者ものは怪あやしい奴やつだから口を利きくんじゃない』って言われているのをすっかり忘れてたの」

　やはり先さき程ほど感じたのは気のせいではなかったようだ。

「……誰がそんなことを？」

「昨日、地じ主ぬしのフィギンズさんのところの執しつ事じさんがやって来て言ったの」彼女はすんなりと教えてくれた。「ごめんなさいね、薫。そういうわけで貴方とお話しをするわけにはいかないわ」

　ミルク缶を拾って薫に背を向けて歩いて行ったアイリスは、数歩行った所で立ち止まった。「う～ん」と唸うなり声ごえを漏もらしながら首を斜ななめに傾かたむけているところを見ると、何か悩なやんでいる様子である。

　アイリスはくるりと向きを変えると早足で薫の前まで戻もどって来て、眉まゆに皺しわを寄せながら言った。

「でもね、おばあちゃんは執事さんが帰った後『あんな業ごう突つく張ばりの言うことなんていちいち聞いているんじゃないわよ』って怒おこって言ってたの。フィギンズさんはこの村じゃとっても偉えらいからみんな言うことを聞いているんだけど、おばあちゃんはあんまりフィギンズさんが好きじゃないのよね」

「そうなんだ」

「で、わたしはどっちの言うことを聞いた方がいいと思う？」

「それを……僕が決めるの？」

「ええ。だってね、おばあちゃんはときどき短気で我わが儘ままになるときがあるのよ。『それをしちゃダメ』と言われると、それと反対のことをしたくなるのよね。主しゆ治じ医いのミラベリ先生が村に往おう診しんに来てくださったときも、『家で寝ねていろ』と言われているくせにわざわざ診しん療りよう所じよまで出で掛かけて行ってミラベリ先生に怒られているのよ。今日は診しん療さつの日だから、きっとまた一ひと騒そう動どうあるわよ」

　彼女は「困ったもんよ」という感じに肩かたを竦すくめた。

「それでね、フィギンズさんとおばあちゃんでは断然おばあちゃんの方が好きだからおばあちゃんの言うことを聞いておきたいんだけど、おばあちゃんは臍へそ曲まがりだから客きやつ観かん的てきに見たら必ずしも正しいことを言うとも限らないのよね。薫がこう見えてもすっごい悪い奴で、『口を利いちゃいけない』ってのが正しいかもしれないじゃない？　わたしの言っていること、間違ってないわよね？」

「うん……微び妙みようだけど、根こん本ぽん的なところでは」

「だから第三者から意見を聞こうと思ったの。ねえ、薫。どっちがいいと思う？」

　冷れい静せいにツッ込むべきか、それとも「おばあちゃんの言うことを聞いたら？」と騙だまして情報収集するか悩んだが、当事者である自分に真しん剣けんに相談する少女にはどちらもできなかった。

「村の偉い人がそう言っているなら聞いておいた方がいいんじゃないかな？」

「じゃあ薫はフィギンズさんの言う通り悪い人ってことね？」

「あんまり自じ覚かくはないんだけど……」

「いいえ、薫が言うならわたしは信じるわ。これからはもう悪人の薫とは口を利かないことにするわね」

　彼女はミルク缶を高く掲かかげて「じゃあねー」と愛あい想そよく手を振りながら去って行った。

（もうちょっと話をすればよかったかな。ま、自分に何やら不ふ愉ゆ快かいなことをしてくれているのがそのフィギンズっていう大地主だって分かっただけでもいいか。……しかしそれにしたってあのアイリスって子は……）

　などと考えていると、カランカランというミルク缶の音と、あまり身体からだの大きくない人物が走って来る音が近づいて来た。

　全力で走って来たアイリスは薫の前で「はあはあ」と息を切らせていたが、「どうしたの？」と薫が聞くと、顔を上げて言った。

「わたし大事なことを忘れていたわっ」

「と……言うと……？」

「わたし自身の意見もあるじゃない。やっぱりわたしは薫が悪い奴だなんて思えないのよね。すると、どちらかと言えば薫と仲良くするのに賛成なのがわたしとおばあちゃんで二票でしょ。反対なのがフィギンズさんと薫でやっぱり二票。二対二の同数で並んじゃったわ。ねえ、どうしよう!?」

「……ごめん。僕にはもう手がつけられないみたい」

「そんな投げやりな言い方をされると、わたし困っちゃうわ……」

　アイリスは大きな瞳ひとみで薫を見つめながら困り果てた顔で言った。その瞳は微かすかに潤うるんでいる。どうも彼女は遠い国からやって来た来らい訪ほう者しやに非ひ常じように興きよう味みがある様子だ。

　あまり気は進まなかったが、薫は少しだけこの村の話を聞かせてもらうことにした。

「僕と話をしちゃいけないとか言っていたそのフィギンズさんってどういう人なのかな？」

「えっとね、すっごいお金かね持もちよ」彼女は楽しそうに喋しやべり始めた。「村で作ったミルクとか鳥の卵とか、それから村の女の人が作った工こう芸げい品ひんを街に売って、この村にお金を持って来てくれるのよ」

　つまり村の外がい貨か獲かく得とくを一人で牛ぎゆう耳じっているということか、と彼女の言葉を頭の中で翻ほん訳やくする。

「でもさ、何でフィギンズさんは僕を『悪い奴』だなんて言ったんだろう？　正しよう直じきなところ、僕にはちっとも思い当たるふしがないんだ。昨日やって来たばかりで、昨日はずっと村長さんの家で寝ねてたのに」

「そう言えばそうよね……」と彼女はしばし考え込んでいたが、ポンと手を叩たたいて言った。「きっと占うらないで判断したのよ。でもフィギンズさんはわたしと違ってあまりおまじないとかが上う手まくないから間違えたのね。わたし、フィギンズさんに『誤ご解かいしているわ』ってビシッと言って来てあげるわ」

　言うが早いかアイリスはフィギンズの屋や敷しきの方へとことこと歩き始める。

「うわあっ、ちょっと待ったあ！」

　薫は真っ青になってアイリスの腕うでを掴つかんだ。自分に対して何か得え体たいの知れない動きを見せる村の権けん力りよく者しやに向かって、村人の口を借りてビシッと言うのは非常によろしくない。

「そんなことを言われたらフィギンズさんは気を悪くするよっ」

「平へい気きよ。フィギンズさんを怖こわがっている人も多いけど、面おも白しろいおじさんよ。みんながフィギンズさんを誤ご解かいしているみたいに、フィギンズさんも薫のことを誤解しているのよ。わたし、薫っていい人だと思うもの。それとも……」アイリスは上うわ目め使づかいに薫を見上げる。「やっぱり薫は悪い人なの？」

「誤解だよ」

　そう答えたのは薫ではなく別の男の声だった。

　声の方を向くと、二人の青年がいた。片方は薫よりも少し上ぐらいの年、もう片方はアイリスと同じぐらいの年である。よく似にた顔かおをしているところを見ると兄弟のようだ。出会った村人とは違ちがい都会的な小こ洒落じやれた格かつ好こうに身を包み、服には泥どろ一つついていない。兄らしき年上の人物は結構身体付きがよかったが、農のう作さ業ぎようでついた筋きん肉にくではなくスポーツか何かでそれなりに身体を動かしているという感じで、その表情は自信に満みち溢あふれている。対たい照しよう的てきに弟の方はアイリスよりも華きや奢しやなぐらいの体たい躯くで、おどおどと兄の陰かげに隠かくれていた。

「あ、ヤーディアさん」

「呼び付けにしてくれて結けつ構こうだよ、アイリス」

「分かったわ、ヤーディア。今ね、ちょうどフィギンズさんの所に行こうと思ってたとこなの。何かフィギンズさんは薫のことを誤解しているんじゃないかって……」

　ヤーディアは手を翳かざしてアイリスの言葉を遮さえぎった。アイリスは素す直なおに喋しやべるのをやめたが、それは使用人にワインを注そそがせるときの仕し草ぐさだった。

　ヤーディアは薫の方を向いた。

「大きな声で話していたから聞こえてきてしまったんだけど、どうやら誤解があったみたいだね。まずは謝あやまらせてもらうよ」

「ほらね、やっぱりフィギンズさんは薫のことを誤解してたのよ」

　とアイリスが横から話し始めると、ヤーディアはまたアイリスの前に手を翳した。

「ちょっと黙だまっていてね、アイリス。君が入るといつも話がややこしくなるから」

　彼女は「はーい」と元気よく返事をした。そんな彼女をヤーディアは鼻で笑って見み下おろしていた。薫はこの男とは絶対に友達になれないだろうと思った。

「誤解があったと言っても、誤解していたのは僕の父さんじゃなくて、村人の方だと思うんだ」

「どういう意味ですか？」

「ここは父さんの村だからね。村の治ち安あんには責任がある。最近この村の周辺ではあまりよくない事件が起きていてね。だから村人たちに『素す性じようが分からない訪問者には気をつけた方がいい』と注意を促うながしただけなんだよ。どうやら彼らはそれを過か剰じように受け取ってしまったみたいだね。村人に代かわって謝ろう」

　ヤーディアはまるで謝るつもりなどない顔で言うと、皮ひ肉にくに唇くちびるを歪ゆがめた。

「村人には君に失礼な態度を取るなとは言っておくけど、あまり外をウロウロして欲ほしくはないなあ。村人は街からやって来た人間が好きじゃないからね。君に暴ぼう力りよくを振ふるったりして、君の国にこの村の悪わる口ぐちが広がったりしたら恥はじだからね」

「それで、この村の周辺で何があったんですか？」

　彼の脅おどしが通じていないフリをして薫は聞き返した。ヤーディアの顔から作り笑いが剥はがれたが、すぐに別べつ種しゆの笑えみが浮うかんだ。

「興味があるのかい？」

（……こりゃ参ったな、試していたのか）

　薫は自分がヤーディアのゲームのテーブルに乗せられたことに気づいた。もしかすると薫のことを朝からずっと監かん視ししていたのかもしれない。情報から隔かく絶ぜつさせておいて、いざそれを目の前に吊つるしたときにどう反応するか見るために前に現れたのだ。

「ええ、まあ」

　薫は曖あい昧まいな返事をする。今テーブルから降りるのは逆に怪あやしかった。

「この村で事件が起きたせいで、ハッテバーグの警察がやって来てね。街にいたのならそんな話を聞いていないかな？」

　薫は首を振った。ヤーディアが使っているのは捜そう査さ機き関かんの人間がよくやる手口だった。断片的なことを話して反応を窺うかがい、当事者でなければ知らない情報を漏もらさないか耳を立てる。

　あまりに薫に不ふ利りなゲームだった。相手はまだ自分がただの旅行者ではないかどうか決めかねている。重要なことを喋らない勝負ならともかく、疑いが濃こくなるようなことを言えば、薫のこれからの行動はとてつもなくやりづらくなってしまう。

　しかし思いもよらぬところから助けが現れた。

「あれでしょ。この前の地質学者のこと」

「ア、アイリスっ」

　今度は笑みの下から現れたのは慌あわてふためく顔だった。そんなヤーディアをよそに、アイリスは早口でまくしたてる。

「あのね、このまえ村にハッテバーグの街から派は遣けんされた地質学者を名乗る男がやって来たの。ところがそいつったら地質調査なんか全然しないで、村の中をうろついていたのよ。後で分かったんだけど、村の家に忍しのび込んで泥どろ棒ぼうをしてたのよね。でもヘンなのよね。いきなりいなくなった後に宿にしていた部屋には荷に物もつが残っていたんだけど、それがいつの間にか……」

「よ、よさないかこの馬ば鹿かっ！」

　ヤーディアは怒ど鳴なってアイリスの腕を掴んだ。「ど、どうしたの……ヤーディア？」さすがのアイリスもヤーディアの豹ひよう変へんに驚おどろき、手からミルク缶かんが落ちる。

「ちょっとヤーディアさん、女の子に何をするんですかっ」

　薫はヤーディアとアイリスの間に割って入った。ヤーディアはほとんど反射的に薫のことを殴なぐり飛ばした。小こ柄がらな薫の身体からだは一メートル近く飛ばされて地面に叩たたきつけられた。殴られた頬は切れて血が流れていた。アイリスが悲ひ鳴めいを上げる。

　ヤーディアははっとした様子だがもう手て遅おくれだった。ヤーディアが知りたかったのは、地質学者を装よそおって村に潜せん入にゆうした魔ま術じゆつ師しと薫が関係があるかに違いなかった。彼はそれを薫に白はく状じようしてしまったも同然だが、薫はアイリスのお陰かげで隠し通すことができた。

「アイリス、そういう話を他よ所そ者ものの前でするんじゃないっ。それから薫君っ、そういう事情があるから今この村は他所者に過か敏びんになっているんだっ。村をうろつくのはやめたまえっ」

　ヤーディアは「ベンジー、行くぞっ」と薫たちに背を向ける。騒さわぎを聞きつけて集まっていた村人たちを突つき飛ばし、屋や敷しきへと去って行った。

「お兄ちゃんが乱らん暴ぼうしてごめんね……」

　容よう姿し以い外がいはまるで対照的な弟のベンジーは泣きそうな顔で薫ではなくアイリスに謝ってから兄の後を追った。遠とお巻まきに騒ぎを見つめていた村人たちも仕事に戻もどって行った。

「大だい丈じよう夫ぶ、薫！」アイリスが駆かけ寄よって来た。彼女も涙なみだを流していた。「ごめんなさい。ヤーディアったら、いつもはあんな人じゃないのに」

「何か気が立つことでもあったんだろ。怒おこってないよ」

「でも血が出ている……。あ、そうだわ」

　アイリスはいきなり、薫の頬の血を指先でそっとすくった。そしてその指を薫の唇に近づける。思わず薫はその手をぱしっと寸前で掴つかんだ。

「……もしかして昨日のおまじないを使おうとしているの？」

　アイリスは真ま面じ目めな顔でこくりと頷うなずき、人さし指を薫の唇に向かってぐぐぐっと接せつ近きんさせる。

「何で邪じや魔まするの？」

「何でって言うか……その……。あ、あのさ、唇に赤い色をつけるのって『魂たましいが失われかけた人を助ける』っておまじないじゃなかったっけ？」

「ご、ごめんなさいっ。わたしちょっと混こん乱らんしてたみたい。えっと、怪け我がを治なおすおまじないはどうするんだっけ……」

「いいよ、大した怪我でもないから。それより地質学者の話を聞きたいんだけど……」

「後にしましょ、ミラベリ先生がいらっしゃったわ」

　アイリスは薫の言葉を遮さえぎって、街かい道どうの方を指さした。村には似につかわしくない洒落しやれた車が街道から村へと入って来るところだった。彼女は薫の手を引っ張って立たせた。

「この際、先生でいいから怪我を看みてもらいましょ」

　どうやら彼女の中では医い療りようはおまじないの代だい替たい案あんらしかった。




　　　　◇




　真新しい建たて物ものの前で車が停とまり、中から医療鞄かばんを持った長身の男性が降おりた。「ミラベリせんせーっ」とアイリスが大声で呼よびかけると長身の男性は遠くからこちらを振り向いた。

「ねえ、アイリス。さっきの話なんだけどさ……」

「もう、後だってばっ」

　さっきのヤーディアの狼ろう狽ばい具ぐ合あいが気になっていた。奴やつらが殺された魔術師に興味を持っていたのは確かだ。だからこそ村人にそれを聞くチャンスはそうはない。下へ手たに聞いて回ろうものなら、間違いなく報ほう告こくが行ってしまう。話の流れでアイリスに聞ける素す晴ばらしいチャンスだというのに、薫の手を引っ張るアイリスは耳を貸してくれない。

（まあいいか。これ以上アイリスを関かかわらせたくないし……）

　二人はミラベリ医師の前に到とう着ちやくした。

「その子は？」

　ミラベリは聞いてきた。身長は自分よりだいぶ高く、華奢な身体つきの都会的な人物である。年は二十代の後半。冷たく気難しい感じはするが、かなりの美形だ。この人物に見つめられたら頬を赤く染めない女性はそうはいないであろう。

「怪我人よ。見れば分かるでしょ」

「見れば分かることだから聞かなかったんだ。だが素す性じようは聞かなければ分からない」

「あ、そっか。さすが先生は合ごう理り的てきね」

「……アイリス。素直なのはお前の誇ほこるべき美び点てんだ。私はそういうお前が好きだ」ミラベリはため息をつきながら言った。「だが他人がこういう厭いや味みな言い方をしたときは、『もしかしてこの人は自分の頼たのみを断ろうとしているのではないか？』と考えた方がいい。今後の人生で損をするぞ」

「どうして断るの？　ミラベリ先生はお医者様じゃない。薫は怪我をしているのよ!?」

「私はマーガレットの担たん当とう医いで、彼女が歩けなくなったから仕し方かたなくこんな田舎まで来ているんだ。なのにこの村の連中ときたら、それをいいことに勝手に診しん療りよう所じよなど建てて私を引ひき留とめるつもりだ」
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「みんな感かん謝しやしているわ」

「私はいい迷めい惑わくだ。その子が何なに者ものだか知らないし興きよう味みもないが、私は今日マーガレット以い外がいを看みるつもりはない」

「なによ先生のケチっ。薫はね、ヤーディアからわたしを助けるために殴られたのよ。もういいわっ。薫はわたしのおまじないで治してみせるから、先生の手なんか借りないよーだ。薫、行きましょ」

　アイリスはミラベリに向かって舌したを出し、薫の手を引いて去ろうとしたが、ミラベリは「待ちたまえ」と制止した。

「分かった、私の負けだ。治ち療りようしてやるからこれ以上『おまじない』とか何とか口くち走ばしるんじゃない」憮ぶ然ぜんとした顔で言うと、顎あごで薫に診療所に入るよう指示する。「来たまえ。面めん倒どうなことはさっさと済ませてしまおう」

　怪我人を前にして「面倒なこと」とは凄すごいことを言う医師だな、と薫は思った。




　　　　◇




「ところで君は格かく闘とう技ぎをやっているのかね？」

　ミラベリは薫を診しん察さつ所じよの診療室に連れて行き、傷口の消しよう毒どくをしガーゼを張はった。極めて不ふ機き嫌げんそうに一ひと言ことも喋しやべらなかったミラベリが医療道具を片付けながらいきなりそう切り出したもので薫は多少慌あわてた。

「え……どうしてです……？」

「見た目は酷ひどいが、殴なぐられたときに相手の拳こぶしで皮かわが切れただけだ。内うち側がわにはほとんどダメージがいっていない。格闘技を知っている人間でもなければこうはいかないだろう」

「偶ぐう然ぜんですよ」

「偶然だとすると相当に運がいいな。あの金かね持もち小こ僧ぞうは人を殴るときには相手が子こ供どもでも女でも遠えん慮りよなんかしない男だ」

　さすがは専せん門もん家かだな……と薫は思った。ミラベリの見み立たてはまったく正せい確かくである。先さき程ほどヤーディアに殴られたとき、拳が当たる寸前に首を捻ひねって相手の打だ撃げきを流したのだ。まともに食らっていたら歯が折れていたが、流したお陰かげで肌はだの上をヤーディアの拳の骨が擦こすって頬の皮ひ膚ふが切れただけで済んだのである。

「強ごう盗とうに遭あってこの村に滞たい在ざいさせてもらっている身み分ぶんで、なぜあの小僧と揉もめた？」

「大したことじゃありません」

「君の身を案じてなどいないと言っただろう？　アイリスが一いつ緒しよにいたときにあの小僧と揉めたのが気に食わないだけだ。何があった？」

「村を散歩しているときアイリスと会って、話をしていただけです。だけど数日前にこの村に泊まった地質学者が何だか村に迷惑をかけたそうで、ヤーディアさんは他よ所そ者ものの僕のこともあまりいい目で見てなかったようです。それでアイリスが僕にそのことを話したら腹を立ててアイリスの腕うでを掴つかんだので、止めようとしたら殴られました」

「馬ば鹿か息子むすこめ」

　ミラベリは冷たく吐はき捨てた。そのとき外からノックする音がした。「先生、薫の診察は済んだ？」とアイリスの声が訊たずねる。ミラベリは「ちょっと待ってくれ」と言ってからいきなり薫の胸むな倉ぐらを掴んで顔を寄よせ、刃物のような鋭するどい声で言った。

「君が誰とトラブルを起こそうと知ったことじゃないが、アイリスを巻き込むな。妙みようなことを口走るせいで彼女はこの村で浮ういている。マーガレットにもしものことがあったら、彼女はこの村を出て行かなければならないかもしれん。いいな？」

　冷れい淡たんな医師の顔に厳きびしい感情が浮かんでいた。

　薫が頷うなずくと、ミラベリは薫を放して「終わった。入っていいぞ」とドアの向こうに言った。ドアが開くとそこにはアイリスに肩かたを貸された老ろう婆ばがいた。老婆はミラベリに手を挙げて挨あい拶さつしようとしたが、咳せき込こんで苦しそうに身体からだを折った。ミラベリは立ち上がり、怒いかりの表情で言う。

「アイリスっ、私が行くから寝ねかせておけと言っただろう。マーガレットは重じゆう病びよう人にんなんだぞ！」

「だ、だってえ……」

「いいのよ、ミラベリ。自分の身体の具ぐ合あいぐらい自分で分かります」

　アイリスの祖母マーガレットは気品のある口調で言った。

「分かっているならどうしてっ」

「誰が調子が悪いと言いましたか？」マーガレットはぴしゃりと言った。「どこかの藪やぶ医い者しやが最近ちっとも来なかったせいか、とっても身体の具合がいいの。あと百年は生きてみせるわ」

　容よう貌ぼうはアイリスとよく似にているが印象は正反対である。主しゆ治じ医いと患かん者じやと言うよりは、女王が謁えつ見けんの間で下々の者に相あい対たいしているようだ。年は八十を超えているようだが腰こしはあまり曲がってはおらず、飾かざりのないゆったりとした服を着ているだけなのに、全身から妙なぐらい威い圧あつ感かんを放っている。ただ、病気のせいですっかりこけてしまった頬ほおが痛いた々いたしい。

　苦にが笑わらいするミラベリに、アイリスが耳打ちする。

「先生、怒おこらないでね。先生が診察の日を先延ばししたせいで拗すねているだけよ。先生が来たって教えたら、大急ぎで髪かみを梳すき始めたんだから」

「ただの身だしなみです。アイリス、殿との方がたにそういうことを言うのはよくありませんよ。殿方というのは勘かん違ちがいしてすぐにつけあがる生いき物ものですからね」

「分かった分かった」ミラベリはマーガレットの元へと行って、手を取った。「さあ、診察台まで運ばせて戴いただけますかな、女王様」

「結構よ。自分で歩けるわ」

　ミラベリの手を払はらって顔を背そむけたマーガレットの視線と薫の視線が結ばれた。

「あら、どこの子だったかしら？　この村の子供の顔はみんな知っているつもりだったけど」

「ほら、昨日話した子よ。日本からの旅行者の薫」

「ああ……思い出したわ。ちょうどいいわ。貴方、わたくしを診察台に運びなさい」

「おい、マーガレット。今さっき『自分で歩ける』って言ったばかりじゃないか」

「お生あい憎にくねミラベリ。殿方が若い女おな子ごが好きなように、わたくしも若い殿方が好きなのよ」

　マーガレットは高たか飛び車しやに鼻を鳴らしてみせた。その仕草は実に様になっていた。ミラベリは渋しぶい顔をし、アイリスは笑い転げた。

「さあ、薫。肩をお貸しなさい」

　薫は言われるがままにマーガレットに肩を貸して診察台に向かった。言葉は威い勢せいがいいが彼女の身体にはほとんど力が入っておらず、とても一人で歩けるような容よう態だいではなかった。たぶんそのことはミラベリもマーガレット自身もよく分かっているような気がした。

　聴ちよう診しん器きを耳にあててマーガレットの前に腰こし掛かけたミラベリが、苛いら立だたしげに机をコツコツと叩たたいていた。

「ところで、薫君。早く出て行ってくれないかな？　女性が服を脱ぬぐのだぞ。失礼じゃないか」

「あら、別にわたくしは構わなくてよ。よかったらここにいて、遠い国の話を聞かせなさいな、薫」

「……マーガレット」

　ミラベリは何だかむすっとして言い、マーガレットは口の前に手の甲こうをあてて愉ゆ快かいそうに笑った。
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　薫とアイリスは診察室の外に出た。

「何か……アイリスとはあまり似てないおばあちゃんだね」

「そうかも。フィギンズさんに真っ正面から食ってかかるのはおばあちゃんぐらいだもの」

　と、そこまで言ったところでアイリスはポンと手を打ち鳴らした。

「あ、そうだ。さっき途と中ちゆうまで話した例の地質学者のことを話さなくちゃね。あのね、いなくなった後でみんなで泊まっていた部屋に行ってみたら、村の家から盗ぬすまれた物がいっぱい置いてあったのよ。それで街の警察に通つう報ほうしたんだけど、警察が来たときにはあいつの部屋はめちゃくちゃに荒あらされていたの。警察が調べたら地質学者本人の荷に物もつがどこを探してもなくて、『村人が盗んだんじゃないか』って疑うたがわれたもんでみんな、すっごい腹を立てたの。だって被ひ害がい者しやはわたしたちじゃない？　そんなことがあったものでみんなちょっと気が立ってたのね……あれ、どうしたの？　聞きたいんじゃなかったの？」

「ううん、いいんだ。またヘンな目で見られてミラベリ先生のお世話になっちゃ大変だからね。それよりさ、僕のせいでアイリスは仕事が全然進んでないんだろ？　手伝うよ」

「ほんと!?　嬉うれしいわっ」

「ミルク缶かんを持ってたけど、牛の乳ちち搾しぼりに行くところだったの？」

「ええ。酪らく農のうをやっているおじさんにお乳を分けてもらって、それでチーズを作るのよ。わたし、チーズを作るのがとっても得とく意いなの」

「じゃあそれを僕が運んで……」

「後は自分の畑の手入れをするのと、お隣となりさんのお洗せん濯たくを手伝ってお駄だ賃ちんを貰もらうのが今日の日につ課かよ。ああ、せっかく男おとこ手でがあるんだから、ヒダルゴさんに頼たのまれていた鶏にわとり小ご屋やの掃そう除じを頼んじゃおうかしら？　鳥とり肉にくと卵を分けて貰えるはずだから、今日の夕ゆう飯はんは期き待たいしていてね」

「いや、あの、僕、実は意い外がいと忙いそがしくて……」

　薫は申し訳なさそうに言ったが、生せい来らいの人の良さでその声はあまりに小さく、嬉うれしそうに指を折りながら男手があるときにやっておきたい仕事を思い浮うかべるアイリスの耳にはまったく届いていなかった。

「そうそう、家で使っている荷に馬ば車しやの車しや軸じくが腐くさりかけていたから直しておきたかったのよね。そうそう、あれを忘れちゃいけないわ……」

　そうして薫の捜そう査さ一日目は、彼女の心からの感かん謝しやと愛あい情じようのこもった夕飯と引き換かえに、それ以上の成せい果かを挙げられずに終わることとなった。
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「あいつ、やっとアイリスの家から帰って行くようだぜ」

　小高い丘おかの上にある屋や敷しきの窓から眼下の村を見下ろしながらヤーディアが言った。アイリスの家を出た小さな人ひと影かげは、すでに真っ暗になった村を疲つかれ果はてた様よう子すでふらふらと広場を横切って行った。

　少しばかり小高い場所にあるとはいえ村の全すべてを見み渡わたせるわけではない。人影が樹じゆ木もくの陰かげに消えるとヤーディアは「見えなくなっちまった」と、テーブルの自分の席に腰こし掛かけた。

　そこは屋敷のダイニング・ルームだった。部屋の調ちよう度ども並べられた夕ゆう食しよくもこの都会とは隔かく絶ぜつされた村には似つかわしくない豪ごう華かな代物だ。

「ヤーディア、あの他よ所そ者ものを殴なぐったそうだな」

　でっぷりと太った中年の男が言った。彼がこの屋敷の主人であるフィギンズだった。

「ああ。余よ計けいなことに口を出さないように、ちょっとガツンとやってやったのさ」

　ヤーディアは嘯うそぶいてみせ、気き取どって脚あしを組みながらワインを口に運んだ。そんなヤーディアを正面に座すわるフィギンズが黙だまって鋭するどい視線で見つめていた。地元の名士の顔でも、父親の顔でもない。逆らえない村人を安く働かせ財ざい産さんを積み上げている男の顔だった。ヤーディアはとても視線を合わせていられず、横の席の弟に「なあ、ベンジー？」と同意を求めた。果物くだものをフォークでつついていた小こ柄がらな弟は顔を伏ふせたまま「う、うん……」と曖あい昧まいな返事をした。

「誰がそんなことをしろと言った？」

　そう言ってフィギンズは大人おとなの足ほどもある大きなステーキを一口で呑のみ込こんだ。ヤーディアは「でもアイリスの馬ば鹿かが……」と口をもごもごさせる。

「まあ、よい」フィギンズはフォークを置いた。不覚にもヤーディアはほっとしてしまった。「それであの他所者はあのことを知っているかどうかは確かめたんだな？」

「だ、だからさ。それを確かめようとしたらアイリスの奴やつが余計なことを言いやがったんだよ。それでさ……」

「だからお前は頭が足りないと言うんだ。なぜわしがあの小こ僧ぞうを見張るよう命じたか言ってみろ」

「あの地質学者の仲間かもしれないからだろ？　財ざい宝ほうとやらの地図を持っているかもしれないから」

『財宝とやら』の部分に揶や揄ゆの響ひびきがあった。ヤーディアもこの村の人間だから、遺い跡せきの財宝の話は聞いている。第二次世界大戦の中で滅ほろんだ村に財宝が隠かくされているとか、いやその戦争は世界大戦とは関係なくて財宝を巡めぐった戦争だとか、そういう話を死んだ実じつ母ぼから寝ね物もの語がたりに話してもらったものだ。

　だがそんなものを信じるのは分ふん別べつがつくまでのことだ。あのアイリスじゃあるまいし、いい大人が宝探しだなんて馬鹿らしい。だがヤーディアにこの父親に面と向かって言う度ど胸きようはなかった。言葉に揶揄を滲にじませるのがせいぜいの抵てい抗こうだった。

「ヤーディア、お父様の言うことはちゃんと聞いた方がいいわ」

　斜ななめ前に座った母親のロクサーヌが口を開いた。この屋敷の三人目の妻であるロクサーヌは、ヤーディアとベンジーのいずれとも血がつながっていない。年ねん齢れいも夫より義ぎ理りの息子むすこたちの方と近いので友達のような口調である。絶対に父親には知られてはならないことだが、村の女たちとはまったく異い質しつな都会の色いろ気け──彼女は父親が最近街で見つけてきた女だ──を振ふり撒まくこの義理の母親がヤーディアは気になって仕方ない。

「お前は黙っていなさい、ロクサーヌ」

　フィギンズが言うと、ロクサーヌはお淑しとやかに「申し訳ありません」と言って食しよく卓たくに並べられた料理をぱくぱくと雛ひなのようについばみ始めた。フィギンズは若わか妻づまのそんな様子に目を細めてから、息子を睨にらみつけながら言った。

「よいかヤーディア。お前でも分かるように一から話してやる。わしはこの村を探さぐっていた地質学者のことをわざと放置してするがままにさせておいた。奴はわしらの知らぬ情報を掴つかんでここに来たかもしれんからだ。しかし突とつ然ぜんいなくなってしまい、残っていた荷物を運び出させて調べたが、妙みようちくりんな道具が入っているだけで、目ぼしい物はなかった。そうだな？」

「ああ、俺が盗ぬすみ出したんだから分かっているよ……」

　盗み出したと言っても、宿にしていた家の人間をフィギンズ家の威い光こうで脅おどして、ただせっせと運んだだけである。

「しかし奴は重じゆう要ような物は別の場所に隠していて、仲間がそれを回収しに来たのかもしれん。だから外からの人間には目を光らせていたのだ」

「でも、そんなふうじゃなかったけど……」

「さあどうだかな。まあ、怪あやしいところを見せるようなら始し末まつしてしまえばいい」

「旦那だんな様さま、その子が関かかわった村人には注意をしなくてもよろしいのですか？」

　ロクサーヌがフォークを置いて口を挟はさんだ。

「おお、そうだな。お前は冴さえているぞ、ロクサーヌ」

「嬉うれしいですわ、旦那様」

　ロクサーヌはにっこり笑って、また黙もく々もくと食事を口に運び始めた。

「ヤーディア、お前はあの他所者だけじゃなく、アイリスのことも見張っておれ」

　何言ってやがるんだこの馬ば鹿か夫ふう婦ふっ、と心の中で罵ののしるヤーディアだったが、実の息子である自分よりもこの新しい頭の足りない女の方が父の中では優ゆう先せん順じゆん位いが上なのをヤーディアは知っているので口には出さない。この父は新しい物が大好きなのだ。最初の妻である自分の実母が、ベンジーの母である二番目の妻に乗のり換かえたときに、如い何かに酷ひどい捨すてられ方をしたかヤーディアはよく覚えていた。

　しかしそのヤーディアも、父親のそういうところが反はん面めん教きよう師しにはならず、こぢんまりと父親を真ま似ねていることに気づいていなかった。

「でもさ、父さん。その財宝ってのはいったいどんな物なんだい？」

　ヤーディアは訊たずねた。そんな物にはとんと興きよう味みを示さなかった父親が数か月ほど前から人が変わったように口を開けば「財宝、財宝」と言うようになったので、もしやと思って、こっそり村の年寄りたちに財宝の話を聞いて回った。もし本当にそんな物があるのなら、そいつを横取りしてこんな寂さびれた村から出て行ってやろうとヤーディアは企たくらんでいた。

　だがいくら聞いて回っても話はバラバラでどんな物なのかさっぱり分からない。国を買えるほどの巨きよ大だいな宝ほう石せきだとか、黄おう金ごんで作った女め神がみ像ぞうだとか、精神病患者が記しるした『読むと発はつ狂きようする小説』だとか、はたまた不ふ死しの秘ひ薬やくだとか、世界に滅ほろびをもたらす魔ま王おうの身体からだの一部だなんて馬鹿げた話もあった。

　気づくと父親がじっと自分を見つめていた。ヤーディアは慌あわてて柔じゆう順じゆんな息子の顔を作った。

「まあよかろう」

　フィギンズは片かた手てを挙げた。給きゆう仕じのための使用人たちが部屋を出て行く。が、一人だけ残っている三十過ぎの男がいた。つい最近、街からこの屋敷にやって来た男だ。執しつ事じ服ふくを着ているが、とてもではないが執事には見えない。顔にはまともな人生を歩いて来ては刻きざまれそうにもない深い傷が幾いくつもあり、執事服は分厚い筋肉で弾はじけ飛とびそうだった。

「父さん、あいつは？」とヤーディアが一人残った執事を指さすと、フィギンズは「あいつはいい」と言った。男はヤーディアに向けてにやりと笑った。ヤーディアは目を合わせていられなかった。

「財宝は書しよ物もつの一頁ページだ」

「書物だって？」

　ヤーディアは肩かた透すかしを食らった気分になる。

「『外道祈祷書Bible of evil prayer』と呼ばれている。そこには実に素す晴ばらしいことが記されているのだが……まあ、お前には関係ないことだぞ」

　父の顔に浮かんでいた笑えみに、ヤーディアは自分の企みなどとっくに見み破やぶられていたことを悟さとって震えた。
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　散さん々ざん働かされて宿にしている村長の家に戻った薫は、ギーエンに連れん絡らくを取って調査の報告をしていた。

「……というところが今日の成せい果か。予定の半分ってとこだね」

「よく言うぜ。潜せん入にゆうから二日もかけて、実際に会えたのはマーガレットってばあさんだけじゃねえか。地主のフィギンズの方には会えなかったんだろ？」

「こっちにも色々あったんだよ」

「……おい、薫。まさかそのアイリスとかいう小こ娘むすめに情を移うつして、いいように使われたんじゃねえだろうな？」

「そんなんじゃないよ」

「本当だろうな？　関係ねえぞ、そのばあさんが魔族だろうが。もし孫まご娘むすめが本ほん物もののばあさんだと信じていようとも、おめえは斬きらなくちゃなんねえんだぞ」

「分かっているって。でもまだ仮か定ていの話だろ」

　薫はやや不ふ機き嫌げんに言って話を打ち切った。誰かを『斬る』とか『斬らなくてはならない』とか、あまり思い出したくない話題だった。電話の向こうのギーエンも何かを言いかけたが、言葉を呑み込んだ。

（……まさか魔術師の残した報告書にあった『マーガレット』って人が、僕を助けてくれた子のおばあさんだなんて思ってなかったけどさ……）

　クラウディアに渡された、殺された魔術師の捜そう査さ記録には、接せつ触しよくを試こころみた人物や探たん索さくを行った場所が報告されていた。なぜその人物の周辺を探ったのか、またどうしてその場所に足を運んだのかはまったく記き載さいされていない。確かにクラウディアの言う通り『中ちゆう途と半はん端ぱ』な代しろ物ものであった。

　そのメモに拠よれば、魔術師が強い興味を覚えたように繰くり返し周囲を探っていたのが地主のフィギンズであり、アイリスの祖母のマーガレットだった。

「……ごめん」薫は電話の向こうのギーエンに謝あやまった。「確かにギーエンの言う通りだ。今日の夕食のときにマーガレットさんにブラフをかけるチャンスがあったんだけど、アイリスがいたから僕はそれを後回しにしたんだと思う」

「ま、まあ、分かりゃあいいんだよ。仮にどこかでその小娘の祖母と魔族が入れ替かわっていたとしても、目の前で殺やるのだきゃあ勘かん弁べんしといてやるっつーのが神様の教えってもんよ」

　薫は苦く笑しようした。悪口を言っているうちにいつの間にか相手を弁べん護ごしているのがギーエンの癖くせだ。

「ギーエンの方の収しゆう穫かくは？」

「ああ。フィギンズ親子とマーガレットの戸こ籍せきの洗い直しをしたが、今のとこおかしなところはねえ。街にフィギンズの会社があるから、そっちのラインからもっと詳くわしく調べてみる。それまではフィギンズには近づくな。お前の話じゃ、ずいぶん権力を持っているみてえじゃねえか」

「そうするよ。息子の奴は『誤解があったみたいだから村人に言っておく』とか言ってたけど、宿に帰って来てみたら無む視しされる代わりに今度は監かん視しされているって感じでさ。ちょっと動きにくくなるね」

「明日はどうすんだ？」

「ちょっと遅おくれちゃったけど予定通りだよ。旧デュラーゾの遺い跡せきを探ってみる」

「そこに潜ひそんでいるってことか？」

「人の肉じゃないにしろ何かを食べなくちゃ魔族も生きてはいけないんだから、人里離はなれた所で獣けものと木の実で生活してるとは思えないよ。何かがあるとしたらそれはクラウディアさんが探している『書』だと思う。それが手に入れば魔族もいなくなるんだしね。それで遺跡の場所は分かった？」

「それがよ、街の図書館には全然資料が残ってねえんだ。航こう空くう写しや真しんも撮とらせてみたんだけどよ森が深すぎて何も写らねえ」

「そっか……。まあ、いいや。自分で探してみるよ」

　それを探すには村人に聞かなくてはならず、自分への監視の目が強まっているのなら少々やっかいなのであるが。

　電話を切ろうとした薫は、言い忘れていたことを思い出した。

「そうだ。魔術師の報告書には書かれていなかったけど、もう一人気になる人がいるんだ。調べてみてくれない？」

「誰だ？」

「マーガレットさんの主治医のミラベリ医師。ハッテバーグで町医者をやっている。……たぶんあの人、僕がただの旅行者じゃないことに気づいていたと思う」
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　診しん療りよう所じよの診察室で厚あつい医い学がく書しよを読んでいたミラベリは、窓を叩たたく音に気づいた。

　その端たん正せいな顔に不快な色が浮うかんだ。ミラベリは席を立ち、窓を開いた。そこには暗くら闇やみがあるだけだったが、ミラベリは暗闇を睨にらみながら言った。

「何の用だ？」

　すると闇が微かすかに蠢うごめき、風かざ鳴なりのような声がした。

　──昼間ここに来た小こ僧ぞうは魔ま術じゆつ師し協きよう会かいの者かえ？

　ミラベリの目には何も映うつっていない。だが、ねばつくような気配がそこに澱よどんでいる。

「分からんな。だが見た目通りの小僧ではない。とぼけてはいたが相そう当とうに身体を鍛きたえているな。鋼はがねを束たばねたような筋きん肉にくをしていた」

　──ふん、筋すじばった肉は嫌きらいじゃ。

「街かい道どうで人間を襲おそって食い散ちらすお前には相応ふさわしい感かん想そうだな」

　──他のことも考えておる。それほど鍛えた身体ならば魔術師ではないの。

「私の知ったことか」

　──何を威い張ばっておる？　そんな口を利きける身分か？　これはトゥロワヌ様の正式な派は遣けん命令なのじゃぞ。おぬしがこの地の『領りよう主しゆ』だから、おぬしの意見を尊そん重ちようしてことを進めてやっておるのじゃ。

「『領主』ではない。たまたま近きん隣りんの街に住んでいただけだ。医い師しという仮の身分を選んだお陰かげで、この村に診療に来る羽は目めになった。それからお前の世話もな」

　──ではこの村の人間を皆みな殺ごろしにしてもよいな？　その方がてっとり早い。

「……馬ば鹿かなことはするなよ」ミラベリの口く調ちように怒いかりが滲にじむ。「村人が一いつ斉せいにいなくなったら、魔術師協会どころかこの国の警けい察さつや教きよう皇こう庁ちようまで動きかねないぞ。そんなことも分からんのか？」

　──長いことこの付近に住んでいながらあれの存在に気づかなかったくせに、大きな口を叩たたくでない。

　ミラベリは無む言ごんで窓から顔を背そむけた。

　──くく……子供じゃあるまいし拗すねるでない先生。ここからは主しゆ導どう権けんを移さしてもらうぞ。あの小僧が『鍵かぎ』を持ってないかどうか、よおく見み張はっておれ。よいな？

「……分かった」

　──それでよい。いい子にしてればいじめぬからのお。

　また窓の外の闇が微かすかに蠢うごめき、その場にあったねばつくような気配も消しよう滅めつした。

　ミラベリはしばらくそのまま夜の闇を睨にらんでいたが、すぐに元の表情に戻った。

　そして静かに窓を閉めると、椅い子すに座すわってまた医学書の頁ページをめくり始めた。








　ＡＣＴ．３　アンダーカヴァー・オブ・ザ・ナイトUndercover of the Night




　鶏くたかけの鳴き声が薫かおるを起こした。

　ベッドから起き上がり窓を開けると、夜明けの湿しめり気を含ふくんだ涼すずしい空気が部屋に流れ込こんで来た。薫はいつものように胸の前で手を組み、日につ課かの祈いのりを捧ささげた。

　今日で滞たい在ざい三日目になる。昨日ギーエンに連れん絡らくしたときには強つよがりを言ってみせたが、やはり遅おそい。

　自分が潜せん入にゆうしてから周囲の街かい道どうで人が殺されたという情報が入って来ないのはせめてもの救すくいだった。村に現れた自分という異い分ぶん子しに向こうが警けい戒かいし、正体を見み極きわめるまでは行動を手て控びかえているのなら、自分がこの村に来たことは無む駄だにはなっていないかもしれない。

　ただそれも長くは続かない。魔ま族ぞくを滅ほろぼさない限り、やがて生せい理り的てきな欲よつ求きゆうが新たな犠ぎ牲せい者しやを生む。殺された魔術師のように相手の正体を掴つかむ前にこちらの正体が発はつ覚かくすれば、自分の血肉がそいつの腹を満たす羽は目めになる。

（急がないとな……）

　殺された魔術師の捜そう査さ記き録ろくは、接せつ触しよくを試こころみた人間については何人も書かれているが、行った場所となると旧きゆうデュラーゾの遺い跡せきだけである。後こう者しやは書の探たん索さくのため。前者は魔族の探索と書の情報収しゆう集しゆうのためであろう。接触を試みた人間は数多いが、ほとんどは一度か二度だけで、繰くり返し会っているのはフィギンズ一家とマーガレットだ。

　魔術師の足そく跡せきをたどるなら三つの選せん択たく肢しがある。フィギンズかマーガレットの周辺を探さぐるか、遺跡を探すかだ。一応フィギンズの周辺とマーガレットには接触したので、遺跡の場所というのが当とう初しよの予定だ。

（いや、もう一つあるか……。どうしようかな？）

　薫は部屋の前に置かれていた朝食を食べて階かい下したに降りて行くと、村長が居間から顔を出した。

「おや、またどこかに行くのかね」

　あまりにもちょうどいいタイミングなのに偶ぐう然ぜんのような口ぶりで、そのくせ視し線せんはじろじろと自分を観かん察さつしているアンバランスさに薫は心の中で苦にが笑わらいする。

「ええ。綺き麗れいな村ですから朝は散歩しておきたくて」

「ふん、また問題を起こさないでくれよ」

「分かってます。ああ、そうだ。ここの川で釣つりはできますかね？」

「釣りだと!?」

　村長は呆あつ気けに取られて聞き返した。自分の行動はフィギンズに筒つつ抜ぬけなのに、彼に遺跡の場所を聞くほど薫に自殺願がん望ぼうはない。

「ええ、上流は渓けい谷こくになっているみたいだから川魚を捕とってみようかと思いまして」

　もう一つの選択肢とは魔術師が転てん落らくした場所を探すことである。足跡と言えば、まあ足跡だ。遺跡の場所はまだ調べがついていないし、釣りをするフリをして川を逆上って崖がけ下したを探せば岩場に血の痕こん跡せきが残っているかもしれない。見つけたところで収しゆう穫かくがあるかは分からないが、とにかく薫はじっとしてはいられなかった。

「やっぱり上流に行った方が魚は……」

　と、そこまで言ったときだった。隕いん石せきが衝しよう突とつしたような勢いきおいで玄げん関かんが開き、元気のいい女の子の声が村長の家に響ひびいた。

「おっはよー、そんちょーさーんっ」

「ア、アイリスっ!!」

　昨日調査を中ちゆう断だんさせた要よう因いんである少女の登場に、薫は上うわずった声を上あげた。

「あ、薫。ちょうどいいタイミングだったわね。準備はもういいみたいね」

「じゅ、準備って何の準備？」

　訊たずね返しながらも薫は彼女の言葉の意味するところを直ちよつ感かんしていた。なぜならば彼女の手には昨日とまったく同じく空からのミルク缶かんが携たずさえられていたからだ。

「何言ってるの？　今日も仕事を手伝ってくれるって約やく束そくしたじゃない」

「僕ぼくそんなこと言った!?」

「……覚おぼえてないの？」

　アイリスは悲しそうに眉まゆを顰しかめるが、まったく薫の記き憶おくにはない話だった。

「……アイリス、彼は本当にそんなことを言ったのかね？」二人の会話に耳を澄すませていた村長がつかつかと歩み寄って来た。「確か彼は昨日も仕事を手伝ったと言っていたな」

　アイリスは不満げに口を尖とがらせながらこくりと頷うなずく。そして村長は薫の方を見つめて返答を待った。彼の目は実に不ふ審しんそうだった。

　さすがに薫は焦あせった。魔術師が繰くり返し接触を試こころみていたマーガレットは最も慎しん重ちように会わねばならない相手だ。『マーガレットの周囲をうろついていた』と、非常に都合の悪い報告がフィギンズに行ってしまう。だいたい薫はアイリスを遠とおざけようと思っていたのだから、そんな約束をするはずがない。

「ち、違ちがいま……」

　そう言いかけた薫だったが、アイリスが瞳ひとみを潤うるませて俯うつむき「嘘うそじゃないもん……」と呟つぶやいているのを聞いて、ついその言葉を呑み込んでしまった。

「そういえば……あの、言った気もします……」

　消えそうな声で薫が言うと、彼の気も知らずアイリスはにっこりと笑った。

「ほぉら、ごらんなさい。やっぱり言ったんじゃない」

「う、うん、ごめん。忘れてた」

「だめよ、薫。約束は守らなくちゃ」

「……アイリス、彼はすぐに行くから外で待っていなさい。彼にちょっと話があるんだ」

　村長はアイリスに言った。すっかり機き嫌げんを直したアイリスは「はーい」と元気のいい返事をして外に駆かけて行った。

「い、いや、あの、違うんです……」

「分かっておる。どうやら君は善ぜん人にんのようだな。限りなく『お人よし』に近い善人ではあるが」

「はい？」

「あの子はな、どうも他人の言葉を非ひ常じように自分に都つ合ごうよく、と言うか、気持ちよく解かい釈しやくする悪い癖くせがあってな。たぶんおぬしの場合も別れの際さいに『また明日』とか言ったのが手伝いの約束だと受け取られたとかそんなところだ」

「それなら言ったような気もします……。けどそれって周囲の人間はとっても大変なんじゃないですか？」

「うむ。そのことであの子を馬ば鹿かにする輩やからも多いが、わしら年とし寄よりにしてみると、そういうところがたまらなく可愛かわいいんじゃがな……」

　しかめっ面つらを張はり付けていたような村長の口くち元もとに微笑が浮うかんでいた。薫の視線に気づくと村長はちょっと恥はずかしそうに咳せき払ばらいをした。

「あの子を傷つけないでくれてありがとう。フィギンズさんはずいぶんなことを言っていたが、わしはおぬしを見み直なおしたぞ。すまないがもう少しあの子に付き合ってやってくれ」

　薫の肩かたに手を置いて「うん、うん」としんみりと頷うなずく村長の顔は祖そ父ふのものであった。薫もまたこの村長に少し好こう感かんを持ったのであったが、ただ問題なのは薫に「僕には潜入捜そう査さがあるので……」と断ことわる道は残されていないことである。




　　　　◇




　昼が近づいた頃ころには、すっかりアイリスの家の畑は二に毛もう作さくの準備が整ととのっていた。

　切きり株かぶの上に腰こし掛かけて自分が耕たがやした畑を見み渡わたし、「自分はエージェントより畑仕事の方が向いているかも……」などと自じ虐ぎやく的てきなことを考え始めたとき、ポケットの携けい帯たい型がたトランシーバーがバイブ機き能のうで着ちやく信しんを知らせた。高出力の無む線せんを介かいして教きよう皇こう庁ちよう独どく自じの電話回かい線せんを使用している以外は、普ふ通つうの携帯と使い方は変わらない。周囲に人がいないことを確かく認にんしてから見てみると、ギーエンからのメールだった。

『戸こ籍せき上は地主親父おやじと二人の息子むすこにおかしなところはねえ。ハッテバーグにあるフィギンズの会社は長男のヤーディアが仕し切きってんだけど、従じゆう業ぎよう員いんにあたってみても妙みようなところは出てこねえ。人間としての評ひよう判ばんは最悪だけどな。マーガレットの夫と、それから彼女の息子とその妻……要ようするにアイリスの亡なくなったじいさんと両親だが、死し因いんに妙なところはねえ。それからミラベリって医い師しもちゃんと戸籍があるし、街に診しん療りよう所じよが実じつ在ざいしているのも確認した』

（ハズレ……か？）

　ミラベリの戸籍がはっきりしているというのは意い外がいであった。直感でしかないのだが、ミラベリと対たい峙じしたときチリチリと肌はだを焼やかれるような感覚を覚えていたのだ。

　しかし戸籍調査というのは所しよ詮せんは参さん考こう資し料りようであることも薫は知っている。殺した人間の中に潜もぐり込んで、数十年も暮らしていた魔族というのを見たこともあった。どうも薫はミラベリへの警けい戒かいを弛ゆるめる気にはなれなかった。

　ギーエンのメールはまだ続いていた。

『ただちょいと気になることが出てきた。フィギンズの前妻はつい三か月前に殺されてんだ。街道で起きた殺人事件じゃなくてハッテバーグ市内だったもんだから見み逃のがしてたんだが、それが普通の殺され方じゃねえんだ。首だけ残して残りはどこかに消えちまった。たぶんいくら探したって出ては来ねえだろうけどよ』

　食われた、ということだ。

『現在はそっちをメインに調査中だ。だがやっぱりフィギンズって地主は気き色しよくわりぃとこがあるな。結果が出るまで近づくんじゃねえぞ。以上』

　分かってるよ──そう返信しようとした薫は途と中ちゆうでやめてトランシーバーを素す早ばやくポケットに戻もどした。遠くから薫を呼ぶ声がしたからだ。

「……聞こえないの、薫。お茶にしませんか」

（チャンスか……）

　先さき程ほどアイリスはどこかに出で掛かけたっきり戻って来ていない。

　魔術師のメモに最も多く名の書かれていた人物。そしてミラベリと強い接せつ点てんのある人物。そんな彼女と二人きりで話す絶ぜつ好こうの機き会かいだった。

「すみません。今行きます」

　頬ほおをぴしゃりと叩たたくと、薫は家へと向かった。
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　家に入るとマーガレットが悪くなった足を引きずるようにしてテーブルにティーカップを並べていた。

「あ、僕がやりますよ。寝ねていて下さい」

「それは余よ計けいなお世せ話わというものです。客のもてなしは家の主人がやるもの。お仕事、ご苦労様でした。少し休きゆう憩けいなさい」

　薫は「はあ……」と言いながら腰こしを下ろした。何だかちっとももてなされている気がしてこない口く調ちようだが、歓かん迎げいされてないわけでもなさそうだ。たぶん性格なのだろう。

　マーガレットの一つ一つの動どう作さは気品に満ちていた。すっかり筋肉の落ちてしまった腕うでは湯の入ったポットを持ち上げるだけでも辛つらそうで、ガタガタと震ふるえて決して優ゆう雅がとは言えない。だが、老いて病やんだ自分の身体からだを隠かくそうともせず、自分がすべきだと決めたことには他人の手を借りぬその姿に薫は威い厳げんを感じた。

「アイリスはどこに行ったんですか？」

「畑は貴方あなたがみてくれるから、終わっていなかったヒダルゴさんの家の鶏にわとり小ご屋や掃そう除じをしに行くと言っていました」

「大変ですね、彼女も」

「生きていくというのはそういうものですよ。分けて貰もらった卵でお昼にはオムライスが作れると張り切ってましたから、食べて行ってあげなさい」

「あ、はい。御ご馳ち走そうになります」

　何だか彼女の家か臣しんになってかしずいているような気分になってくる。

　薫はマーガレットを観察した。彼女は薫に対して斜ななめに腰掛け、窓の外を眺ながめるようにティーカップを傾かたむけている。八十を超える高こう齢れいと病びよう魔まに生せい気きを奪うばわれ、彼女はゆっくりとこの世界からフェード・アウトしようとしているように見えた。

「怪け我がはもうよいのですか？」

　と、マーガレットはカップを置いて薫の方を向いた。本人にそういう意識があるかは分からないが、やはり女王陛へい下かが臣下の者にお言葉を掛けるといった趣おもむきである。

「大たいしたことはありません」

「そうですか。身体にはお気をつけなさい。明日も仕事を手て伝つだってくれると聞いてますが、無む理りはなさらないようにね」

「えええっ!?」

　まさかこの人もアイリスと同じ思し考こう形けい態たいかと声を上げてしまうと、マーガレットは小さな笑みを漏もらした。

「どうせまたあの子が奇き妙みようなことを言い出したのでしょう？　怪我をしているのに付き合わせてしまって悪かったですわね。でもあの子は貴方がすっかり気に入ってしまったみたいで、『結けつ婚こんするならああいう働き者がいいわ』とか言ってましたよ」

　どうもからかわれたらしい。薫は「ありがとうございます」と笑みを返した。薫はこの人物が好きになりそうだった──人間ならば、だが。

「あの……聞きたいんですけど……」

　薫は気き弱よわな青年の口調を作って言いづらそうに切り出した。

「何ですか？」

「どうして僕はいきなりあの人に殴なぐられたのでしょうか？　僕は知らないうちに何かこの村のルールを破やぶってしまったのでしょうか？」

「原因を自分の内側に探す人は人生を損そんしますよ。ただタイミングが悪かったのです。つい先日この村に地ち質しつ学がく者しやがやって来たのですが、どうもとんでもない盗ぬすっ人とだったらしく、村中を荒あらしていたの。結局いつの間にかいなくなってしまって、それでこの村はいま外の人間に過か敏びんになっているのです。まあ……それでいきなり人を殴るだなんて、あの悪あくたれの性格上の問題もあるのでしょうけど」
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　マーガレットはフィギンズの息子への軽けい蔑べつを隠かくそうともせずに言った。

　ほぼ想そう定ていしていた通りの返答である。そこまでの情報は全すべて既すでに知っていることだ。あとはそこから自分の聞きたい質問にどうもっていくかである。

「その地質学者というのはどんな奴やつだったんですか？」

「どうしてそんなことを聞くのです？」

「散さん々ざん盗みを働いて逃にげたんでしょう？　僕、迎むかえが来たら街まちに行きますから、見つけたら警けい察さつに通つう報ほうしようと思って」

「これといって特とく徴ちようのない男でしたね。貧ひん相そうな中年男で、目付きはあまりよくなかったわね。暗くて陰いんに籠こもった感じよ。でも考えてみると最初から妙なところはありましたね。村に来るなり『この村の近くに遺い跡せきがあるはずだが、どこだ？』などと聞いて回って、今度はそこに連日通って、帰って来ては村の歴史について聞いて回って……。わたくしの所にも何度も来ましたよ。迷めい惑わくだと言っているのに耳も貸かさず。最後には往おう診しんに来ていたミラベリが怒おこって放ほうり出しました」

　近づいてきたな……薫はさも興きよう味み深ぶかそうな顔を作って言った。

「遺跡なんてものがあるんですか？」

「ええ。少し言葉のニュアンスは違ちがいますが、この村の前ぜん身しんね。第二次世界大戦のときに滅ほろんでしまったのですが、今も村の西に遺跡が残っています」

「そこ……行っても怒られませんか？」

「あら、興味があるの？　行く分には構かまわないでしょうけど、遺跡と言うより廃はい墟きよで、さして見ても楽しい物とは思えませんよ」

「いえ。そういう物が見たくてフィンランドを旅していたんです。行っても、その……また殴られたりしないのなら、是ぜ非ひ見ておきたいんですが」

　薫はじっとマーガレットを観察した。場所は知りたかったが、それよりも外がい部ぶから現れた人物が遺跡に行きたいと言い出したらどう反応するか見たかったのだ。意地でも行かせまいとするか、それとも平へい然ぜんと行かせるか。行かせたのならその後どういう動きを取るか……。それは危き険けんと引き換かえに一回だけ出すことができるカードであった。

「まあ、旅行者には興味を覚おぼえる場所かもしれませんが……」

　と、そこまで彼女が言ったときだった。隕いん石せきが衝しよう突とつするような勢いきおいで玄げん関かんの扉とびらが開き、両手でスカートを摘つまみ上げ作った袋に鶏の卵をたっぷりと載のせた少女が登場した。

「たっだいまー、おばあちゃん、それから薫。ヒダルゴさんにこんなにたくさん卵を貰っちゃったわ。今日は卵料理のフルコースよ」

　そしてアイリスは引きつった顔で口をぱくぱくさせる薫に「あらどうしたの？」と訊たずねた。

「薫はお昼の前に遺跡に行きたいそうよ」

「えーっ、あんなとこに行っても面おも白しろくないわよぉ」

「村に住む者にとってはそうかもしれませんが、外の人にとっては面白い場所かもしれませんよ」

　それだけは勘かん弁べんして……薫の儚はかない望みも叶かなわず、マーガレットは泥どろまみれになって働いてきた愛すべき孫まご娘むすめに言った。

「ちょうどいいわ。アイリス、貴方、案内してあげなさい」
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　件くだんの遺跡は村から西へ三キロほどの所にあるという。

　薫はアイリスの案内で街かい道どうを逸それて森の中へと入って行った。道はかなりきつい勾こう配ばいを描えがいていた。かつては遺跡に続く道があったらしく、樹じゆ木もくや草くさ木きに埋うもれた石いし畳だたみが微かすかに見える。そこだけ草木があまり生い茂しげってはおらず、これなら案内なしでも遺跡にたどり着けたかもしれないが、もう手て遅おくれである。

「ねえ、どうしたの薫？」

　薫と手をつないだアイリスが薫の顔を覗のぞき込んで言った。

　アイリスとつないだのとは反対の手にはバスケットが携たずさえられている。中身はアイリスが作ったサンドイッチと水すい筒とう。どこからどう見てもピクニックであった。

「ん、何でもないよ」

　薫は短く言った。

「もしかしてお腹が減へったんでしょ？」

　無む理りに笑え顔がおを作って「うん」と答えると、アイリスは「やっぱりねえ」と笑った。薫は心の中でため息をついていた。『遺跡に興味を示す』という一度だけしか使えないカードを切ったのに、アイリスのお陰かげでマーガレットの反応はうやむやになってしまった。

　石畳の跡あとをたどってざっと二キロほど行った辺りだったろうか。道と併へい走そうするように横を流れる川のせせらぎが急きゆう流りゆうの音へと変わっていた。

（この近くか……）

　転てん落らくして死んだのか、それとも殺されてから崖がけを落とされたかは不明だが、魔ま術じゆつ師しが転落した崖はこの近くに違いなかった。考えてみれば両者がかけ離はなれた場所である理由はない。魔術師は遺跡を探たん索さく中に命を落とすことになったのだ。やはり遺跡には何かがある。

　アイリスのことをどうするべきか薫はずっと悩なやんでいた。

　実を言えばアイリスがいてくれることは薫にとって有ゆう益えきだった。村の誰が魔族かは分からないが、今の自分らはピクニックに行くとしか映うつらない。

　薫が何者か分からない今の状じよう況きようで仕し掛かけてくる可能性はまずない。下手に行動を起こして手の内を見せたくないのは敵も同じはずだ。あるとしても遠巻きの監かん視し。だから彼女は格かつ好こうの偽ぎ装そうの道具だった。

（……ダメだ。僕には彼女は連れて行けない）

　それらは全て薫の経験が弾はじき出した想そう定ていにすぎないのだ。エージェントとしては正しくないかもしれないが、敵が想定外の動きをしたときアイリスの身に危き険けんが及およぶことを、『大事の前の小事』などと冷たいジャッジはできなかった。

　薫は足を止めてアイリスに話しかけた。

「ねえアイリス」

「なあに？」

「悪いんだけどさ……」

　とそこまで言ったところで薫は言葉を切った。

　アイリスが怪け訝げんそうに薫を覗き込む。

「どうしたの……なんか今の薫、別人みたい……ちょっと怖こわい」

（くそ……想定外の方か……）

　アイリスの言う通り薫の顔は強こわばって鋭するどくなっていた。薫が察さつ知ちしたものを感じられずただ困こん惑わくするアイリスに、薫は無理に笑顔を作って言った。

「ごめんね、悪いけど先に行ってて。ちょっと……何て言うか、トイレ」

「もう、汚きたないんだから。お弁べん当とうはわたしが持って行くからね」

　アイリスは顔を赤くして道の先へと走って行った。

　薫は自分のジャッジが遅おくれたことを後こう悔かいした。背はい後ごから足あし音おとを殺して近づく気け配はいがあった。

　アイリスが走り去るのに合わせてゆっくりと気配を絶たっていく。まるでステレオの音を小さくしていき、遠ざかっていくように見せかけるように。敵が注意深ければ足音が一つ減ったことに気づくだろうが、そこまでは仕し方かたない。

　薫は近くの木の枝えだを掴つかむと、鉄てつ棒ぼうで後こう転てんするように木の枝に登った。がさっ、と微かすかに木が揺ゆれるが、木にとまって忙せわしなく鳴いている小鳥や蝉せみは一匹ぴきたりとも飛び立たない。気配を消すというのはこういうことだ。レイニーの領りよう域いきまで達たつすると、鼻のすぐ前を通っても犬は完全に気配を絶った彼女に気づくことなくすやすやと寝ねている。

　アイリスの走る音にだけ反応して、背後の足音が歩ほ速そくを速はやめた。薫は瞳ひとみを閉じる。様々な雑ざつ音おんを遮しや断だんし一つの音にだけ神しん経けいを張り巡めぐらせる。サーモグラフィのように近づいて来る人ひと影かげが薫の脳のう裏りで像ぞうを結むすぶ。十メートル、五メートル……。具ぐ合あいのいいことに薫の真下を通るコースだ。

（一いち撃げきで終わらせる……逃のがしたらアイリスに危険が及およぶ）

　普ふ通つうのシューズに見えるが、薫の靴くつの踵かかとと爪つま先さきには鉄板が仕し込こまれている。重じゆう量りようはスパイクに毛が生はえた程てい度どだが、薫の体たい技ぎをもってすれば、使し徒との頭ず蓋がい骨こつを砕くだいて脳を破は壊かいするぐらいは可能だった。

（えっ……!?）

　薫は瞳を開いた。その足取りはとてもプロのものとは言い難がたく、そして小さな足音だった。頭上にいる薫にまるで気づかず通り過ぎて行ったのは、昨日薫を殴なぐったヤーディアの弟のベンジーだった。

（参まいったなこれは……）

　薫は試ためしに気配を現し彼に殺気を向けてみたが、まるで気づいた様子もない。

　仕掛けてきたのではなく監視だけだったようだが、こんな子供に、しかも自分の息子むすこに後をつけさせるなど薫には理り解かい不ふ能のうな行動であった。『遺跡に興味がある』と薫に告白するようなものではないか。

　とはいえこちらにも無む害がいな旅行者を装よそおう以外に方法はない。薫は鉄板入りの靴を履はいているにも拘かかわらず音もなく木から降りると、ベンジーに声を掛けた。

「ねえ、どうしたの？」

　すると彼は「きゃあっ」と女の子のような悲鳴を上げて地面に尻しり餅もちをついた。

「脅おどかしてごめん。ここに遺跡があるって聞いてアイリスと一いつ緒しよに来たんだけど……君も見に来たの？」

　と、薫は彼に手を差し出した。しかしベンジーは薫の手を取らず、不安げな様子で上うわ目め使づかいに薫を見つめていた。

「どうかしたの？」

「あの……」

「うん」

「い、言わないで欲ほしいんだっ」

　思いがけぬ言葉が飛び出してきて薫は大いに戸と惑まどった。それはむしろ薫の台詞せりふである。

「ぼ、僕はただアイリスのことが心配だっただけなんだっ。君に気づかれちゃいけないからってじっとしているよう言われたんだけど、僕、アイリスが心配だったから……」

「どうしてアイリスが心配なの？　それに誰にそんなことを言われたの？」

　ベンジーははっとして口を閉じた。

「お兄さん？」

　もはやベンジーは薫の問いかけに答えようともしなかった。彼の脅おびえきった様子はただ事ではない。無理に聞くのは可哀かわい想そうになってきたが、『アイリスが心配』などと言われては放ほうっておけない。

　薫が「じゃあ……」と聞こうとしたとき、遺跡に通つうじる道の先から「ねえ、薫ーっ」というアイリスの声がした。

　ベンジーはぱっと立ち上がり、反対方向に向かって走り出す。

「ちょ、ちょっと……」

「お、お願いだよ、アイリスの側そばにいてあげて！」

　それだけ早はや口くちに言うとベンジーは走り去って行った。入れ替かわるようにアイリスがやって来て薫に訊たずねた。

「今のベンジーじゃなかった？」

「うん。何かよく分からないことを言って帰って行っちゃったんだけど……彼ってどういう子？」

「おとなしくて優やさしい子よ。昔はね、いつもわたしの後ろをついて来て一緒によく遊んだんだけど、ほら、わたしはおばあちゃんのお世話をして働かなくちゃならないでしょ？　それであんまり遊ばなくなっちゃった。でもわたしベンジーは好きよ。ヤーディアみたいに意地悪じゃないし」

「えっ……ヤーディアは嫌きらいなの？」

　アイリスの顔から笑顔が消え「あ……うん」と呟つぶやきながら俯うつむいた。

「……人の悪口を言うと自分の心まで汚よごれちゃうっておばあちゃんが言ってたから、あまり言いたくないけど……ヤーディアはわたしのこと貧びん乏ぼう人にんって馬ば鹿かにしているから好きじゃない……」

（ちゃんと気づいていたんだ……）

　薫はアイリスを迷めい惑わくがった自分を後こう悔かいした。もしかすると捜そう査さを邪じや魔まされる苛いら立だちを彼女は敏びん感かんに感じ取り傷ついていたのかもしれない。でも傷つきたくないから彼女はそれを『自分に気持ちよく』解かい釈しやくしていたのかもしれない。

　意識せずに演えん技ぎをするのは多かれ少なかれ誰にでもあることだ。自分だって『口くち癖ぐせみたいに謝しや罪ざいの言葉を口にする人は、人間関係を壊こわすことに臆おく病びよう』とソフィアに指し摘てきされていた。

「行こっか、遺い跡せきに」

　自ら進んでアイリスの手を取ると、彼女は今までで一番嬉うれしそうな笑顔で「うんっ」と元気よく答えた。
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「これが遺跡？」

　薫は些いささか拍ひよう子し抜ぬけして言った。

　少し森が開けた所に、レンガ造りの家の基き礎そと外がい壁へきの一部が疎まばらに数すう軒けんばかり草木に埋うもれて佇たたずんでいるだけだった。草は膝ひざの辺あたりまで深く生い茂っており、家の跡あとだけポッカリと空あいているという感じである。閑かん散さんとした風景の中を、風がのんびりと木々を揺ゆらしながら通り過ぎていた。

「だからあんまり面おも白しろくないって言ったでしょ？　さ、ご飯を食べて帰りましょ」

　とアイリスは崩くずれた家の中に上がり込み、バスケットを開いた。

「うん……でももう少し見ていきたいな。アイリスはこの街のことを知っている？」

「村の人間なら誰でも知ってるわよ。わたしたちの村はね、元々はここに宝探しに来た盗とう掘くつ屋やが作った村だったんだって」

「えっ……宝？」

「あ、薫も興味があるんだ。でもそんな物はないのよ。昔ここに宝があるって伝説を聞きつけてやって来たはいいけど、実じつ際さい来てみたらこんな廃はい墟きよがあるだけでしょ？　大たい抵ていの人はただの噂うわさだったんだって帰って行ったけど、諦あきらめ切れない人がここに残って頑がん張ばって探したんだけど、でも結局はなかったの。それでお金を使い果たして帰るに帰れなくなっちゃった人が下流に村を作ったってわけ」

「じゃあ旧きゆうデュラーゾの人と、今のデュラーゾの人は全然違ちがうんだ」

「うん。戦争で生き残った人は一人もいないっておばあちゃんは言ってたわ。それより薫……」

「ごめんね、先に食べてて。やっぱり僕、もうちょっとここを見てみたい」

「もうっ」

　手にサンドイッチを持ちながらアイリスは膨ふくれっ面つらをした。

　薫はアイリスを残して茂みの中へと入って行った。

　街のあちこちに盗掘の跡らしき窪くぼみがあるが、傷が塞ふさがるように土ど砂しやが溜たまり草が生い茂っている。土が見えている部分はなく、それは村人たちはもうここに何の興味も抱いだいていないことを物語っていた。草にはごく最近踏ふみならした跡があった。殺された魔術師のものに違いなかった。

（何か変なんだよな……）

　どうも遺跡に着く手前から違い和わ感かんがあった。何か釈しやく然ぜんとしないものが引っ掛かかっているのだ。だがその正体が何なのか分からない。

（そういえばいつの間にか川からだいぶ離はなれてしまっているけど……）

　急流の音は今は聞こえていない。生活用水を得るために川のすぐ近くに街が形けい成せいされるのは四大河文明の頃ころからの習ならわしである。とはいえ、旧デュラーゾがあったのは石器時代ではなくほんの六十年前だ。水道だって下水だってある。川のすぐ側でないからおかしいなどということはないのだが……。

「ねえ、アイリス。この街ってさ……」

　彼女にもう少し廃墟について聞こうとしたその声は、まったく森に反響しなかった。

「えっ……」

　最初は耳がどうかしたのかと思った。標ひよう高こうの高い山に登ったときに三さん半はん規き官かんが気き圧あつでおかしくなるような感じだ。しかしそうではなかった。

　音が何なに一ひとつしない。つい先さき程ほどまであれほどうるさく聞こえていた鳥や蝉せみの鳴き声が、いつの間にかぴたりとやんでいた。樹木の間から見えるのは闇やみだけ。その先は真っ黒な板にぐるりと囲まれたように、森が途と切ぎれている。

（空くう間かん閉へい鎖さ！）

　薫の全身から血の気が引いた。廃墟の違和感について考え込んでいた薫は、別の違和感が迫せまっていたことに気づかなかった。魔術の力によって隔かく離りされた空間に閉じ込められていたのだ。

　ぐじゅり、と足の下で音がして薫は飛び退のいた。沼ぬまがあるわけでもないのに地面から重じゆう油ゆのような液えき体たいが染しみ出してきた。だが重油ではない。腐くさった肉のような耐たえ難がたい悪あく臭しゆうを放っていた。薫は鼻を押おさえて背はい後ごに下がった。

　薫は周囲を見み渡わたした。大抵の場合『キィ』があるはずなのだ。家の中に入るのに鍵かぎが必要なように、この空間の扉とびらを開くためのキィが。

　強力に閉鎖された物ほど内側にキィを併あわせ持つ。内側にキィが備え付けられていないものは時間が経たてば消しよう滅めつしたり、別の術者によって破は壊かいできるが、キィを内ない包ほうした強力な物はそれを見つけない限り永遠に出られない。代だい償しようを支し払はらうことで威い力りよくを増すのはこのテの魔術に共きよう通つうした傾けい向こうである。

　とはいえ薫は魔術師ではない。強弱など判断できないし、鍵の代償を持たない弱い空間閉鎖であったらこそ逆に、魔術を知らない薫には脱だつ出しゆつ困こん難なんだった。

（時間が経てば消滅……いや、無理だ。早くしないとこの毒どく気けで……）

　と、薫は目の前で起こるその光景に息を呑んだ。

　地面から染み出す黒い腐ふ液えきが重力を無視してこんもりと盛もり上がっていた。

　大人二人分ほどの腐液が集まったところで、腐液は四し肢しを持った動物の形へと変形していく。犬だった。シェパードを思わせる姿だが、体たい格かくはライオンよりも大きく、牙きばも爪つめも瞳ひとみさえも黒く濁にごった腐液である。

　腐液でできた黒犬ブラツク・ドツグは上体を反そらして猛もう獣じゆうそのままの咆ほう哮こうを上げた。

「なるほど……」

　薫は拳こぶしの骨を鳴らした。

「分かりやすくて助かるよ。お前が非常口ってわけか」

　ブラック・ドッグが薫に向かって来る。薫は相手の歩ほ調ちように合わせて軽いステップを踏ふんだ。育ての親である深ふか津つ神しん父ぷから習った東とう洋よう格かく闘とう技ぎの動きではない。この八か月の戦いの中で彼の体術には様さま々ざまな格闘技がハイブリッドされ、人間相手にしか通じないようなものは削けずられていき、まったく独どく自じの体たい系けいを成していた。

　ブラック・ドッグが飛び掛かると同時に薫は斜ななめ後ろに飛び、敵の攻こう撃げきを流しながら頭部めがけて回し蹴げりを放った。

　タイミングは完かん璧ぺきだった。鉄板を仕込んだシューズの爪つま先さきがブラック・ドッグの頭部をとらえた。パンッ、という破は裂れつ音おんと共に頭部が一かけらも残さず吹ふき飛んだ。

　が、その感かん触しよくはあまりにも軽かった。頭部を失ったブラック・ドッグは動きを止めたが、すぐさま水が盛もり上がるように頭部が再生される。

「あつっ！」

　薫は苦く痛つうの声を上げた。ブラック・ドッグを蹴った脚あしから煙けむりが立ち昇のぼっていた。靴くつの内側に仕込んだ鉄板が剥むき出しになり、さらにその鉄板も酸さんをかけられたように腐ふ食しよくしていた。

　ブラック・ドッグは、ぶるるるっ、と身体からだを震ふるわせた。腐液が四し方ほうに飛び散り、樹木や積つもった枯かれ葉はを焼いて白い煙が昇った。十メートルほどの距きよ離りを置いて薫とブラック・ドッグは向かい合う。ブラック・ドッグは「あぉーん」と些いささか間の抜ぬけた犬の嘶いななきをする。どうもふざけているらしい。

「……ずいぶん余よ裕ゆうがあるね、ワンちゃん」

　まともな物理攻撃が通用しないことを悟さとった薫は、首に下げていたネックレスを外はずした。そこには血のように赤い宝石が下がっていた。大きさは親指の先ほどもある。強ごう盗とうにあったという設定でこの村に潜せん入にゆうしている薫だ。こんなものを下げているのを見つかっては大変なのだが、さすがにこんな玩具おもちやみたいなシューズ一つで敵地にやって来れはしない。この宝石こそが薫の得え物ものだった。

　パキッ、と宝石だけ外すと、どういったわけか薫は宝石を口に含ふくんだ。

　そして薫はブラック・ドッグに背を向けて走り出す。すぐさまブラック・ドッグは薫を追って駆かけて来た。疾しつ走そう能力は比べものにならない。あっと言う間に距離は縮ちぢまっていく。

　ブラック・ドッグがあと一メートルという所まで迫せまったところで、薫は急ブレーキをかけて止まり、振ふり向きざまに回し蹴りを放った。

　蹴りを放った薫の脚は黒いオーラのようなものに包まれていた。薫の脚はサイドからブラック・ドッグの胴どう体たいを叩たたいた。それはまるで刃やいばのように尻尾しつぽの先までブラック・ドッグを両断した。腐液は四散し、今度は再生されることなく地面に吸い込まれて消えた。

　腐液が完全に地面に消えると、周囲に明るさが戻もどっていった。夏の木こ漏もれ日の中で、蝉や小鳥が何事もなかったように騒さわがしく囀さえずっている。

　薫は口に宝石をくわえたまま森の手前へと向かった。周囲に神経を張り巡めぐらせ、第二波の攻撃に備そなえる。

「ねえー、かーおーるー。何やってるのよーっ」

　ちょっと苛いらついたようなアイリスの声が聞こえた。ふう、と薫はため息をついて口から宝石を出した。

　アイリスの元に戻ると、彼女は薫に顔を近づけ鼻をくんくんと鳴らした。

「薫……ヘンな匂いがするぅ」

「ごめん、沼にはまっちゃった」

「わたしを放ほうってどっか行っちゃうからよ」

　彼女は頬ほおを膨ふくらませてそっぽを向いた。「まさか空間閉鎖をしたのは彼女か……？」などという考えが一いつ瞬しゆん頭をよぎった。

　がアイリスは顔を背そむけたまま、ちょうど半分サンドイッチの残ったバスケットを薫に差し出し「で、食べるの？」と聞いてきた。薫は「いただきます」と答えて口に運んだ。正直に「おいしい」と言うと、彼女はにっこりと笑え顔がおを見せた。

（まさかね……）

　二人は食事を終えて遺い跡せきを後にした。感じた違和感の正体は分からなかったが、次に来るときにはもうアイリスを連れて来ることは絶対にできない。間違いなく敵は存在し、自分に監かん視しの目以上の敵意を向けている。空間閉鎖を破やぶってみせたことで、敵はこれから激しい攻撃を仕し掛かけて来るだろう。

（……どこかから監視されていたのか、それともあのとき帰って行ったベンジーが報告して襲撃者が来たのか……）

　薫は敵の攻撃がまたあることを警けい戒かいして宝石をずっと手に隠かくして握にぎっていたのだが、何事もなく川の音が静かなせせらぎに戻り、村の煙えん突とつから立ち昇る煙が見えてきた。

　薫は不ふ意いに気づいて足を止めた。「どうしたの？」とアイリスが訊たずねる。

（もしかして敵がわざわざ空間閉鎖をしたのは、アイリスの身の安全を確かく保ほするためか!?）
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　空がオレンジ色に染まり始めた頃、薫は宿やどにしている村長の家に戻った。腐液の犬に焼かれたズボンと靴を見て村長がぎょっとしていたが、薫は「ちょっと沼にはまっちゃって」と適てき当とうなことを言って二階に上がって行った。

　半分正体が発はつ覚かくしてしまったようなものだが、一いち応おうは周囲を窺うかがってギーエンに連れん絡らくをする。

「メールを使わなくていいのかよ、まだ夕方だぜ」

　声を殺してギーエンが言った。

「ちょっとわけありでね。これから話すけど」

「ま、こっちもお前に報ほう告こくしなくちゃなんねえニュースがついさっき入ってきて、メールを送ろうと思ってたとこなんだ。まずはおめえの話から聞こうか」

「実は今日、例の遺跡を探してみたんだけど……」

　ギーエンは黙だまって薫の報告を聞き終えると「そんで、おめえはどうしてえわけよ？」と聞いてきた。

「……てっきり『馬ば鹿かっ。すぐ戻って来い』って怒ど鳴なられるかと思った」

「そうすべきだと思うぜ。そういう計画だからよ。でもおめえの口ぶりからは『絶対に続けてやる』ってのが滲にじんでんだよ。俺は立場上、おめえを説せつ得とくしなくちゃなんねえわけだが、頭ごなしってのは気にくわねえ。あれでリラフォードの旦那だんなも俺の話を一応は聞いてくれたワケよ。ま、採さい用ようされることはあんまりなかったけどよ……」ギーエンの声に寂さびしげな色が滲んだ。「で、おめえの意見は？」

「僕は敵を刺し激げきしてしまった。ここで僕が諦あきらめて帰ったらもう誰も潜せん入にゆう捜そう査さなんてできない。だから最後までやりたいんだ」

「おめえらしい考え方だな。嫌きらいじゃねえけどよ……」

「あのさ、この電話って他に聞いている人いる？」

「え？　俺おれだけだぜ」

「……ここでやめたくないってのはもちろんなんだけど、実を言うとさ、敵に気づかれないようちまちま周囲を窺いながら捜査するより、『敵が襲おそって来るならてっとり早くていいじゃん』て、ちょっとだけ思っちゃったんだよね」

　一瞬だけギーエンは絶ぜつ句くしてから大笑いした。

「そいつは嫌いじゃねえというより、すっげえ俺好みだ。よっしゃ、やろうぜ」

「オーケィ。そういえばギーエンの方の話って何？」

「ああ、それなんだけどよ……」

　いきなりギーエンの口調が暗くなった。

「言いづらいんだが、あの女魔ま術じゆつ師し、バチカンのホテルからいなくなりやがった」

「えええっ！」

「ああ。ホテルで見み張はりをしてた衛えい兵へいの全員が魔術で失しつ神しんさせられ、本人はいなくなっていた。しかも衛兵の顔にマジックで『ＹＯＵ　ＭＵＳＴ　ＧＯ　ＴＯ　ＨＥＡＶＥＮ』って落書きして行きやがった。オーブリーのジジイがどんだけキレたか想像できるだろ？」

「……うん、すっごく」

「それだけじゃねえ。あの女の脱だつ走そうが発はつ覚かくするちょい前、ホテルから電話で魔術師協会と連絡を取っていた。もちろんウチは盗とう聴ちようしてたんだが、盗聴したテープには延えん々えんと『おお、ブレネリ』が録ろく音おんされていた」

「『おお、ブレネリ』って『貴方あなたのおうちはどこ？』のあれ？」

「そうだ。通話先と綺き麗れいにハモって『ヤッホー、ホトゥラララ』って唄うたってやがった。どうやら得体の知れねえ魔術を使って盗聴を妨ぼう害がいしたみてえだが、考えてみると魔術師連中に電話なんざ必要はねえ。わざわざ盗聴している俺たちに……て言うかオーブリーのジジイに聞かせるためにやりやがったんだ。どれだけキレたか想像できるだろ？」

「……うん、とっても」

「まだある」

「も、もういいよっ。やめてよっ。怖こわいから聞きたくないよっ」

「うるせえ、聞け。俺は話してえんだ。部屋には赤いローブを着せたダッチ・ワイフが残されていて、どうもかなり前の時間からそのお人形さんを自分に化かしてたみてえだ。電話で唄ってたのがお人形さんかまでは分からねえが、そいつの顔には落書きがしてあった」

「……な、何て？」

「『オーブリー専せん用よう』」

　考えたくもないのに、ダッチ・ワイフを抱だき締しめながら、テープレコーダーの前でクラウディアの唄う「おお、ブレネリ」を聴きいてこめかみに血けつ管かんを浮うき上がらせるオーブリーの姿が浮かんでしまい、薫は引きつった笑いを漏もらした。

「人形と入れ代わったのがいつなのか分からねえから、今のところ足取りは不明。でもたぶんそっちに行くぞ。気をつけろよ」

　不吉なことを言ってギーエンは通話を切った。薫の脳のう裏りで『ジョーズ』のテーマが鳴り響ひびいた。

（いや、考えてみれば彼女と敵対する必要はないんだ。例の書を奪うばい合わない限り、僕らと利り害がいが対立することはないんだ。彼女が来てくれるなら遺跡での違和感について相談できるから都合がいい……かもしれない。ま、まあ、クラウディアさんのことは後で考えることだな。うん。後にしよう……）

　ちょっと逃とう避ひ気ぎ味みに復讐の女神ネメシスではなく森の襲しゆう撃げき者しやのことを考えることにした。

（森での襲撃は敵にとっても諸もろ刃はの剣つるぎだったはずだ。僕を仕し留とめ損そこなったことで、自身の存在をはっきりと僕に示しめしてしまった。こちらが襲撃に備そなえていることは分かっているだろうから、真っ正面から来るとは思えない。……でも不ふ利りなのはまだ僕だ。敵には僕の存在が分かっているけど、僕には敵が誰だか分からない……）

　と、そのとき階段を上って来る音がした。二人分の足音だった。薫は宝石をポケットから取り出す。

　しかし、相手は足音を忍しのばせてはいなかった。片方は老人のもので、片方は子供のものだ。ドアの前で立ち止まり、ノックをする。

「薫君、よいかな。フィギンズさんが君に用があるというのじゃ」

「えっ」

　ドアを開けるとそこには村長と昼間会ったベンジーがいた。薫と視線が合うとベンジーは困こまったように視線を彷徨さまよわせた。

「フィギンズさんは君を夕食に招しよう待たいしたいそうじゃ」

（そうきたか……）
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　薫とベンジーは二人でフィギンズの屋や敷しきに向かった。ベンジーに話しかけてみたが、彼は脅おびえきった様子で世せ間けん話ばなしに応おうじてくれなかった。

　この静かな村にはあまりに似に合あわないけばけばしい屋敷の前に着いたとき、薫はそっとベンジーに訊たずねた。

「お父さんたちには何て僕のことを報ほう告こくしたの？」

「えっ！」ベンジーは驚おどろいて薫を見上げた。「う、うん……『アイリスと二人で遺い跡せきの方に歩いて行くのを見た』って……」

「分かった。君と森で会ったなんて言わないよ」

「あ、ありがとっ」

　ぱっとベンジーの顔が明るくなった。

（それにしてもすごい脅え方だな……）

　屋敷の玄げん関かんのベルを鳴らすとメイドが現れた。「深津様ですね。申し付かっております」と丁てい寧ねいな取り次ぎをされ、屋敷の奥おくからのっしのっしと太った五十前の男が現れた。屋敷の悪あく趣しゆ味みとよく似合ったガウンをまとい、口には葉は巻まきをくわえていた。薫は息を呑む。この人物こそフィギンズに違ちがいなかった。

「よく来てくれたな、遠い国からの人。わしのことは知っているな？」

　フィギンズは最後の言葉に意味ありげな響きを持たせた。

「ええ、フィギンズさん」

「結けつ構こう」

　とフィギンズは握あく手しゆを求めてきた。彼の手を握にぎると、ぬるっ、とあまり気持ちのよくない感かん触しよくが返ってきて薫はつい眉まゆを顰ひそめてしまったが、脂あぶらぎった大地主は何か誤ご解かいしたのか「そう警けい戒かいしなくていいぞ」と小さな声で囁ささやいて口元に笑えみを浮かべた。

「おや、そのズボンはどうしたのかね？」

「ちょっと散歩に行っているときに沼ぬまに落ちてしまって」

「なるほど、散歩ねえ」フィギンズはまた意味ありげな響ひびきで言った。「まあ、よいだろう。服を用意させるから食事の前に着き替がえなさい。そんな汚よごれた服で我わが家の夕食に出席させるわけにはいかないからな……ああ、何か食べたいものはあるかね？　何でも用意させるぞ」

　相手の表情の変化に注目しながら薫は言った。

「犬以外だったら何でもいいです」

「犬だって？　君の国ではそんな物を食べるのかね？」

　しかしフィギンズは心底気き味み悪わるそうに顔を顰しかめただけだった。

（あれ……あの犬をけしかけたのはコイツじゃなかったのか？）
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（う～ん……）

　どうも抱いだいていたイメージと違った。もっと村を陰かげで牛ぎゆう耳じるマフィアのボスみたいな人物を想像していたのだが、ただの田舎いなかの成り金にしか見えない。脅おどす気たっぷりで口にする言葉もあまりに安っぽくて怖こわがるのはちょっと無理だった。

（まあ、魔ま族ぞくにだって色々いるだろうけど……）

　招まねかれたダイニング・ルームはある意味フィギンズという男に相応ふさわしいと言えた。確かに調ちよう度どの一つ一つは高価に見える代しろ物ものなのだが、あまりインテリアに詳くわしくない薫でも年代も様よう式しきもバラバラなのが見てとれた。たとえば、いくら同じアジアの物とはいえ、純じゆん和わ風ふうの茶室の中に中国明王朝時代の陶とう磁じ器きが飾かざってあり、アオザイを着て胡座あぐらをかいていたら失しつ笑しようせずにはいられないだろう。

　一千年前からこの世界に住み続けている魔族たちはそういったことにうるさい人物が多いそうだ。神聖ローマ帝国の時代に生まれたらしいレイニーも、珍めずらしくアンティークには蘊うん蓄ちくを傾かたむけたりしていた。魔族は貴き族ぞく的てきだ、と言われる所以ゆえんである。

　そういった生物からすれば耐たえ難がたい部屋にも思えるのだが、全すべてに於おいて警戒の手を緩ゆるめぬようレイニーに仕込まれている薫は「偽ぎ装そうだとすると、かなりの腕うで前まえだ」とちょっと首を捻ひねりながらも判断を保ほ留りゆうした。

　メイドがオードブルの皿をテーブルに置いてダイニング・ルームを出て行くと「さて、いきなりだが本題に入ろうか」とフィギンズは切り出した。「君は今日、あの遺跡に行ったそうだな」

「はい。アイリスとピクニックに」

　フィギンズは「ふん、ピクニックか」と意味ありげに笑い、薫の二つ隣となりに座すわったヤーディアは「よく言うぜ」と同調した。

　食卓についているのはあと二人。薫のすぐ隣にいるベンジーと、フィギンズの隣に座った彼の妻のロクサーヌである。ベンジーが自分の方をちらちらと見ているのを感じていたが、薫は気づかないふりをしてあげた。ロクサーヌは周囲の緊きん張ちようなど関係ないといった感じでひたすら目の前の料理をぱくぱくとついばんでいたが、薫と目が合うとおっとりとした会え釈しやくをした。

　それから部屋にはもう一人いる。部屋の隅すみに三十過すぎの執しつ事じ服ふくの男が立っていた。紹しよう介かいされなかったので名前は分からないが、とても執事の仕事には向かなそうな傷だらけの荒あらくれた顔をした男だった。他の使用人たちは全て部屋を出るよう命じられたのに、彼だけは当とう然ぜんのようにここに残った。

「食べないのかね？」

　フィギンズが聞いてきた。薫は目の前の料理に手をつけていなかった。薫が「ちょっと食しよく欲よくが……」と言うと、フィギンズは「何も入ってはおらんよ……まあ、今日のところはな」と意味ありげに笑った。ヤーディアも一いつ緒しよになって笑った。薫が気にしていたのは果はたして何の肉の料理かということであったのだが、この様子では食べても平気だろう。脅えたと思われるのも癪しやくなので、薫はオードブルを口に運んだ。

「ふふ……度ど胸きようもいいようだな。さすがに一人で乗り込んで来るだけはある」フィギンズは薫が即そく座ざに料理を食べたことに感かん心しんした様子だった。「正直に言いたまえ。君は村に伝わる宝を探しに来たのだろう？」

「アイリスから伝説の話は聞きました。でもただの伝説なんでしょう？」

「まあ、わしもつい最近まではただの伝説だと思っていたのだがな……」

　フィギンズの視線が一いつ瞬しゆんだけ動いた。薫はそれを追ったりはしなかった。視線の先にいるのがあの執事だけなのはすぐに分かったからだ。

「君はあの地質学者の仲間なのではないのかね？」

「泥どろ棒ぼうだったとは聞いています。僕がその仲間だって言うんですか？」

「とぼけなくていい。君は仲間から何かを受け取っているんじゃないかね？」

　それにしたって何てデタラメなカードの切り方だ……と薫は何だか頭にきてしまった。

　生せい来らいの人の良さからか交こう渉しよう術じゆつにすこぶる不向きだった薫は、こちらの修業ではレイニーに散さん々ざん怒おこられて苦労した。怒られると言うか、氷のような目で蔑さげすまれるように見られながら、「お前は馬鹿か？」とか「お話にならないな」とか言われるのであるが。

　フィギンズの交渉は──好意的に『交渉』と呼ぶにしたって──レイニーが「絶対にやるな」と教えられたことを片かたっ端ぱしからやっているという感じだ。相手がどこまで情報を持っているかまるで確かく認にんしてない。これで相手が何も知らなかったら、重要な情報をポンポンと与あたえることになる。

　メイドがメイン・ディッシュを運んで来た。部外者が入って来たので会話が一瞬止まった。メイン・ディッシュはレア・ステーキだった。鉄板の上で小こ気き味みいい音を立てていたが、これはちょっと口に入れられない。

「宝というのはいったい何なんですか？」

「ほう、わしを試ためすつもりかね。では敢あえて乗ってやろうじゃないか。宝の場所を記しるした書だよ。……百トンの金きん塊かいの場所が記された、ね」

　横でヤーディアが「すげえ……」とだけ呟つぶやいて口をあんぐり開けていた。が、薫は「はあ？」と思ってしまった。魔術師と魔族が膨ぼう大だいな被ひ害がいを出し続けながらも追っているのがただの金塊だって？

「どうだ、手を組まぬか？　宝の地図はこの村にあった物、つまり地主であるわしの物だが、分配は期待していいぞ。書の眠ねむった部屋を開く鍵かぎを渡わたしさえすればな」

　そしてフィギンズは「くっ、くっ、くっ」と笑った。

　嫌きらいになれない人物ではある。が、差し出す契けい約やく書しよには絶対にサインできない人物でもある。恐おそろしく計算高い偽装の天才という可能性も考えられなくはないが、彼が魔族だというのは何か魔族を侮ぶ辱じよくしているような気がした。薫の中で容よう疑ぎ者しやが一人消えた。

「申もうし訳わけありませんが、何をおっしゃっているのかよく分からないので」

　薫は席を立った。こういう態度を取られたことがないのかフィギンズは唖あ然ぜんとした後、物もの凄すごい形ぎよう相そうで薫を睨にらんだ。

「貴き様さま……自分が何を口くち走ばしっているのか分かっているのだろうな？」

「分からないから『分からない』と言っただけなんですが……でも、宝探しはしてみようかなあ。どっちが先に見つけるか競きよう争そうですね」

　その言葉はフィギンズに向けたものではなかった。薫は部屋の隅にいた執事の反応を見るべく、そちらに顔を向けた。

（えっ……）

　この屋や敷しきに来てから初めて薫の顔に驚おどろきの表情が浮うかんだ。さっきまでいたはずの執事の姿がいつの間にか消えていたのだ。

（あいつはやっかいだな……）

　フィギンズの「ふふ、知っているか？　あの地質学者はどうやら死んだらしいぞ」などという脅し文もん句くに心の中で「僕が後続なら、そんなことは知っているに決まっているでしょ」とツッ込みを返しながら、薫はフィギンズの屋敷を後にした。




　　　　◇




　薫はあの宝石を手に握にぎりながら、村長の家へと戻もどった。かなり警けい戒かいしていたのだが、あの執事は襲おそっては来なかった。

　家の前に村長が待っていた。彼は堅く結んでいた口を開くと、ストレートに切り出した。

「悪いが出て行ってくれるかな？」

「……フィギンズさんですか？」

「うむ。先さき程ほど執事がやって来てな。君に使わせている部屋を漁あさってから、そう命令された。もう君をここに置くわけにはいかんのじゃ」

「分かりました。部屋を見てもよろしいですか？」

「あまり時間はかけんでくれ」

　二階に行ってみると部屋は滅め茶ちや苦く茶ちやに荒あらされていた。村に持ち込んだ物は全て身に付けていたので被ひ害がいはないが、床ゆか板いたまで剥はがして相当入にゆう念ねんに何かを探したようである。

　下に戻ると村長は一足の靴くつを手にして待っていた。

「一度は滞たい在ざいを認めたのにすまない。恐らくもうこの村で君を泊とめてくれる人間はいないじゃろう。それがこの村なのじゃ。許ゆるしてくれ。街までは遠い。せめて新しい靴を履はいて行きなさい」

「ありがとうございます。でもこれ、気に入っているんです」

　薫は村長の好こう意いに礼れいを言ってから彼の家を後にした。

　行くあてもなく歩きながら薫はフィギンズの家で得た情報を整理する。

（あの愉ゆ快かいなおじさんは『書』を探している。少なくともそこはクラウディアさんの話と一いつ致ちしている。ということは、そこまでは真実を教えられた上で誰かに騙だまされているってことか……おそらくはあの執事に騙されて。そしてあの執事は僕が書を持っていると思って部屋を荒らした……。いや、待てよ。フィギンズは『書』じゃなくて、「書の眠った部屋を開く鍵を渡しさえすればな」とか言っていたけど……よく分からないな……）

　薫は『書』について考えるのがちょっと面めん倒どうになってきた。

（パトグロスの石せき碑ひを使うか……？）

　バチカン地下のゲートの周辺にあった彫ちよう像ぞうや石碑が一千年前にゲートが開いたときに何らかの力を浴あび、闇やみの血を受けると光り輝かがやくようになったと言われる物──薫はそれの破は片へんをトランシーバーの中に隠かくして持ち込んでいた。

　執事が襲って来てくれれば血を流させることもできるが、そうでなければこっちからいきなり殴なぐるということになる。しかも間ま違ちがいだったら、行きがかり上、村の人間を片かたっ端ぱしから殴って鼻血を出させるという手段を取ることになりそうだ。いや、それはこのミッションの作戦会議でとあるトゲトゲ頭の男が提てい案あんしてオーブリーにぶん殴られて廃はい案あんになったアイデアだ。三人目ぐらいで袋ふくろ叩だたきにされて村を追い出されることになるだろう。

（でも村を追い出されることが決まったんだし、あいつだけでも試ためしてみようか……）

　などと薫がトゲトゲ頭のあの男のようなことを考え始めたとき、正面から走って来る足音が聞こえた。薫は宝石を口に含ふくみ、両りよう脚あしに宝石が運んで来る力を集中させた。が、前から現れたのはアイリスだった。薫は宝石をポケットに戻した。

「ああ、薫。いま貴方あなたを探しに来たところなのよっ。一いつ緒しよに来てっ！」

　アイリスはいきなり薫の腕うでを掴つかんで引っ張る。息を切らせ、酷ひどく慌あわてた様子だった。

「いったいどうしたの!?」

「おばあちゃんとミラベリ先生がすっごい喧けん嘩かをしているの。それがどうも薫のことでらしいのよ。二人があんなに怒ど鳴なり合っているのは初めて見たわ。お願い、二人を止めてちょうだいっ」

「どうして僕のことで喧嘩をするの？」

「分からないのよっ。家に帰って夕食の準備をしていたらミラベリ先生がやって来て、おばあちゃんと喧嘩を始めたの。わたしは外に出るよう言われたから何のことで言い争っているかさっぱり分からないけど、どうも遺い跡せきに行ったことが原因みたいなのっ。お願い、薫。一緒に来て。二人ともわたしの大切な人なのっ。あの二人が喧嘩するなんて嫌いやっ」

　自分に敵の手が迫せまる今、もうアイリスには近づかないつもりだったのだが、涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにする彼女を薫は放ほうってはおけなかった。

　家の外まで怒鳴り声が聞こえてきた。二人ともすこぶる感かん情じよう的てきになっていてよく聞き取れなかったが、「命が惜おしくないのかっ!?」とか「貴方に何の関係があって？」とかといった台詞せりふが耳に飛び込んでくる。

　薫が家に入ると、二人が同時に口を塞ふさいで薫を見つめた。マーガレットはぷいっと顔を背そむけたが、ミラベリはつかつかと歩み寄って来て薫の胸むな倉ぐらを掴んだ。

「何の用だっ」

「あの……二人が喧嘩をしているから来てくれってアイリスが……」

「お前がこの村からいなくなれば全て解決する。さっき私の所にもフィギンズの使者がやって来て、お前を泊めるなと私に命令しよったっ。ちょうどいい、とっとと出て行けっ！」

「あら、何を言っているの？」マーガレットが背を向けたまま口を開いた。「宿がないならここに泊まって行くといいわ」

　ミラベリはぽかんと口を開いて唖あ然ぜんとしていたが、薫から手を放すとマーガレットに詰つめ寄った。

「マーガレット、お前はいったい何を考えているんだっ！」

　ミラベリはマーガレットの両りよう肩かたを掴むが、彼女はそっぽを向いて返事をしない。ミラベリが乱らん暴ぼうに肩を揺ゆすると、マーガレットは口を覆おおって咳せき込こんだ。ミラベリは顔を蒼あおくして手を放した。口を覆っていたマーガレットの手には血ち飛沫しぶきが飛んでいた。

「やめてよっ！」

　アイリスがミラベリに掴み掛かかった。彼女は泣きながら「先生の馬ば鹿かっ」とミラベリの身体からだを叩たたいた。ミラベリが「すまない……」と言ってマーガレットから離はなれると、アイリスは祖母を庇かばうように祖母の膝ひざの上に乗った。

　ミラベリは玄げん関かんへと向かった。玄関の前には薫がいた。薫は動くことができなかった。

　彼は薫の横を通り過ぎるとき、小さな声で短く言った。

「……今夜中にお前を狩かってやる」

　憎ぞう悪おもなければ脅おどしの意い図とも感じない。ただ起こるべきことを淡たん々たんと予告する口調だった。

　ミラベリの姿が闇に溶とけ込こんで消えたとき、薫はやっと自分の足が震ふるえていることに気づいた。








　ＡＣＴ．４　バーニング・スルー・ザ・ナイトBurning Through the Night




　薫かおるはあてがわれた屋や根ね裏うらの物もの置おきで息を潜ひそめていた。触ふれたら弾はじけ飛ぶ風船のように精神は過か敏びんになり、虫が鳴くのをやめただけで全身の筋肉が反応して戦せん闘とう態たい勢せいを取ってしまう。

　額ひたいを伝う汗あせは夏の夜の蒸むし暑あつさがもたらしたものではなかった。薫は夜がこれほど恐おそろしいことを忘れていた。いや、忘れようとしていた。あの男は人間の捕ほ食しよく者しやへの恐きよう怖ふを思い起こさせた。間ま違ちがいない、ミラベリは魔ま族ぞくだ。呼吸のリズムを狂くるわせただけであの男を呼び寄せてしまう気がした。堅かたく握にぎった手の中から微かすかに漏もれる宝石の光さえもどかしい。

　もう深夜の十二時を過すぎていた。村は静せい寂じやくに包つつまれ、階かい下したから聞こえていたアイリスのすすり泣く声も今はもうしない。

　ずっと考え続けていたが、ミラベリとマーガレットが自分のことで喧けん嘩かをしていた理由はやはり分からない。それどころか人間と魔族が言い争うというシチュエーションが如い何かなる状じよう況きようで起きたかさえ見けん当とうがつかなかった。薫の知っている範はん疇ちゆうでは、魔族は決して人間を対たい等とうの相手と見たりしない。意見が対たい立りつすれば相手をこの世から消すだけだ。

（どうするか）

　マーガレットには得え体たいの知れないところがある。魔族が待ち構かまえている夜の村に出て行くのはあまりに危き険けんだが、果はたしてここに留とどまるのは安全なのか？

　精神を張り詰つめるのにも自おのずと限げん界かいがあった。薫は周囲の物を見る余よ裕ゆうがでてきた。

　屋根裏部屋に置かれた荷物には、祖母と孫まご娘むすめの二人暮らしには使われない物が置いてあった。男物の洋服や若い女性のためのドレス。数人分の食器に、誰だれが使っていたのか弦げんの切れたままのギター。そして小さな窓から差し込む月明かりに照てらされた二脚きやくの椅い子す。

　この家の食しよく卓たくには三脚の椅子が置かれていた。アイリスとマーガレット、そしてときおりやって来るミラベリが使う物だ。全部で五つの椅子は、本当は両親と祖母と祖父とそしてアイリスが座すわって食卓を囲かこんでいたのだろう。

　ここに二脚の椅子を片付けた気持ちが薫にはよく理解できた。深ふか津つ神父と真ま澄すみの三人で暮らしたナフィタジア教会に帰ったとき、たぶん座る者のいなくなった二脚の椅子を自分もどこか見えない場所に隠かくしてしまう気がした。座る者のいなくなった椅子が否いやが応おうにも浮うき上がらせる不在の空くう白はくは、心に痛いたすぎるのだ。あのお喋しやべりなアイリスが、失った人間の話は一度もしようとしない。

（……悩なやむことなんてなかったな）

　薫の腹は決まった。

　屋根裏部屋の床ゆかを開き、備そなえ付けられている梯子はしごを降ろした。一階のリビングから薄うすぼんやりとランプの光が漏もれていた。薫は完かん璧ぺきに足音を殺して梯子を降りる。古めかしい木の梯子は軋きしむ音さえ立たない。

　そっとリビングを覗のぞくと、椅子に座ったマーガレットの背中が見えた。二人分の寝息が聞こえた。彼女の膝ひざにはアイリスが乗っているようだ。マーガレットが何者であるにしろ、自分がここに留まればアイリスが巻き込まれることになる。そんなことはできない。薫は二人に一礼し、部屋の前を通り過ぎた。

　玄げん関かんのドアのノブに手を掛かけた瞬しゆん間かん、手に静せい電でん気きのような小さな痛いたみが走った。木もく製せいのドアだから静電気はあり得えない。ささくれでも出ていたのかな……などと思っていると、リビングの中から静かな声がした。

「朝になるまでここにいなさい。これは命令よ」

　マーガレットの声だった。薫は思わず逃にげるようにノブを掴つかむが、まるで石せつ膏こうで固めたかのようにノブは微び動どうだにしなかった。

（な、何だこれは!?）

　薫が動かないノブと格かく闘とうしていると、マーガレットがまたリビングから薫を呼んだ。「聞こえなかったの？　こっちにいらっしゃい」今度は少しばかり鋭するどい声だった。病びよう魔まに冒おかされた弱々しい肉体から発せられた声だというのに、抗あらがい難がたい迫はく力りよくがあった。薫は諦あきらめてリビングに向かった。

「座りなさい。少しお話しをしましょう。でも大きい声は出さないで。今日はこの子を起こさないであげたいの」

　とマーガレットは彼女の膝にもたれて寝ているアイリスの頭を撫なでた。あのまま泣き疲つかれて寝てしまったのだろう、アイリスの頬ほおには涙なみだの跡あとがあった。

「……ドアノブに何をしたんですか？」

「分からないところを見ると、貴方あなたはわたくしの待っていた人ではないようね」彼女は残念そうに言った。「『力ある物』を身に付けていたからてっきりそちらの人かと思って遺い跡せきの場所を教えましたが、ハズレだったようね」

「僕が知りたがっているのを分かっていて、わざと喋しやべったんですかっ!?」

「当たり前よ。わたくしを誘ゆう導どう尋じん問もんしようなんて百年早くてよ」

　マーガレットはイタズラっぽく笑った。この年ねん齢れいの女性に相応ふさわしい言葉ではないかもしれないが、口を覆おおってみせる仕し草ぐさは実にチャーミングだった。

　彼女の笑い声で膝の上のアイリスが「んんっ……」と身体からだを捻ねじる。マーガレットは「あら」と口を塞ふさいだ。そして相あい変かわらずの命令口調で薫に言った。

「薫、この子をベッドまで運んであげなさい」

　薫は言われるがままにアイリスを抱だき上げた。服を通して伝わって来た彼女の身体の思いがけぬ感かん触しよくに薫は思わず「あっ……」と声を漏もらした。

「どうかしましたか？」

「いえ……」薫は言葉を濁にごす。「女の子のわりには固かたい筋きん肉にくをしていたものだから……すごい小さな身体なのに……」

「その子の苦労の跡あとです。わたくしの夫が死に、その子の両親が死に、そしてわたくしが働けなくなってからはその子がわたくしたち二人を養やしなっています。でもこんな小さな身体を鞭むち打うって働いてもとても食卓を満たすことはできなくて、村の人たちの助けを借りています。村人たちはわたくしたちを憐あわれんで手を差し伸のべてはくれますが、一家が暮らすのも厳きびしい冬もあります。そんなとき食べ物を分けて貰もらいに行くこの子は辛つらい目に遭あっていることでしょう。わたくしが働けなくなった頃ころからですね、この子が人の話に奇き妙みような解かい釈しやくを付けるようになったのは」

「傷つきたくないんですね……」

「そうよ。冷たい人たちの言葉の刃やいばで自分の心が切り刻きざまれてしまわぬよう、この子は自分自身に嘘うそをつくの。わたくしがいなくなり、誰か素す敵てきな男性に貰もらわれて行けば、そんなこともなくなるでしょうけど。この子には貴方が白はく馬ばの王おう子じ様さまに映うつっているみたいよ」

「アイリスは貴方を負ふ担たんに思ってなどいません」

「知ったふうなことを言わないでちょうだい。この子と出会ったばかりの貴方になぜ偉えらそうに断だん言げんできて？　心の中ではもっと遊びたい、もっと楽しく生きたいと思っているかもしれないではありませんか」

　マーガレットの瞳ひとみには静しずかな怒いかりが宿やどっていた。

「僕は……ある責せき務むを背負っています。でも最近までそれを知らず、ある人物に……僕の兄に肩かた代がわりしてもらっていました」

「お兄さん……？」

「はい。兄は僕のために傷つき血を流し続けました。だけど何も知らなかった僕の前ではずっと笑え顔がおで接していてくれました。それは辛さを隠かくした笑顔だけど、偽いつわりの笑顔じゃなかった。アイリスは貴方が亡なくなったときにたくさん涙を流すだろうけど、『これで楽になった』なんて一いつ瞬しゆんたりとも考えないはずだ」

　闇やみの世界へ連れて行かれた真澄の姿がまざまざと脳のう裏りに浮かび感情的になっていた自分に気づいた薫は「関係ないことかもしれませんが……」と付け加えた。

「……いえ、そんなことはありません。わたくしも『どうせ豊ゆたかな国に暮くらしている人間には分からないでしょう』なんて貴方を見下していたのかもしれません。失礼しました」彼女は礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げると、元の優ゆう雅がな笑みを浮かべた。「貴方は優やさしい子ね。さあ、今度はわたくしのお姫ひめ様にも優しくしてあげて」

　薫はアイリスをベッドまで運んだ。そっとシーツをかけてあげると、彼女は寝ね惚ぼけて薫の手を掴み「おばあちゃん……」と呟つぶやいた。爪つめはひび割れ、畑の土が刺青いれずみのように染しみ込こんでいた。彼女を邪じや険けんにしたりしなくて本当によかったと思った。

　薫はリビングに戻もどると、マーガレットに問いかけた。

「貴方は何者ですか？」

「あら、アイリスがいなくなった途と端たんストレートになったわね」

　彼女は笑顔のまま言った。チェスの名人が若手の挑ちよう戦せんを受けるといった感じだ。

「小こ細ざい工くは通用しないようなので」

「いい心こころ掛がけね。でもそれを聞きたいのでしたら、まずは自分の素す性じようを明かすのが先ではありませんか？」

「それは……」

「言えないでしょうね。貴方はわたくしたちとはまた違ちがった厳きびしい世界に生きているようですから……。では話はこれでおしまい。アイリスに優しくしてくれたお礼に、貴方の安全はわたくしが保ほ証しようします。ミラベリは貴方をすこぶる警けい戒かいしているわ。いま外に出たら貴方は間違いなく死ぬことになります。でもここにいる限りはわたくしが手出しをさせません。太陽が昇のぼるのを待って、この村から逃にげなさい」彼女の横顔にまた愉ゆ快かいそうな笑みが戻った。「あの人はね、太陽がとっても嫌きらいなのよ。太陽があるときに会うといつも不ふ機き嫌げん。優しい言葉の一つも口にしてくれないわ。でもわたくしも夜は早く寝たいからどっちもどっちね」

「やはり貴方はあの男が魔ま族ぞくだということを……」

　そこまで言ったときだった。玄関をノックする音が聞こえた。薫が向かおうとすると、マーガレットは「ダメよ、客は家の主人が迎むかえるものです」と制せい止しした。彼女はランプを手に立ち上がり、よろよろと覚おぼ束つかない足取りで玄関へ歩き出した。

「それにね……」マーガレットは扉に掌てのひらをあてた。その手が青く光る。「おまじないがしてあるから、貴方では開かないのよ」

（やはり魔術師っ！）

　自分の正体は話さないと言った彼女がこれを見せたのも『わざと』なのだろうか……。そんなことを考えているうちにマーガレットがドアを開けた。

　闇の中に誰かが佇たたずんでいたが、薫には来らい訪ほう者しやの顔は見えない。マーガレットは来訪者に向かっていきなり不機嫌な口調で言った。

「……帰りなさい。貴方の主人は生なま臭ぐさいから嫌いなの。わたくしの家に嫌な匂においを持ち込まないでちょうだい」

「誰の主人が生臭いだって？」

「ふん、あんな欲よく望ぼうでぶくぶくと太った男によく仕えていられるものね」

　冷たく言ってマーガレットが来訪者に背を向けたとき、彼女が手にしたランプの光の具合で来訪者の顔が見えた。

「マーガレットさんっ、逃げてっ！」

　薫は叫さけびながらマーガレットの方へと駆かけた。彼女の背はい後ごでフィギンズの屋や敷しきにいたあの不ぶ気き味みな執しつ事じが手を振ふり上げていた。その手からは皮ひ膚ふを突つき破って鋭するどい爪が伸のびていた。

　執事の手が振り下ろされるより一瞬早く、薫はマーガレットを押おし倒たおして床ゆかに伏ふせた。そのすぐ上を執事の腕うでが通り過ぎ、玄関の壁かべの丸太が粉こな々ごなに吹ふき飛んだ。

「くっ……」

　背中に一ひと筋すじの熱い痛みが走る。そしてどろりという感かん触しよく。薫の背中を微かすかに掠かすった執事の爪は、それだけで薫の背中を深く抉えぐっていた。

　だが薫はやられっぱなしではなかった。伏せるのと同時に薫は執事の膝ひざに蹴けりを入れていた。鉄板を仕込んだ靴くつは膝の皿を叩たたき割り、執事は数メートル先に転がった。

「やるな、小こ僧ぞう」

　カウンターの一撃を食らったというのに執事は笑みを浮うかべた。ひょっこりと立ち上がり、関節の曲がらない方向に折れた片足を玩具おもちやを直すように元の方向へと直した。上着を脱ぬぎ捨てると、武器であるはずの爪を引っ込め、拳こぶしを握にぎり締しめた。そして軽けい快かいにフット・ワークを刻み始める。

「人間をやめる前はボクサーだったみたいだね」

「ライト級で三位止まりだ。所しよ詮せん俺の才能はボクサーよりもクラブの用よう心じん棒ぼう向きだったのさ」執事は右のストレートを放ってみせた。その動きは薫の目には追えなかった。「だが今ならヘヴィ級のチャンピオンだって病院送りにできる」

「ドーピングで捕つかまらなけりゃ、だろ？」

　執事とは正反対に薫は静かに構かまえた。足は大きく広げてほとんど動かさない。そして口にあの宝石を含ふくむ。

　執事は鋭いステップを切りながら間合いを詰つめ、薫の顔面を狙ねらってフックを放った。薫にはそのパンチを目で追うことはできない。が、相手のステップの歩ほ幅はばでパンチのタイミングを正確に測はかっていた。

　電流が通るかのように薫は一瞬で静から動へと転ずる。左手で相手のパンチをサイドから叩たたいて微かに軌き道どうを変えると、空いたスペースを使って身体からだを一回転させてパンチを躱かわし、そのままの勢いきおいで相手の顔面めがけて裏うら拳けんを入れる。

　しかし相手も格かく闘とう技ぎの経けい験けん者しやだった。黒いオーラをまとった薫の拳をスウェー・バックで避よけ、さっと距きよ離りを取った。薫の左手の掌てのひらが焦こげた匂いと共に血を流していた。相手のパンチを弾はじいたとき擦こすれて焼けたのだ。

「ほう」執事はステップを踏ふみながら楽しそうに言う。「これは面おも白しろい。お前はよくボクシングを知っている」

　対戦相手との間合いを調ちよう整せいすることにかけてはボクシングに勝まさる格闘技は存在しない。だから薫はステップを踏んで激しく動いて戦うためのフットワークではなく、交こう錯さくする一瞬のための足取りをとったのだ。

「第二ラウンドでＫＯしてやるよ」

「さて、できるかな？」

　執事が上半身裸はだかになった。筋肉の塊かたまりのような上半身が痙けい攣れんのように蠢うごめき、両腕の下からさらに一本ずつの腕が飛び出してきた。さらに上うわ顎あごが突つき出し、全身が獣けものの毛に覆おおわれる。四本腕の人じん狼ろうだった。

「どういうことなのミラベリっ！」マーガレットが執事の後ろの闇やみに叫さけんだ。「なぜこの村に使し徒とがいるのっ！　村人には手を出さないって約束したじゃないっ」

　しかし背後からは誰も応こたえない。

「勘かん違ちがいしているぜ、ばあさん。俺の主人マスターはあんな無む能のうの役立たずなんかじゃない」

「えっ……」マーガレットと同じことを考えていた薫は戸と惑まどった。「お前はミラベリの使徒じゃないのか!?」

「マスターの元に連れて行ってやるよ。それが俺の仕事だ。だが大人にでかい口を利きいたお仕し置おきに最終ラウンドまでかけて身体中の骨を砕くだいてやる」執事はその四本の腕で次々にパンチを放ってみせる。「楽しいぜ、この力で脆ぜい弱じやくな人間を嬲なぶり潰つぶすのは。さっさと鍵かぎのありかを吐はいて、お前もマスターに牙きばをねだってみたらどうだ？」

　執事はその言葉が薫に強きよう烈れつな殺さつ意いを覚えさせたのに気づいていなかった。

　執事は先さき程ほどのステップを早回ししたような速度で迫せまり、二本の右腕でストレートを放った。しかしそれはどちらも空を切った。次の瞬間、執事は自分の臑すねの骨が粉々に砕くだけるのを感じた。確かにボクシングは間合いを測ることにかけては最強だ。しかしそれはあくまで拳の間合い。薫は決め球に足技を取っておいていた。執事の攻撃を身体からだを沈しずませて躱かわすと、コンパスで弧こを描えがくように執事の脚を払はらったのだ。

「ま、待ってくれっ！」

　執事は四本の腕で懇こん願がんの姿し勢せいを取る。

　普ふ段だんの薫ならばたとえ相手が使徒であろうとも、許ゆるしを乞こう相手にとどめを刺さすことに躊ちゆう躇ちよを覚えたであろう。が、執事は彼の最も触ふれてはいけない部分に触れてしまった。

　宝石が生み出す退たい魔まのオーラは、薫の憎悪を巻き込みながら身体の中を伝わって靴の先せん端たんの尖とがった金属に集まった。靴から禍まが々まがしい闇やみが吹き出している。頭部を狙って放たれた蹴りは、振り下ろされた巨きよ大だいなハンマーのように執事の頭を粉ふん砕さいした。

　四本腕の人狼は死によって人間の姿へと戻った。懇願の姿し勢せいのまま頭部を失った死体に、薫は我に返った。

（しまった……）

　相手は使徒だと思っても、許しを乞う相手を殺したことに罪の意識を感じてしまい、薫は死体から目を逸そらした。その向いた先にアイリスの家があった。薫は言葉を失う。苦く汁じゆうに満ちた顔をしたマーガレットのすぐ後ろに、アイリスがいたのだ。驚きよう愕がくの表情で硬こう直ちよくしたまま薫を見つめていた。

「ち、違うんだ……」

　そのとき背後で「きゃああああっ！」という女性の悲鳴が響ひびいた。振り向くと、夜半に逢あい引きでもしていたのか若い男女が執事の死体を指さしていた。その悲鳴で「何だ、何だ」と近くの家から村人が次々と出て来る。戦う前にこそ周囲に人がいないのは確かく認にんしていたのだが、理性を失った薫は使徒との戦いを無関係な人間に見られるという大だい失しつ態たいを演じてしまっていた。しかも、そこにあるのはもう人間としか見えない死体だ。

（何てことだ）

　薫は人のいない方へと走り出した。もう薫に残されたことはこの場から逃にげ出すことだけだった。

（この村には魔族は二人いる）




　　　　◇




　その男がフィギンズの屋や敷しきに現れたのは村で何か騒さわぎが起きたのとほぼ同時だった。誰か見に行った方がいいのではと使用人たちが相談し始めていたとき、男は口を堅かたく結むすんで屋敷に現れた。

　屋敷の主人であるフィギンズは悪あく辣らつな商売方法であちこちで恨うらみを買っていたので、いつ会社を乗っ取った先の元経営者や大金を奪うばわれて首を括くくった人間の家族から襲おそわれないとも知れなく、実じつ際さいにこの村まで乗り込んで来た熱ねつ心しんな──と言うか恨みの深い──人間もいた。だから屋敷には街でスカウトした若い男も多くいたのだが、誰一人としてその侵しん入にゆう者しやを止めるどころか声を掛かけることさえできなかった。足取りこそ静かであったが、一歩進むたびに焼やけるような怒いかりで屋敷の廊ろう下かに敷しき詰つめられたカーペットに焦こげ目ができそうだった。海が割れるように、使用人たちは数歩下がってその男に道を空あけた。

「おや、先生じゃないですか」

　初めてミラベリに声を掛けたのは、フィギンズ夫ふう婦ふの寝しん室しつの前にいた巨きよ漢かんだった。彼はフィギンズが雇やとっているボディ・ガードである。

「悪いけど旦那だんな様に御ご用ようでしたら明日にしてもらえませんかね。いま旦那は奥おくさんと、何て言うか、子孫の繁はん栄えいのためにお互たがい頑がん張ばってらっしゃるところでね」

　脳ミソに行く分の栄養が全て首から下の筋肉に回ってしまったようなこの巨漢にしては洒落しやれたことを言ったつもりらしかった。巨漢は下げ卑びた笑いを漏もらしたが、ミラベリは短く何かを言った。

「えっ、何ですって？」

　巨漢は最初、ミラベリの口から出た言葉を聞き違ちがいしたと思って聞き返した。「どけ」などと自分が言われるはずはない。これまで彼は子供の頃ころから多くの人間を殴なぐり、時には半はん身しん不ふ随ずいにまでしてきたが、相手から喧けん嘩かを売られたのは中学二年生のときが最後だ。こんなひょろっちい医者が自分に喧嘩を売ってくるものか。

　しかしミラベリは今度は口を開かず、小犬でも追い払はらうように「しっ、しっ」とばかりに手を払った。

「こ、この野や郎ろうっ！」

　巨漢は激げつ昂こうしてミラベリの胸むな倉ぐらを掴つかんだ。やはり彼は他の使用人に比べてどこか鈍にぶかった。その生物に殺さつ意いを向けられたらマトモな人間は動くことさえできず足元に跪ひざまずいて許しを乞こうだけなのに、彼はその暴ぼう力りよくに満ちた半生から「素す手でで自分に勝てる人間などいない」などと思ってしまったのだ。

「えっ……？」

　巨漢は一いつ瞬しゆん自分に起きていることを認にん識しきできなかった。ミラベリの胸倉を掴んで持ち上げたつもりだったのに、床ゆかから足あしが離はなれているのは自分の方だった。ミラベリが自分の手首を掴み、百四十キロを超こえる自分を片手で持ち上げているのだ。

「い、いてえよ先生っ！」

　巨漢は子供のような口く調ちようで悲鳴を上げた。ミラベリの身体からだは万力のように微び動どうだにしなかったが、その巨体が腕うでだけで宙に持ち上げられているはずはなかった。ぐきっ、と気色の悪い音がして巨漢の腕は折れ、巨漢はカーペットを敷いた廊下に落ちた。

「なんてことすんだよ。ひでえよ。治してくれよぉ」

　巨漢はＬ字に折れた腕をミラベリに見せつけながら泣いた。ミラベリはその手を掴むと、巨漢の顔に押おしつけた。「んぐっ……」全ての前まえ歯ばと指の骨をへし折りながら、拳こぶしが丸ごと口の中に収まった。口は塞ふさがれ、口の端はしから血がぼとぼとと零こぼれた。ミラベリは巨漢の耳元で囁ささやいた。

「……お前は運がいい。彼女との約束があるから、お前は私に食べられないで済む。だがこんな魅み力りよく的てきな匂においを放っていると、私も自じ制せい心しんが吹ふき飛んでしまいそうだ。さあ、急いで私から逃げろ。今すぐ、私の牙きばが届とどかない所まで」

　巨漢はこくこくと頷うなずき、口に自分の拳を突つっ込んだままの姿で屋敷を飛び出して行った。

　寝室に入ったミラベリは眉まゆを顰しかめて口を覆おおった。

　明かりの消された部屋は噎むせ返るような淫いん靡びな空気に満ちていた。全ぜん裸らの男女がベッドで絡からみ合っていた。でっぷりと太った男が若い女性をベッドに押さえ付け、乱らん暴ぼうに下半身を打ち付けていた。女性の身体は半ばベッドに潜もぐり込み、窓から差し込む微わずかな月明かりで輝かがやく美しい四し肢しだけがベッドから生えているように見えた。まるで水に溺おぼれてもがくかのように四肢は苦しそうに宙ちゆうを引ひっ掻かいていた。

「ふああっ、旦那様。もうお許しくださいませっ。壊こわれてしまいます……ロクサーヌは壊れてしまいますっ」

　濡ぬれた吐と息いきと嗚お咽えつの混じった声でロクサーヌが夫に許しを乞こう。

「ふん」

　フィギンズは鼻で笑って、ロクサーヌの乳ち房ぶさを鷲わし掴づかみにした。「ひいっ！」とロクサーヌの身体がフィギンズの下で大きくのけ反ぞる。

「ああ、どうか……どうか……」

「くく……壊れてしまうといい。お前のような街のごみ溜ためで生きていたような女が、わしに壊れるまで使ってもらえるんだ。感謝しろ」

　残ざん忍にんな表情を浮うかべたフィギンズは一いつ瞬しゆんたりともロクサーヌを責せめるのをやめない。さらに激はげしく責め立てられ、ロクサーヌはもう快楽の悲鳴を上げることしかできなかった。

　ロクサーヌの鳴く声を伴ばん奏そうするかのように様さま々ざまな音が寝室に響ひびく。二つの肉がぶつかり合う音。汗あせにまみれた肉体が絡み合う音。ベッドのスプリングが軋きしむ音。そしてフィギンズの腰が突き出されるたびに響く卑ひ猥わいな液体の音……。ロクサーヌの腰から零こぼれた液は気化して部屋中に広がり、彼女の汗と吐息と混じり合って、阿あ片へんのような空気を部屋に充じゆう満まんさせていた。

「どういうつもりだ」しばしその光こう景けいに見入っていたミラベリが言った。「あの小こ僧ぞうのことは私に任まかせると言ったはずだ」

　行こう為いに熱中していたフィギンズはやっと闖ちん入にゆう者しやに気づいた。下半身は若妻の身体につなげたまま、怒いかりの声を上げた。

「き、貴き様さまっ、ここで何をやっているっ」

　そこで彼の言葉は途と切ぎれた。部屋に入った所にいたミラベリは一瞬にしてベッドの脇わきまで来くると、フィギンズの首くび筋すじに手刀をあてたのだ。目がくるりと反転してそのままフィギンズは失しつ神しんして若妻の上に倒たおれた。

　ミラベリは気を失ったフィギンズを汚けがらわしそうに足で転がす。ベッドの上でごろりと反転して、彼に組みつかれていたロクサーヌの肢し体たいが余あますとこなくミラベリに晒さらされた。仰あお向むけになったフィギンズはまだ下半身のものが起たったままだった。

「ああ……何をなさるのですか……」ロクサーヌは汗に濡ぬれた自分の身体を抱だき締しめて震ふるえた。「おやめください……わたしには夫がいるのです。どうか乱らん暴ぼうはなさらないで……」

　半開きの唇くちびるからは「ハアハア」と切せつない息が漏もれ、乱みだれた髪かみの毛が汗で頬ほおに張り付いている。しかし、涙なみだに潤うるんだ瞳ひとみには微かすかに何かを期待するような色が浮かんでいる。

　その仕草、表情、肢体の全てが男の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおらずにはいなかった。今の彼女を見たらどのような聖人であろうとも獣じゆう欲よくに満ちた暴ぼう漢かんに変身してしまうだろう。

「ああ……もしや貴方様も旦那様と同じ生き物なのですね……」

　おずおずと胸を覆おおっていた手をのけて透すき通るような白い肌はだをさらした。

「で、ではわたしは今から貴方様の物になります。どのように使っていただいても構かまいません。ですから……お願いです、食べるのだけはお許しください……」

「いい加か減げんにしろ」脅おびえた顔で股またを大きく広げるロクサーヌに、ミラベリは怒いかりの籠こもった口調で言った。「村人は巻き込まぬ約束だったはずだ。なのになぜ奴やつが村人の家にいるというのに使徒をけしかけた」

「ふふ……」

　仮面を外すようにロクサーヌの表情が変わった。先さき程ほどの脅えた様子とは正反対のサディスティックな笑えみだった。

「仕し方かたあるまい。ぬしにはもう任せておられんのでの」

「ここは私の領りよう地ちだ。領主を尊そん重ちようするのがトゥロワヌ様の方ほう針しんのはずだ」

「だから三か月もぬしの顔を立てていてやったではないか、野の良ら犬いぬよ」

　ロクサーヌは蛇へびのように身体をくねらせながら夫にしている男に絡み付いた。その肌は軟なん体たい動物のようにぬらぬらと光っている。

「自分でも言うたではないか、領主と言ってもあの戦争の後でここに住み着いたただの流れ者だと。大方、『夢見師』がこの地の外げ道どう祈き祷とう書しよに何かが起きつつあると予よ言げんした噂うわさを聞き付けて慌てて漁あさりに来たのであろう？　野良犬よ、それで領主気取りのぬしは失われた遺い跡せきを見つけられたのかえ？」

　ミラベリは黙だまったまま首を横に振ふった。

「ぬしはここに何十年いる？　言うてみい」

「ハッテバーグの街が形成されてからだから四十年ほどだ」

「そういう輩やからを無む能のうというのではないか？　妾わらわが来るまでぬしは遺跡が失われていることさえ気づいてなかったではないか。さあ、自分の口で言うてみい。ぬしは何者じゃ？」

　ねっとりとした口調で言うロクサーヌに、ミラベリは何も答えなかった。

「くく……そう拗すねるでない野良犬よ。同族の情けじゃ。妾が書を手にしたら貴様のことをトゥロワヌ様に執とり成してやろう。ときに、先程妾の使徒が屠ほふられるのを感じたが、あの小こ伜せがれがやったのであろう？」

「……試ためしたのか？」

「如い何かにも。人間の身であれほどの使徒を屠るとは、やはりただ者ではなかったようじゃな。とぼけてはおったが、何ぞ目的があってここに侵しん入にゆうしたのはこれでハッキリした。して小伜はどうした？」

「森に逃にげたようだ」

「では山狩がりじゃ。この男の名で村の人間どもに命じ、あの小伜を妾の前に連れて来させよ。殺すでないぞ」

　そう言ってロクサーヌは気絶したままの夫の上に、大きく脚あしを広げて跨またがった。脂し肪ぼうでぶよぶよの醜みにくい中年男に、非の打ち所のない妖よう艶えんな肢体が重なる。フィギンズは失神しているというのに「ううっ……」とか細い声を漏らした。

「面おも白しろいのじゃぞ、この男。毎まい夜よ、妾の中に数十回も精せいを放っているくせに、妾を鳴き喚わめかせていると思い込んでおるのじゃ。だから妾も付き合ってやっておる」

　ロクサーヌはいとおしそうに目を細めて、脂あぶら汗あせの滲にじんだ夫の首くび筋すじに舌を這はわせた。普ふ段だんは変形させて隠かくしているが、今は二ふた股またに分かれている。ロクサーヌは吸いつくように夫と唇を重ねた。

「奴を捕とらえてどうする？」

「妾が直じき々じきに何者か喋しやべらせてくれよう」

「使徒にする気か？」

「見て分からぬのか？　魔ま族ぞくの柔やわ肉にくを味わって虜とりこにならぬ人間はおらぬ。この男が一晩で妾を愛してくれたようにの」

　フィギンズはロクサーヌに肌を押し付けられ舌を這わされただけで悲鳴のような声を上げている。ロクサーヌはフィギンズのものを掴み、自分の中にぬるりと迎むかえ入れた。そしてフィギンズを犯おかし始めた。

　盟主ロードトゥロワヌの命を受けてこの地を再さい探たん索さくにやって来たロクサーヌは、地主であるフィギンズに目をつけクラブ歌手として接せつ近きんした。その日、それなりに愛していたはずの二人目の妻が行方ゆくえ不明になっていたというのに、朝が来たときにはフィギンズはロクサーヌに結けつ婚こんを申し入れていた。ベッドの上で彼女の身体に夢中になっていたまさにそのとき、行方不明になった二人目の妻がロクサーヌの胃の中で消しよう化かされている真っ最中だったことをもちろんフィギンズは知らない。

「知らぬということは幸せだな」

　ミラベリは背を向けた。

　失神したフィギンズの上で荒あら馬うまに揺ゆられるかのように全身を激しく蠢うごめかせるロクサーヌは、先程までの妖艶な美女ではなかった。

　透すき通るほどの真っ白の肢体は頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで壊え疽そしたように黒に変色し、全身がうっすらと皮ひ膜まくに覆われている。顎あごは平べったく突つき出して口は耳まで裂さけ、真ん丸の眼がん球きゆうは半分飛び出し、首筋にはエラのような裂さけ目が現れていた。半はん魚ぎよ人じんと蛇へびが交こう雑ざつしたような生物だった。

　この妖よう女じよはときおり魔族の力を解放したこの姿で交まじわることを好このんでいた。もちろん夫ともそれを行っている。フィギンズは人間相手では決して味わえない最上の快楽と同時に、発はつ狂きようせんばかりの悪夢の夜を過ごすことになるのだが、朝になったとき記き憶おくは奪うばい去られ、ぼんやりとした夢ゆめ心地ごこちだけが残っていた。

　ドアの前で不ふ意いにミラベリは足を止めて振り返った。

「そんなことをして何が楽しい？」

　それまで憎ぞう悪おや嫌けん悪おといった負の感情しか見せてなかったミラベリの顔に興きよう味みの色が浮かんでいた。

「人間と交わったことはないのかえ？」

　荒い息を吐はきながら、ロクサーヌは馬ば鹿かにするように言う。

「我々に生せい殖しよく能のう力りよくはない。人間の生殖を真ま似ねて何の意味があるというのだ」

「こやつらとて必ずしも種を増やす目的でまぐわうわけではないであろう？　そんなことじゃから野良犬のままなのじゃ。上位の魔族は人間を使徒にせず、欲情を満たす肉の器うつわとして使うのじゃ。気に入った人間を見つけたら、食い殺す前に情を交わしてやってみい。人間の可愛かわいさというものがよう分かるぞ。じゃが優やさしく扱あつかってやれ。人間は簡単に壊こわれてしまうゆえの」

　ミラベリは「そういうものか」とだけ言って、淫いん猥わいな空気に満ちた部屋を出て行った。
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　デュラーゾの村から一キロほど離はなれた森の中で薫は息を殺していた。

　執しつ事じの姿をした使徒を殺してから三十分ぐらい経たっただろうか。山狩りが始まったらしく、ついさっきも松明たいまつの光がかなり近くを通り過ぎて行った。交かわされていた会話から、フィギンズは自分を捕ほ獲かくするよう命じたことが分かったが、隣りん人じんを殺されたと思っている村人は「あんな他よ所そ者ものはぶっ殺してやれ」などと物ぶつ騒そうなことを口々に言っていた。

（二人いる。片方はミラベリで、もう片方はあの執事の主人……）

　さすがに薫はこの地から退却することを考え始めていた。レイニーという例外を除のぞけば、二人の魔族を同時に相手にできる人間などいない。

　ズボンのポケットで携けい帯たい型がたトランシーバーがバイブで着信を知らせた。メールの着信ではなく通話だった。

「ギーエン、ちょっと今まずいんだよ。後でこっちから連れん絡らくするよ。もしかするとギーエンに来てもらうことになるかも……」

　そこまで言ったところで、電話の向こうから軽かろやかな女性の歌声が流れた。

「おお～、ブレネリ、あな～たの、おうちはどこ～」

　薫は危あやういところで悲鳴を上げるのを堪こらえた。

「クラウディアさん!?」

「あら、これでわたしだってすぐに分かるってことは、やっぱり教きよう皇こう庁ちようはホテルの電話を盗とう聴ちようしていたのね」

「そんなことよりどうしてこれに通話が入れられるんですかっ。これって教皇庁の専用回線ですよっ」

「それが魔ま術じゆつの不ふ思し議ぎなと、こ、ろ」

　トランシーバーから耳を離してディスプレイに目をやった薫はぞっとした。そこには見たこともない得え体たいの知れない活かつ字じが並んでいた。しかも、今も目まぐるしく形を変形させている。

「何でホテルから消えたんですかっ。いま教皇庁はすごい騒さわぎになってますよ。たぶん世界中で指名手配になっていると思います」

「だってあいつら汚きたないじゃない。わたしから情報を取るだけ取って、監かん禁きんしてくれちゃってさ」

「被ひ害がい者しやぶらないで下さいっ。確かにオーブリーさんはずるいけど、あれを含ふくめて計画のうちだったんでしょ!?　どうりであっさり捕ほ縛ばくされると思いましたっ」

「まあねー」クラウディアは悪びれもせず認めた。「だってあいつら、アレを回かい収しゆうしたってわたしに渡わたす気なんてないでしょうから。貴方あなたが魔族を殺して、補ほ充じゆうが現れる前に探させてもらうのがわたしの計画。そろそろ倒たおしてくれた頃ころかな？」

「残念ながらまだです」

「とろいわねえ。じゃあとっとと教皇庁のお務つとめを果はたしてね」

「ちょっと待って下さい」通話を切ろうとするクラウディアを薫は止めた。電話の向こうから車の走る音が聞こえていた。荒い道を走っているらしく、ガタガタと揺ゆれていた。「もしかして近くにいるんですか？」

「ええ。デュラーゾでちょっと確かく認にんしたいことがあってね。ま、確認したらすぐに帰るけど。魔族がいる村になんて長なが居いしたくないもの」

「長居しなくても危き険けんです。二人の魔族が僕を探しています」

「……二人ですって？」

　薫をからかっていたクラウディアの口調に真しん剣けんなものが混じった。

「はい。片方はミラベリという医い師しですが、もう片方が分からなくて手が出せません。僕のミスで使徒になった村人を衆しゆう人じん環かん視しの中で殺してしまい、奴やつらはいま村人を使って山狩りをしています。始し末まつしたらこちらから連れん絡らくをしますので、それまではデュラーゾに近づかないで下さい」

「……やっぱ子供でもエスクードなんかにいるとプライド高いのね」

　クラウディアは皮肉な口調で言った。彼女の言葉の意味が分からなくて「えっ？」と薫は聞き返す。

「プライドと心中するつもり？　素す直なおに『助けて』って言えばいいでしょ」

「あ、そういう意味ですか。でもそれは困こまります。クラウディアさんも一応は僕ら盾エスクードが護まもるべき人類の一人ですから。巻き込みたくはありません」

「それ……本気で言ってるのかしら？」

　彼女が呆あきれたふうに言うもので、薫は少しばかりムッとした。

「どこかおかしいところがありますか？」

「ないから頭にくるのよ。こっちは貴方を利用してやろうと思っているのに。小こ狡ずるく生きている奴が正々堂々としている奴を見ると、何か頭にくるじゃない。分かるでしょ？」

「そんなストレートに言われても……」

「いいわ」彼女は少し考えてからいつもの口調に戻もどって言った。「わたしがエスクードの歴史に『魔術師協会の助けを借りた』って汚お点てんをつけてあげることにするわ。旧デュラーゾの遺い跡せきの場所は分かるわね。そこで合流しましょ」

「でも車で来たりしたら一発で見つかりますよ」

　すると彼女は自信満々に言った。薫は知らないことだが、それはかつて兄の真澄も彼女から面と向かって言われた台詞せりふであった。

「あら、わたしを誰だと思っているのかしら？」




　　　　◇




「聞いてはいたけど、やっぱり何にもない所よね……」

　クラウディアは月明かりを反はん射しやして輝かがやくブロンドの髪かみを邪じや魔まくさそうに押おさえながら言った。

　旧デュラーゾの遺跡はやや森が開けた所にある。木々の間を抜ぬけた風が、草むらに立って遺跡を見渡すクラウディアの長い髪とローブを揺らしていた。昼間来たときには殺さつ風ぷう景けいでしかなかった廃はい墟きよは、クラウディアがそこにいるだけで、女め神がみが戦せん火かで滅ほろびた村に降り立って人間の過あやまちを憂うれいているような趣おもむきがあった。

　薫との待ち合わせに登場したときからして彼女は神しん秘ぴ的てきであった。先に着いた薫が廃屋に隠かくれて待っていると、がさりと獣けものの足音がし、見事な赤毛に覆おおわれた雌めす狼おおかみが現れた。森で野や生せいの狼に襲おそわれるのがどれほど恐おそろしいか知っている薫は驚おどろいて身み構がまえたが、赤毛の狼は「『おお、ブレネリ』を唄うたってあげた方がよかったかしら？」と身体からだを震ふるわせると、あっという間に深しん紅くのローブをまとったクラウディアとなった。どうりで山狩がりをしている連中に見つからないと自信満々だったわけである。

（これが魔ま術じゆつ師しか……）

　改めて薫は驚きよう嘆たんする。

　ゲートが開いたときに、向こう側の物理法則とこちら側の物理法則が混じってしまったために生じた歪ゆがみが、いくつかの種類の魔術を成立させる力の源みなもとだと言われている。質量保存の法則や熱科学の三原則を無む視ししたエネルギーが、小さな動きと術言ワードによって引き出される。

　では同じ動きと言葉を唱となえても力を生み出せない者が大多数なのはなぜか。

　その解答は魔術師さえも出せていない。『魔術を使う者は魔族と交こう配はいした呪のろわれた混こん血けつ児じだ』という根こん拠きよのないデマが中世の魔女狩りを生んだわけだが、魔族と人間が交配不能であることが分かると──それどころか魔族の繁はん殖しよくのメカニズムさえ教皇庁は把は握あくできていないのだが──ヒステリーは沈ちん静せい化かしていった。教皇庁は非公式な文章で魔女狩りが過あやまちであったことを認めたが、魔術師協会はかの大たい量りよう虐ぎやく殺さつを永遠に許ゆるさないであろう。ここ数年になってやっと和わ解かいの空気が生まれてきたというのに、真澄の事件でまた両者は袂たもとを分かってしまった。
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（協力し合えれば、魔族とも対たい等とうに戦えるのにな……）

　そんなことを考えていると、風が香こうの匂においを運んで来た。クラウディアのローブに染み付いた魔術触しよく媒ばいの匂いだ。彼女が薫の目の前に立っていた。

「それじゃあ情報交こう換かんしましょうか。どうぞ、そちらから」

　さも当然のように『そちらから』と言うのが何とも彼女らしく、薫は苦く笑しようする。

「と言っても、さっき電話で伝えたことがほとんどなんですけどね。魔族は二人いて片方はミラベリ医師。もう一人は恐おそらくフィギンズの近くにいる人物……フィギンズ本人じゃないとは思うんですが。後は僕がここで魔術を使った襲しゆう撃げきに遭あったってことぐらいですかね」

「貴方あなたって馬ば鹿かじゃないの？　何でみんな話しちゃうのよ。カードを全部晒さらしてポーカーをやるようなものよ。交こう渉しようのやり方も知らないの？」

「別に交渉なんてしてませんよ。だって伝えておかないとクラウディアさんの身が危ないじゃないですか」

　彼女はしばし薫を見つめた後に「馬鹿な子」と言ったが、特に悪あく意いは伝わって来なかった。

「マーガレットっていう女性に何か妙みようなところはなかった？」

「あっ、すいません。言い忘れてました。マーガレットさんはたぶん魔術師です」

　先さき程ほどのことを思い起こして薫は言った。

「やっぱりね」

「どういうことですか？」

「わたしはね、彼女に会いに来たのよ。彼女の本名はマーガレット・ショーエンワイス。六十年前にこの地で起きた戦争に最年少で参加した天才魔術師よ。確かそのときは二十一歳さいだったわね。スコットランドの貴族の家に生まれ、まだ十歳にもならないうちにイギリスの伯はく爵しやくであるショーエンワイス家に養よう女じよとして迎むかえられたわ。ショーエンワイス家はイギリスでも名門中の名門の魔術師の家系でね。ショーエンワイス家は血が絶たえるよりも、一族が培つちかった魔術の後こう継けい者しやがいなくなるのを拒こばんで、養女のマーガレットに最高の英才教育を施ほどこしたってわけ。その甲か斐いあってか彼女は六十年前の戦争に召しよう集しゆうされるほどの実力者となったんだけど、あの地に集つどった全すべての魔術師と魔族は双そう方ほう残らず死んだ……」

「けど、生き残りがいた」

「そういうことね。悲ひ劇げきの英えい雄ゆうとして名高い人で、魔術師協会じゃ聖せい人じん扱あつかいね。そんな人が戦地のすぐ近くの村で泥どろまみれになって畑を耕たがやしているなんて誰も思わないじゃない？　もちろん、魔術師が来たときには姿を隠していたんでしょうけど……。殺された前任者の資料に『マーガレット』って名があったから、まさかとは思ったけど、戸こ籍せきとか調べていたらどうも同一人物の気がしてきてね。確かめに来たの」

「よく気づきましたね」

「別にすごいことでもないわ」クラウディアは肩かたを竦すくめた。「わたし、ファンなのよ。複数の魔術をハイブリッドして新たな魔術を生み出すことにかけては天才でね。難むずかしいのよ、同時制せい御ぎよって。あの人がまだ二は十た歳ち前に開発した『積分的物質記憶検索インテグラル・サイコメトリイ』や『量子再構築クワンタム・リストラクチヤー』は、今もエポック・メイキングな魔術として魔術史に刻まれているわ。あの人に憧あこがれていたのよ。だからね、生きていてくれたらなあ……とか思っているうちにこんな田舎いなかまでやって来ちゃったわけ……。いったいなぜあの人はこんな田舎に隠れていたのか興味があるわ。あらゆる栄えい華がを約束された身分を捨て、あれほどの力がありながら魔術の探たん求きゆうも捨て、こんな最さい果はての地で朽くちていくなんてわたしには考えられないもの」

　いつもの大おお嘘うそにも聞こえたが、憧れの人に会いたくて危険を冒おかしてここまでやって来るなどというのはあまりに彼女らしくなくて、意外と本当のことを語っている気もした。

「……一つ教えてもらえませんか？　そのことを教えてもらわないと、これ以上僕はクラウディアさんと行動できない」

「何かしら？」

「クラウディアさんたちが探している、それから魔族も追っている『書』というのはいったい何なんですか？　本当に教きよう皇こう庁ちようがバチカンの禁きん忌き図書館に永久封ふう印いんしなくちゃいけないような危険な代しろ物ものだったら、クラウディアさんには渡わたせません」

「交渉のつもりかしら？　でもその交渉って成立するのかしらねえ」

「クラウディアさんに言ってないことが一つ残してあります」

「そういうことじゃなくて、貴方、無条件でわたしに渡してくれるって約束したじゃない。あのメモと引き換かえで。あのクソジジイがわたしを監禁した時点でそれは反ほ故ごになっちゃったのかしら？」

　薫は「あっ」と声を漏もらして俯うつむいた。本当に忘れていたのだ。

　薫は『書』に関する話をどこか軽く考えていた。魔術師と魔族の戦争などという話を眉まゆ唾つばに聞いていた。しかし実じつ際さいに二人もの魔族がこんな小さな村にやって来てそれを追っているのを見て、『書』に脅きよう威いを感じ始めていた。

　だがそれはあまりに卑ひ怯きようだ。教皇庁がクラウディアを裏切り、さらにクラウディアは裏切りに遭あったフリをして自分らを利用したとしても、薫は一度結んだ約束を破るのは嫌いやだった。

「……すみません。話します。ミラベリじゃないもう一人の魔族は……」

「待ちなさい」とクラウディアは薫の言葉を遮さえぎった。「今度はわたしから話すわ」

「でも……」

「平気よ。貴方が邪じや魔まをしたって絶対にわたしが勝つもの。その書は『外道祈祷書Bible of evil prayer』と呼ばれているわ」

「確か史上最悪と謳うたわれる魔ま導どう書しよ……」

「へえ、よく知っているわね」

「名前だけです」

　薫がその名を聞いたのは八か月前にゲートを巡る戦いが始まった日のことだ。深津神父が五つ目のゲートの場所を記しるしたおぞましき紙し片へん『フー・リテレール紙片』の話をしたとき、真澄がそれと比くらべたのが『外道祈祷書』だ。

「ちょうど百の頁ページから成る書と言われているわ。開いただけで強大な魔力をもたらす書で、術言ワードの発音を学んだばかりの新米魔術師が魔術師協会の長老を皆みな殺ごろしにして協会を支配したとか、狂くるわずにその書を最後まで読んだことができた魔族が盟主ロードとなれるとか、真しん偽ぎ不明の噂うわさはいくらでもある。今から七百数十年前、書の魔力を恐れた魔術師たちが赤ローブも黒ローブも結けつ束そくしてその書を頁ごとにバラバラにし、世界中に廃はい棄きした……でもこれも噂。バラバラになった頁に関しても様々な噂が語られているわ。確かなことはただ一つだけ」

「何ですか？」

「書がバラバラにされた頃の歴史が、魔術師協会から完かん璧ぺきに消されているの。その当時の物に『インテグラル・サイコメトリィ』をしても、その時代だけポッカリ穴が空いたように何も分からないのよ。そこまでして秘密を消さなくてはならない書だということ。魔術師協会は収しゆう集しゆうをしているんだけど、今のところ一枚として見つかってないわ。公式にはね」

　薫は息を呑んだ。果たしてそんな物を誰か個人が手にしていいのだろうか？

「……クラウディアさんはそんな物を手にしてどうするつもりですか？」

「貴方、それが何だか知りたくないの？　わたしは調べたくてたまらないわ」

　クラウディアの顔には彼女に似につかわしくない情熱が浮うかんでいた。だがそれは一いつ瞬しゆんだった。彼女はいつものとぼけた顔になり「ま、調べ終わったら世界征せい服ふくとかするかもしれないけど」と言った。

「じゃあ僕の情報を言います」

「あら、こんなので信じちゃうの？」

「最後の『世界征服』以外は嘘うそは言ってないと思うんで。……ミラベリではないもう一人の魔族は『鍵かぎ』を探しているようです。それは外道祈祷書がある場所に侵しん入にゆうするための物らしい」

「う～ん」と彼女は顎あごに手を当てて考え込んだ。「一度村に行ってみたいんだけど、二人も魔族がいるのよねえ。しかも貴方は正体バレちゃっているし。やっぱ遺い跡せきを探すしかないか。それでいいわね？　外道祈祷書を持ち出せば、魔族が村に留とどまる理由はなくなるから」

「この暗くら闇やみの中でここを掘ほり返すんですか？」

「いいえ、たぶんここにはないわ」

「はあっ!?」

「旧デュラーゾに行ったことのある人間を探して聞き取りをしたところ、色んなことが食い違ちがっているのよね。まあ、魔族が持ち去ったと思っていたからあんまり詳くわしい調ちよう査さはしなかったんだけど」

　薫はしばし口をポカンと開いてから、非ひ難なんめいた口調で言った。

「どうしてそんな重要なことを最初に教えてくれないんですかっ！」

「だって貴方たちに奪うばわれちゃう心配があったから、外道祈祷書関連の情報は極きよく力りよく出したくなかったのよね」

　薫ははたと気づいた。

「ああっ、もしかしてあのメモって！」

「ぴんぽーん、せいかいでーす。あんな不完全な情報を送って来る間ま抜ぬけな潜せん入にゆう捜そう査さ員いんなんていませ～ん。人物関連の情報以外は伏ふせさせていただきました～」

「き、汚きたないっ。汚いですよクラウディアさんっ」

「いいじゃない。魔族の捜そう索さくには問題なかったでしょ？」

　クラウディアは舌を出してみせた。この女性と付き合うのは今回限りにした方がいい気がした。

　薫は咳せき払ばらいをして気を取り直し、言った。

「僕もずっと違い和わ感かんを感じていたんです。どうもこの廃はい墟きよは何かがおかしい。……まあ、先にクラウディアさんが言ってくれればもっと捜査が進んでたでしょうけど」

　薫の皮肉をクラウディアは「うんうん、そうよねー」とあっさり流した。

「……それで『食い違っている』って言うけど、何が違うんですか？」

「簡単に言うと様よう相そうかしら。当時の聞き取り調査の資料を読むと、話している内容とはなんか違う感じなのよね。目立つ建物とかも影かげも形もなく消しよう失しつしちゃっているし」

「目立つ建物って？」

「塔とうとか教会とか、あるいは大きな屋や敷しきとかよ。もっと栄さかえていた街らしかったの。街にもかなりの人が住んでいたそうなんだけど、何か月かしてから探たん索さく隊たいが来てみると全然死体の数も少なかったそうだし。まあ、よっぽどの魔力がここで炸さく裂れつしたってことなんでしょうけど」

　薫は周囲を見渡した。森と丈たけの高い草に囲まれて数軒けんの家が佇たたずんでいる。森の奥おくまで探しても現在のデュラーゾよりもよっぽど少ないだろう。

（あっ……）

　薫は違和感の正体に気づいた。街の規き模ぼが違うのだ。

「クラウディアさんはここにどうやって来ましたか？　実じつ際さいに来るのは初めてなんでしょ？」

「どうやってって……貴方、人を馬鹿にしているの？　街かい道どうの跡あとが残っているんだもの。迷うわけないじゃない」

「確かに僕もそうやって来たつもりでした」そう言いながら薫は足元を指さした。そこには剥むき出しの地面に草が生い茂しげっているだけだ。「でも、今はそんなものどこにもありませんよ」

　二人の顔が同時に強こわばった。街の外にまで舗ほ装そうされた街道が延びていたというのに、ここにはそんな物はない。そう、ここは街道が敷しかれるような規模の街ではない。

「戻もどるわよ」

　クラウディアは振ふり返って歩き始めた。
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「ほら、やっぱり気のせいじゃない。途と中ちゆうで剥はがれてなくなっているだけよ。巨きよ大だいな爆ばく発はつとかが起きて街道の石いし畳だたみが剥はがれていったんだけど、ここまででストップしたのよ」

　さっきまで蒼そう白はくな顔をしていたくせに、クラウディアは『やっぱり』などと薫の意見を否定した。

　森を真っすぐに貫つらぬいた石畳の街道の跡は遺跡から数百メートルのところで途切れていた。クラウディアが言うように旧デュラーゾで巨大なエネルギーが炸裂して石畳が吹ふき飛んでいき、ここで止まったようにも見える。

「そうでしょうか？」

　薫は携けい帯たい型トランシーバーを開きながら、街道の途切れた所を歩いていた。クラウディアは石畳の残った部分に立っており、彼女の前まで来ると薫は踵きびすを返してまた途切れた部分を通る。

「何やっているのよ？」

「これを見て下さい」

　薫はクラウディアの前まで戻って来てディスプレイを見せた。映うつっているのはＧＰＳ機能を使った方ほう位い磁じ針しんだった。現デュラーゾの方向に向かってだから『Ｅ』と表示されている。

「一いつ緒しよに歩いて下さい」

　反対方向を向いた。方位磁針は反対の『Ｗ』を指す。クラウディアは「いったい何なのよ」とぶつぶつ言いながらディスプレイを覗のぞき込んでいたが、街道の途切れた所を通ったとき、その顔が凍りついた。一いつ瞬しゆんにして方位磁針が『Ｎ』に変わったのだ。

「コンピュータ・ゲームのダンジョン探索型ＲＰＧで言えばターン・テーブルみたいな物ですかね」

「ごめんなさい、言葉の意味さえ分からないわ」

「要ようするに、真っすぐ歩いているつもりなのに方向が変えられてしまうんですよ。方向転てん換かんさせられたのに景色けしきが同じだったりすると、せっかく作っていたマップがめちゃくちゃになるんで、これがまた評ひよう判ばんが悪くて……」

「ストップ。興味ないわ、それ。言いたいことは分かったからもういい」

　クラウディアは石畳の残った方へと下がった。薫も後をついて行く。

「ふうむ、ターン・テーブルとやらとはちょっと違うわね。見た目は真っすぐなのに方向が変えられている。空間が歪ゆがめられているのよ。たぶんどこかでまた方向が歪められて、本当の遺い跡せきを迂う回かいした所にあるあのフェイクの遺跡とおおよその座ざ標ひようは帳ちよう尻じりが合わされているってわけか……」魔ま法ほうのことで門もん外がい漢かんの薫に講こう義ぎされたのがムッときたのか、彼女の言葉はやけに説明的だ。「どいてなさい。わたしが破やぶってあげるわ」

　クラウディアはローブの内側から小さな瓶びんを取り出すと、蓋ふたについた刷は毛けで両手の親指から人さし指のサイド・ラインに瓶のピンク色の液体を塗ぬった。その手を正面に翳かざし彼女が呪じゆ文もんを唱となえ始めると、塗った液体が光を放ち始める。両手の間が形作った菱ひし形がたにネオンが灯ともったようだった。クラウディアの肩かた越ごしにそれを見ていた薫には、菱形の中だけ周囲の森とは違う暗い景色けしきが現れるのを見た。

　パンッ、と音を立てて菱形のネオンが前に飛んだ。空中に焼き付いたように制止した菱形のネオンは、グググッ、と広がっていき、成人男性の背せ丈たけほどもある凸とつレンズを横から見たような形状になったところで拡かく張ちようが止まった。

「……これ以上は無理か」

　肩で息をしながらクラウディアが悔しそうに呟つぶやく。

「どういうことです？」

「わたしはこの結界を吹き飛ばすつもりで魔術を使ったのに、こんな小さな裂さけ目ができただけ。それだけじゃないわ。この結界は、まるでクラインの壺つぼのように結界自体が放つ強大な魔力を内側に呑のみ込んで気配を完全に消してしまっているわ。どれだけ莫ばく大だいな魔力を費ついやせばこんな代しろ物ものが作れるか想像もできない」

　彼女は喋しやべりながらも両手を空間の裂け目に向けて翳している。両側から閉まる重い扉とびらに細い木の枝を挟はさんで押おさえているようで、今にも裂け目は閉じてしまいそうだった。

「作ったのはマーガレットさんでしょうか？」

「分からない。とても人間のキャパシティで作れる物には思えないんだけど……。あまり長く支ささえていられないから、一緒に行くんだったら早くしてちょうだい」

　薫は「は、はい」と応こたえて急いで空間の裂け目を潜くぐった。空間がギリギリと金きん属ぞくが軋きしむような音を立てて閉じようと抗あらがっている。クラウディアが力を抜ぬいたら自分がどうなるかあまり考えたくなかった。

　裂け目を潜るとそこには途切れていた石畳が真っすぐに続いていた。「これは……」薫は口を覆おおう。清せい涼りような森はどこかへと消え、あたりは肉が腐くさったような臭しゆう気きに包まれていた。空は漆しつ黒こくのマントで包んだみたいに月も星も消えていた。

　続いてクラウディアが地面に転がりながら裂け目を潜った。巨大な鋏はさみが噛かみ合わさるように裂け目が閉じ、クラウディアのローブはざっくりと切り裂かれ、チャイナドレスのスリットのように太ふと股もものかなりきわどい部分まで白い脚あしが露ろ出しゆつした。

「ったく、やっかいな物を作るんじゃないわよ」クラウディアはぶつぶつ文もん句くを言いながら起き上がった。「あ、薫。言い忘れたけど、内側から開けられるかは保ほ証しようしないわよ。これって途方もなくやっかいな代物だから」

「なっ……」さらりととんでもないことを告白するクラウディアに、薫はあんぐりと口を開けた。「あ、貴方あなたって人はどうしてそういうことを先に言わないんですかっ！」

「だってわたしって、死ぬときは絶対に一人じゃ嫌いやってタイプなんですもの」

「可愛かわいらしく小首を傾かしげながら恐おそろしいことを言わないで下さいっ。こういうのは単たん純じゆんに『道連れ』って言うんです！」

「あら、『戻れなくなる危険がある』って言ったら貴方は来なかったの？」

　薫は言葉に詰つまったが、首を横に振った。外道祈祷書さえ手に入れてしまえば、二人の魔族と戦せん闘とうすることなく任にん務むを達たつ成せいできるのは確かだ。

「でしょ。だったらいいじゃない」

　クラウディアはにっこりと笑って言った。しかしやっぱり釈しやく然ぜんとしないものが残る。「やっぱりこの任務が無事に終わったら二度とこの人とは関係しないぞ……」と薫は心の中で誓ちかった。

「あら……」

　クラウディアの表情が硬くなった。眉まゆを顰しかめてローブの裾すそで口を押さえる。小さく何かを唱え反対の手を前に翳すと、そこから小さな光の球が生まれて周囲を照てらした。

　光の球に照らされた森は外の世界とは別物だった。針しん葉よう樹じゆは松の木のようにねじくれ曲がり、街道脇の地面は湿しつ地ち帯たいのように液体が溜たまって、そこから臭気が立ち込めていた。息をするたびに身体からだが内側から腐っていきそうだった。

　そして彼女はまたさらりと恐ろしいことを言った。

「外がい壁へきもやっかいだったけど、中はもっとやっかいね」
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　夜の十二時を過ぎたというのにデュラーゾの村は普ふ段だんとまるで違ちがう夜の中にあった。村の広場には篝かがり火びが焚たかれ、猟りよう銃じゆうや獣けものの皮を剥はぐときに使う大おお振ぶりの刀を手にした殺さつ気き立った男衆が集まっていた。

「あの小こ僧ぞうは見つかったか？」

「いや、まだだ」

　彼らは薫を狩かり出すために集まっている。そんな物々しい喧騒の中を、一人の少女が村人たちを止めるために走り回っていた。

「ねえ、聞いてっ。薫は人を殺したんじゃないわっ」

　アイリスは確かに見たのだ。薫が戦っていた執しつ事じは人間ではなかった。獣のような体たい毛もうに覆われた四本腕うでの化け物だった。目を醒さましたアイリスが玄げん関かんに行ったときには薫はあの化け物と戦っている真っ最中で、いったいどういう経けい緯いか、そもそもあれは何だったのかさっぱり分からないが、きっと薫は自分とおばあちゃんを助けてくれたのだとアイリスは思った。そして今度は自分が薫を助ける番だ、と。

「……馬ば鹿かなことを言うなアイリス」猟銃を構えた近所のおじさんがため息をつきながら言った。「あの死体を見ただろう。あの小僧は跪ひざまずいて許しを乞こう人間の頭を吹き飛ばしやがったんだぞっ」

「そ、そうじゃないのよっ。確かに殺したかもしれないけど、殺したのは人間じゃなくて化け物だったの。四本腕の狼おおかみよっ」

　近所のおじさんは唖あ然ぜんとした後、憐あわれみの目でアイリスを一いち瞥べつしてから背を向けた。

　まただ。何人に話しても信じてもらえない。きっと何十人に話しても同じだろう。「とんでもねえガキだ」「ああ。フィギンズさんは『生かしたまま捕とらえろ』だなんて言ってたが構かまうこたぁねえ。ぶっ殺しちまえ」そんな剣けん呑のんな会話があちこちから耳に入ってくる。

　どうにかしないと薫が殺されちゃう……。

　アイリスは涙なみだを堪こらえながら家へと戻った。リビングではマーガレットが椅い子すに腰こし掛かけ、黙だまって窓の外に目をやっていた。

「お願いよ、おばあちゃん。みんな誤ご解かいしているのよ。みんなを止めてっ」

　アイリスはマーガレットの膝ひざにすがりついて言った。

「おばあちゃんも見たでしょっ。薫が、その……こ、殺したあの執事の人。あれは化け物だったわ。薫があんなことをしたのは正しくはないかもしれないけど、きっと何か理由があったのよ。でもわたしが言ってもみんな信じてくれないのっ。おばあちゃんならみんな話を聞いてくれるわ。お願いよ、薫を助けてっ」

　アイリスは何年か前に村に巨きよ大だいな熊くまが現れたときのことをよく覚えていた。あのときも山狩りが行われた。数十発の銃じゆう弾だんを撃うち込まれて熊は射しや殺さつされ、剥がされた皮がいつまでも村の広場に飾かざられていた。自分が助けなければ薫も同じことになると思うと、我が慢まんしていた涙が瞳ひとみを滲にじませる。

「化け物ですって？」聞き返しながらもマーガレットはアイリスの顔を見ようとはしなかった。「おばあちゃんは化け物なんて見てませんよ」

「そ、そんなの嘘うそよっ」

「貴方は寝ね惚ぼけて夢とごっちゃになっているだけです。明日の朝になれば全すべて収まっていますから、早く寝てしまいなさい」

　アイリスは唖然とした。自分より先にいたのだから見てないはずはない。瞳に溜たまっていた涙が零こぼれて頬ほおを伝った。

「おばあちゃんまでわたしを馬鹿にしないでよっ！　夢と現実の区別ぐらいつくわっ。おばあちゃんはわたしを騙だまそうとしているわっ」

「なぜおばあちゃんに貴方を騙す必要があって？」

　あくまでも冷たく言うマーガレットに、アイリスの感情が爆ばく発はつした。

「おばあちゃんは薫がわたしのこと連れて行っちゃうと思っているのよっ。わたしが薫と結けつ婚こんしたら自分の面めん倒どうを看みる人がいなくなっちゃうから、薫のことを見み捨すてようとしているんでしょっ!?　もういいわっ。わたしがみんなのことを説せつ得とくしてみせるっ。おばあちゃんなんて大だい嫌きらいよっ！」

　アイリスは顔を覆って家を飛び出して行った。マーガレットはしばし孫まご娘むすめが消えた方を見つめていたが、廊ろう下かの暗がりに向かって言った。

「……出てらっしゃい、ミラベリ」

　黙ったままミラベリが部屋に入って来た。ミラベリがこの家に入ったのはアイリスと入れ違いではなかった。先さき程ほどの二人の会話もずっと聞いていた。ミラベリは闇やみの中に佇たたずみ、マーガレットが自分に声を掛かけてくれるのをずっと待っていたのである。

　ミラベリはいつもはアイリスが使っている椅い子すに腰こし掛かけた。アイリスが生まれたときに彼女の父親が拵こしらえた物だ。

「いいのか？」

「放ほうっておきなさい。あの子の言うことなんて誰も信じないわ」

「そうじゃない。お前たち二人の関係のことだ。アイリスに嫌われてしまったのではないか？」

「貴方には人間の感情というものが分からないのね」

　ツンとして言うマーガレットにミラベリは苦く笑しようした。「似たようなことを同族の女にも言われた」ミラベリは席を立ち、マーガレットを後ろから抱だき締しめた。鳥の羽は根ねを扱あつかうように、そっと優やさしく。

「奴やつが言うには人間を抱だくと情が通じ合うそうだ。お前がもっと健康なうちにお前を抱いておけばよかったかな。そうすればお前ともっと心が通じ合えたのかもしれん」

「わたくしは亡なき夫と同じくらい貴方と心が通じ合っていたと思っていますよ」マーガレットはミラベリの手に自分の手を重ねた。「恋こい人びとであり、友人であり、主しゆ治じ医いと患かん者じやであり、そして命を懸かけて戦った敵同士。貴方との六十年は本当に不ふ思し議ぎな関係でしたね……。でも最近は心が離はなれてしまったようね。どうしてこの村に別の魔族が入り込んだことをわたくしに黙っていたのかしら？」

「お前を失いたくないからだ。奴は盟主ロードの命で外道祈祷書の探たん索さくにやって来た」

　マーガレットの眉まゆがぴくりと動く。

「私はあいつの探索の目を逸そらせていたが、もう限界だ。お前の存在が奴に知られればお前は殺されるだろう。一いつ緒しよに逃にげないか？　お前と私、それからアイリスの三人で。幸いにも私の寿じゆ命みようはお前らよりずっと長い。お前を看み取とり、数十年後にアイリスを看取ったら、残りの時間はお前たちの思い出を胸に抱いてどこかに隠かくれて暮らそう」

　マーガレットは小さく首を振ってミラベリの手を払はらった。

「わたくしはこの村から離はなれることはできないの。分かっているでしょう？　それがわたくしの犯おかした罪の償つぐないなの」




　　　　◇




　祖母と喧けん嘩かをして家を飛び出したアイリスは、また誰それ構かまわず村人を捕つかまえて薫の冤えん罪ざいを訴うつたえていた。

　が、ただでさえ殺気立った村人はアイリスの話に耳を貸かしはしなかった。薫が逃とう走そうした後に残されていたのは頭を粉々にされて命を落とした憐あわれな執事の死体だった。

「いい加減にしろっ」業ごうを煮にやした村人の一人がアイリスを乱暴に突つき飛ばした。「法ほ螺ら話ばなしをしているときじゃないことも分からないのかこの低能娘がっ。森に人を殺した奴が潜ひそんでいるんだぞ」

　アイリスは地面に転ころげて額ひたいを強くぶつけた。誰かが「ほっとけよ。ほら、この娘はあの他よ所そ者ものと一緒にいたじゃないか。こんなガキでもさかるものなのさ」と言った。アイリスにはよく意味が分からなかったが、巻き起こった卑ひ猥わいな笑いで自分が貶けなされているのは理解できた。

　何なに事ごともなかったように笑って起き上がり、何かすっとんきょうなことを言ってみせれば「頭の足りない娘だな」で許して貰もらえる気がした。だが逃げてはいけないと思った。自分が諦めたら薫が殺されてしまうのだ。

　ぶつけた額からどろりとしたものが伝った。転んだときに石で切ったようだ。だけれど彼女を突き飛ばした男を含ふくめ、アイリスに手を貸してくれる者はいなかった。

「おやめなさい」人込みの中から女性の声がした。「女の子になんてことをするのですか」

　笑っていた村人たちが気まずそうに口を閉じた。人ひと込ごみを掻かき分けて現れたその女性は地面に倒たおれたままのアイリスの前で腰こしを折ると、ハンカチを取り出してアイリスの傷口を押さえた。

「ありがとう、フィギンズさんの奥おくさん。えっと……」

「ロクサーヌよ、お嬢じようちゃん」

　そしてロクサーヌはグロスを塗ぬったわけでもないのにやけにぬらぬらと光る唇くちびるに舌したを這はわせ、アイリスに手を差し伸のべた。

「可哀かわい想そうに。こんな怪け我がをしちゃって。手当をしてあげるからわたしの家にいらっしゃいな」








　ＡＣＴ．５　永遠の詩The Song Remains The Same




　一歩進むごとに空気が重くなっていった。遺い跡せきを包つつむ瘴しよう気きに押おし潰つぶされるかのように、薫かおるとクラウディアの少し先を照てらしながら浮ふ遊ゆうする光の球は今はホタルほどの弱よわ々よわしい光しか放っていない。

　臭しゆう気きが強くなり、街かい道どう脇わきの地面だけではなく街道の石いし畳だたみの間からも得え体たいの知れぬ粘ねん着ちやく質しつの液えき体たいが染しみ出している。街道の石畳を外はずれるとそこはもう沼ぬまで、腐ふ液えきを吸すって侵おかされた草が食しよく虫ちゆう植しよく物ぶつが獲え物ものを捕とらえようとするかのように蠢うごめいている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　薫は噎むせ返るクラウディアに言った。彼女は瘴気にやられているのではなかった。身体からだを内側から腐くさらせるようなこの空気を防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで浄じよう化かし続けている疲ひ労ろうだった。

「ただの煙草たばこの吸いすぎよ。それよりわたし、少し勘かん違ちがいしていたみたい。てっきり、ここを隠かくすためにこの結けつ界かいを作ったのかと思ったけどそうじゃないわ。これを表に出さないためよ……」

　彼女の言葉に、つい薫は見ないようにしていた足元に目をやってしまう。街道には白はつ骨こつ化かした死体が転がっていた。一体だけではない。何体も何体も。服ふく装そうから言ってこの街に住んでいた人間だろう。闇やみの中に微かすかに街の建物が見え始めるにつれて、その数はどんどんと増ふえていった。

「気づいていた？」

「そりゃまあ……嫌いやでも」

　死体はほとんどが一つの方向を向いて倒たおれていた。薫たちがいま向かっているのとは逆方向に。街の中心部から這はって逃にげているうちに力ちから尽つきたようにしか見えなかった。クラウディアは苦にが々にがしげに吐はき捨すてた。

「『禁きん呪じゆ』ね。それもチェルノブイリで暴ぼう走そう事じ故こを起こしたやつの数十倍のクラス。どっちが使ったか知らないけど、相手に外げ道どう祈き祷とう書しよを奪うばわれたくないからってこんなのを使うなんて……イカれているわね」

「チェルノブイリって原げん発ぱつ事故でしょ？」

「歴史の改かい竄ざんをしているのは教きよう皇こう庁ちようだけじゃないわよ。アメリカとの核かく兵へい器き開かい発はつ競きよう争そうで遅おくれをとったソ連が焦あせってとんでもないものに手を出したってわけ。ソ連が崩ほう壊かいしちゃったから今は魔術師協会ウチが引き受けているんだけどね」彼女は周囲を見み渡わたしてため息をついた。「ここも沈ちん静せい化かするまでウチが管かん理りすることになるんでしょうけど、何百年かかることやら……」

「魔術師協会ってそんなこともやっているんですか。ちょっと意い外がいです」

「どうせ教皇庁のウチのイメージって、世界征せい服ふくを企たくらむ悪の錬れん金きん術じゆつ師しとか、怪あやしい魔術で地球環かん境きようをめちゃくちゃにするとか、そんなとこなんでしょ？」

「……すいません。クラウディアさんが世界平和のために働いている人だなんてちっとも見えなくて。こんな凄すさまじい場所を自みずから進んで担当されるだなんて、本当に尊敬します」

「わたしぃっ!?」クラウディアは自分を指さして目を丸くした。「冗じよう談だんじゃないわよ、こんなやっかいな所の管理責任者なんてっ」

「でも誰だれかがやらないと」

「何でそれがわたしなのよ。わたしは外道祈祷書を探しに来ただけなんだから。こんな所、誰かを騙だまくらかして押し付けるに決まっているじゃない」

「そ、そうなんですか？」

「ええ。わたし、悪人だもの」

　二人は市し街がい地ちに着いた。

　建たて物ものは黒く変色しながらも当時の姿を保たもっていたが、そこは死の街だった。

　子供を抱だいて家から飛び出して、あるいは食しよく卓たくに突つっ伏ぷした姿で、街の住人だった人間が白骨死体となっていた。中にはローブを着た死体や、皮ひ翼よくを持っているようにしか見えない死体もあった。

　クラウディアの案内で街の中心へと向かう。彼女がそこを知っていたわけではない。街を腐ふ敗はいさせた禁呪の──核兵器に準なぞらえるなら───残ざん留りゆう魔ま力りよくが強い爆ばく心しん地ちへと進んだのだ。

「……ここね」

　彼女が足を止めたのは一軒けんの屋や敷しきの前だった。本ほん邸ていも横の別邸も二階建てのそう大きくはない屋敷だったが、身分卑いやしからぬ者が住んでいたような品のある建物だった。敷しき地ちには庭があり、塁るい道どうの途と中ちゆうには噴ふん水すいの跡あとがあった。

　が、今は地じ獄ごくのような様よう相そうを呈ていしている。

　かつては芝しばが生おい茂しげっていた庭は、腐った黒い沼に塁道が橋はしのように浮うかんでいるように見えた。屋敷は腐液が染しみ込んで全すべてが黒で塗ぬり潰つぶされ、噴水には水を求めて死んだらしい白骨が残っていた。

　二人は門を潜った。塁道には、最近ここに来たことを示す足あし跡あとが微かすかに残っていた。

　本邸の中に入ると、クラウディアは呪じゆ文もんを唱となえてもう一つ光の球を作った。

「分ぶん担たんして探しましょう。貴方あなたは上の階、わたしは下の階」

「何を探すんですか？」

「だから『鍵かぎ』によって開けられそうなものよ。でもそれっぽい物を見つけても触さわっちゃダメよ。魔ま族ぞくがここまで来たのに開けられない扉とびらなんだからね。人間の形を保たもっていられなくなっちゃっても知らないから」

　薫は階段を上って二階に向かった。クラウディアの作った薫用の光の球は、衛えい星せいのように薫の周りをくるくると回ってついて来る。

（『それっぽい物を見つけても触っちゃダメ』って言われても……）

　廊ろう下かにずらりと並んだ部屋のドアを前にして、薫は引きつった笑いを浮かべた。

（と、とりあえずは魔族も部屋のドアぐらい開けたよな、うん）

　自分を励はげまして薫は近くにあった部屋のドアノブに手をかけた。




　　　　◇




　二室目で薫は、部屋を覗のぞくのがもう嫌いやになっていた。すでに散さん々ざん探されていたらしく部屋はめちゃくちゃに荒あらされ、あらゆる調ちよう度ど品ひんが引っ繰くり返されていた。

　薫が嫌になったのは、その部屋で死んだらしい住人の死体が捜そう索さくの邪じや魔まとばかりに部屋の隅すみに投げ捨てられていたことだった。六十年前の災さい厄やくで命を奪うばわれ、死んだ後も災厄の間かん接せつ的てき要よう因いんを探すために無む下げにされ、そして薫自身もそれに参加させられる……。薫は巻まき込まれた家族のために十字を切った。

　しかし自分だけ探索をやめるわけにはいかない。三つ目の部屋へと薫は入った。

　そこは少女の私室らしかった。可愛かわいらしい小物や小さな洋服が乱らん暴ぼうに荒らされて散さん乱らんしていた。そしてめちゃくちゃになったピアノの残ざん骸がいに少女の白骨がバラバラになって埋うもれていた。

（酷ひどいことを……）

　少女のために祈いのりを捧ささげようとした薫は、部屋に似につかわしくない物を見つけた。

　一いち輪りんの枯かれた花である。六十年前に花か瓶びんに生けられた物にしては遺跡の腐液に汚お染せんされておらず、元の白い色を残している。

（何でこんな物が？）

「薫っ、ちょっと来てっ」

　そんなことを考えているとクラウディアの声が薫を呼んだ。薫は枯れた花を少女の亡なき骸がらの側そばに置いて部屋を出た。

　一階に降りたが、クラウディアの声はもっと下から響ひびいていた。

「どこですか、クラウディアさん!?」

「応おう接せつ室しつの床ゆかに隠かくし階段があるわ。とろとろしてないで早くしなさいって」

　声の方へと歩いて行くと、クラウディアの言う通り、かつては客を迎むかえるために使われていたらしい部屋の中央にぽっかりと穴が空き、石の階段が下へと延のびていた。大きな石の塊かたまりで蓋ふたがされ、その上にテーブルが置かれていたようだが、それらは粉々に吹ふき飛ばされていた。薫が上を探索しているときに大きな音はしなかったところをみると、それを破は壊かいしたのはクラウディアではなく上の階で亡骸を乱暴に打ち捨てた者だろう。

（あっ……）

　この部屋にも骨が転がっていた。それは屋敷の人間ではなく魔ま術じゆつ師しのローブを着た人物だったが、近くに一輪の花が落ちていた。

（もしかして誰かがここで命を落とした人のために花を手た向むけたのか……？）

　薫はその花を亡骸の側に置いて階段を降りて行った。

　階段はすぐに終わった。石でできた十メートル四方ほどの小さな部屋があり、その中央にクラウディアがしゃがみ込んでいた。見み渡わたしても周囲を囲む石の壁かべ以外は何もない。

「これを見て」

　薫がクラウディアの元に行くと、彼女は足元を指さして言った。そこには単行本ほどの長方形の窪くぼみがあった。何か薄うすく平べったい物を嵌はめ込こむようになっているようだ。窪みのほぼ中央に、アルファベットの『ＺＯＳＯ』にも見える不ふ可か思し議ぎな幾き何か学がく模も様ようが描えがかれている。

「これは……」

　と薫が窪みに手を伸のばそうとすると、クラウディアが薫の手を掴つかんで止めた。

「触らないでっ」彼女は顔を蒼そう白はくにしていた。「さっきは貴方を脅おどかすつもりで『人間の形を保っていられなくなっちゃっても知らないからね』なんて言ったけど、これはそんな生なま易やさしいものじゃないわ」

「じゃあこれが『鍵穴』ですか!?」

「間ま違ちがいないわ。じゃあ村に帰りましょう」

「えっ……さっきの結けつ界かいを破ったみたいに、クラウディアさんの魔術でどうにかならないんですか？　この先に外道祈祷書があるんでしょ？」

「ご冗じよう談だんを」クラウディアは額ひたいに滲にじんだ脂あぶら汗あせを拭ぬぐい、皮ひ肉にくな笑えみを浮かべて言った。「もしかして協会の魔術師が総出なら『鍵』なしでも無事に開けられるかもしれないわ。でも……わたしはそれに絶対に参加しないけどね」




　　　　◇




　屋敷の廊ろう下かを歩いていても外の喧けん噪そうはアイリスの耳に届いた。

　彼女は窓の外に目をやった。デュラーゾの村を見下ろすように立てられたフィギンズの屋敷からは、眼がん下かの広場がよく見えた。もし篝かがり火びを囲む村人たちが手にしたのが鋤くわや鍬すきだったら年に一度の楽しみである収しゆう穫かく祭さいに見えたかもしれないが、彼らは猟りよう銃じゆうを構かまえていた。

　アイリスは横を一いつ緒しよに歩いている人物を見上げた。フィギンズの妻のロクサーヌだ。

　彼女はアイリスをここに連れて来ると、応接室でさっきの怪け我がの手当をしてくれた。どろりとした緑色の液えき体たいを塗ぬって包ほう帯たいを巻き、顔を近づけて彼女がふっと吐と息いきをかけると、怪我の痛みは嘘うそのように消えてしまった。アイリスが驚おどろいて思わず「これっておまじないですか!?」と聞くと、ロクサーヌは笑って「ええ、よく分かったわね」と答えた。

　アイリスはそっと彼女の横顔を観かん察さつした。明かりの灯ともされていない真っ暗な廊ろう下かで、窓から差し込む篝火に照てらされたロクサーヌは、同性のアイリスでも息を呑むほどの美び貌ぼうだった。自分とはまるで違う、ふっくらと肉のついたボディ・ラインが羨うらやましい。

　実はアイリスは彼女が苦手だった。と言っても会話をしたことさえないのだが、彼女が三か月前にフィギンズに嫁とついできたときからなぜか近づき難がたくて、彼女が村を散歩しているのを見るとつい避さけて隠かくれたりしてしまったものだ。

　でも本当はいい人なのかもしれない……とアイリスは思った。わたしが「おまじない」とか口にすると村の人はみんな馬ば鹿かにするのに、奥おくさんは変な顔をしたりしなかったし……。

「奥さん。わたし、奥さんにお願いしたいことがあるんです……」

　アイリスはおずおずと切り出した。好きになれないロクサーヌについて来たのは、彼女を介かいしてフィギンズに頼たのみたいことがあったからだ。

「あ、あの、薫のことなんですけど、薫が人を殺したなんてきっと何かの間違いなんです。だからこの山狩がりを止めてください」

「どうして他よ所そから来た人なんかをそんなに庇かばうのかしら？」

「それは……」

　だって奥さんのところの執しつ事じは化け物だったんですもの……とはさすがに言えない。確かあの執事は、このロクサーヌがフィギンズに嫁いだときに一緒に街から来た人物だ。

「あの子が好きなの？」

「き、嫌きらいじゃないですけど……そんな、恋こい人びととか……。どうせわたしに恋人なんてできないだろうし……」

「どうして？　貴方あなたは可愛かわいいわよ」

「そんなの……嘘うそです。わたし、身体からだは痩やせててごつごつしているし、毎日畑仕事をしているから肌はだは日に焼けているし、それにうちは貧びん乏ぼうだし。村の誰も相手になんかしてくれません……」

「人間というのは外そと面づらも重要かもしれないけど、中身はもっと重要なのよ。中身が腐くさっていると、いずれは外も腐ってくるの。貴方が薫を庇うのは、彼が格かつ好こういい顔をした若者だからなのかしら？」

　アイリスはぷるぷると首を横に振ふった。するとロクサーヌはアイリスの肩かたに手を回して軽く抱だき寄よせた。

「分かったわ。すぐにやめさせましょう」

「ほ、本当ですか!?」

「もちろんよ、可愛いアイリス。でもわたしも貴方にお願いしたいことがあるの」

「お願いしたい……こと？」

「大したことじゃないわ。わたしと一緒にお食事をして、お喋しやべりに付き合ってちょうだい。わたしは子供が生めない身体なんだけど、本当はアイリスみたいな子供が欲ほしかったの。そうそう、貴方のその素す敵てきなお友達のことも聞かせて欲しいわ」

　ロクサーヌは肉にく食しよく獣じゆうが血が滴したたる獲え物ものを前にしたときのように舌したを伸のばして口の周りをぺろりと舐なめた。しかし屋敷の柱がちょうど陰かげになってアイリスには見えていなかった。

「いいでしょ？　可愛いアイリスにどんな恋人ができるか知りたいの」

　アイリスは顔を赤くして「わたしが知っていることなら……」と言った。

「じゃあダイニング・ルームに行って……」

　とそこまで言ったところでロクサーヌは急に足を止め、鋭するどい声で言った。

「ベンジー」

　背後で小さな悲ひ鳴めいと共に誰かが転ころぶ音がした。振り返ると小さな影かげがわたわたと起き上がろうとしていたが、どうやら腰こしを抜ぬかしたらしくその場から動けないでいる。

「どうしたのかしらベンジー。さっきから後をつけて来たりして。何かわたしに用なのかしら？」

　そう言ってロクサーヌも後ろを振り返った。「あの、あの……」と返答できないでいる声は確かにベンジーだった。それにしてもどうして分かったんだろう……とアイリスは不ふ思し議ぎに思った。廊下は真っ暗でアイリスには今も何も見えない。しかもロクサーヌはさっき後ろを見もせずにベンジーだと分かったのだ。

「アイリスを……」ベンジーがやっと言葉を紡つむいだ。「アイリスをどうするの……？」

「なあに、『どうする』だなんて妙みような言い方をして。ただお食事をしながらお話しをするだけよ。ああ、そうだ。ベンジー、貴方も一緒にお食事する？」

　ベンジーは悲鳴のような声で「い、いらないよっ！」と叫んだ。

「そう。だったら早く寝ねてしまいなさい」

　ぴしゃりとロクサーヌが言うと、ベンジーは弾はじかれたように飛んで行った。

「ごめんなさいね、失礼な子で。さあ、行きましょうか」

　ロクサーヌがアイリスの肩に手を回した。ずいぶん恐がっていたみたいだけど、そんなに厳きびしい教きよう育いく方ほう針しんなのかしら……とアイリスは首を捻ひねった。そういえばロクサーヌが嫁いできたときアイリスがベンジーに「今度のお母さんはどんな人？」と聞いても、彼は顔を真まっ青さおにして首を振るばかりだったが……。

「……えっ、いま何か言いました？」

　歩きながらロクサーヌが何かを呟つぶやいた気がしてアイリスは聞き返した。

「いえ。別に何も」

　気のせいかしらともう一度アイリスは首を捻った。確かに勘かん違ちがいかもしれない。どういう意味かさっぱり分からない言葉だ。「あの子が一番鋭かったのね」なんて。
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　ダイニング・ルームに招まねかれたアイリスは、並ならべられた料理の豪ごう華かさに目を丸くした。海でなければ捕とれない魚や、アイリスの家では年にほんの数回食しよく卓たくに上るか否いなかという牛の肉を使ったステーキ。どうやって食べるのか見当もつかないが、蕩とろけたチーズがなみなみと入った鍋なべと横に添そえられたパン。それから季節外れの果物くだもの……。それらが王様が使うような金ぴかの食器に載のせられて、暖あたたかな湯ゆ気げと香こうばしい匂においを立ち昇らせている。

「あ、あの……」

　アイリスは、テーブルの向こうにいるロクサーヌと料理を見み比くらべた。自分の家で食べた夕飯は、食たべ盛ざかりのアイリスにはとても足たりる量ではない。お腹が端はしたない音を立てていたが、こんな豪ごう勢せいな料理を食べたらバチが当たると思った。

「食べないのかしら、アイリス？」

「だって……こんな物を御ご馳ち走そうになる理由がありません」

　アイリスは我が慢まんして言った。

「遠えん慮りよしなくていいのよ。我わが家やの使用人のことで怪我をさせてしまったお詫わびよ。貴方のお友達のことは乱らん暴ぼうにしないよう村の人たちにもう伝えましたから、気にせずお食事を楽しんでちょうだい……あら、どうしたの？」

　アイリスの瞳ひとみに涙なみだが滲にじんでいた。

「いやだわ。そんなにお腹が空すいていたの？」

「ち、違うんです。わたし、奥さんのことをあまりよく思っていなかったんです。話したこともないくせに。こんな優やさしい人だなんて知らなくて……ごめんなさい」

「いいのよ。長く都会に住んでいたものだから、こんな静かな村では浮ういちゃうのよね。ベンジーだってちっともわたしに懐なついてくれないぐらいですもの。さあ、食事は泣きながらするものではないわ。笑え顔がおでするものよ。そうでしょ？」

　ロクサーヌが「さあ」ともう一度促うながす。アイリスはフォークを掴つかみステーキを口に運んだ。信じられないぐらい美お味いしかった。下品にならないようゆっくり食べるつもりだったのに、次し第だいにペースが早くなってしまう。ロクサーヌはそんなアイリスの様子を目を細ほそめて見つめている。アイリスは流は行やり病やまいで亡なくした母親のことを思い出していた。

　こんな優しい人もいるんだ、とアイリスは思った。

　この村にいる人はみんな意い地じ悪わるだ。わたしのことをいじめる。ただ家が貧まずしいってだけで心の中では蔑さげすんでいる。一いつ生しよう懸けん命めい働いたってどうにもならないことだってあるのに。わたしはこんな村を出て行きたい。薫かもしれないし、薫じゃないかもしれないけど、いつか素す敵てきな人がわたしの前に現れたら……。

「あっ……」

　アイリスの手が止まった。「どうしたの？」とロクサーヌが不思議そうに訊たずねる。アイリスはチーズ・フォンデュの鍋を掻かき混まぜていたフォークを置いた。
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「あの……これ、持って帰ってもいいですか？　わたしばっかり食べるのはずるいもの。おばあちゃんもお腹を空すかせているだろうから……」

　自分一人がこんな豪華な食事を食べてしまったことがすこぶるいけないことに思え、アイリスは泣き出してしまった。先さき程ほどぶつけた酷ひどい言葉の後こう悔かいもあった。

　なんであんなことを言ってしまったんだろう。あんなこと思ったこともないのに。いえ、きっとどこかで思っていたんだ。わたしって悪い子だ……。

「ああ、貴方はなんて優しい子なのかしら。同じ物を貴方のおばあちゃんにも届けるから、貴方はそれを全部食べていいのよ」

「ほんと？」

「ええ。貴方は少し痩やせすぎだわ」ロクサーヌはアイリスの身体に視し線せんを這はわせた。「わたしね、肉付きのいい子の方が好きなのよ」

　粘ねばつくような彼女の視線に一いつ瞬しゆん背せ筋すじに冷たいものが走ったアイリスだが、きっと気のせいだろうと食事を再さい開かいした。

　テーブルの皿がだいぶ空になってきた頃ころ、ロクサーヌが言った。

「そろそろ薫の話を聞かせてくれない？　わたしね、彼にすごく興味があるの」

「あ、はい」

　アイリスは頬ほお張ばっていたケーキを飲み込んで頷いた。

「わたしね、ずっと探している物があるの。きっとこの村のどこかにあるはずなんだけど、三か月も探しているのにちっとも見つからないの。もしかしたら薫が持っているんじゃないかって思うんだけど」

「どうして村にあるはずの物を、旅人の薫が持っているんです？」

　あまりに奇き妙みようなことを言い出すものでアイリスはテーブルの向こうのロクサーヌをまじまじと見つめた。が、彼女は変わらぬ柔やわらかな笑顔でアイリスを見つめ返しながら言った。

「ほら、何日か前にどこかにいなくなっちゃった地ち質しつ学がく者しやがいたでしょ？　あの人って泥どろ棒ぼうだったじゃない。きっとあの人が村から盗ぬすみ出したのよ。あの人と薫は実は友達で、もしかするとあの人が隠かくした物を薫が受け取っているかもしれないってわたしは思うの」

　それじゃあ薫も泥棒ってことになっちゃうじゃないっ、とアイリスは抗こう議ぎしようとしたが、ロクサーヌの目を見ているうちになぜか「ああ、そうかもしれないな」と納なつ得とくしてしまった。

　ロクサーヌは両手の親指と人さし指で長方形を作った。

「これぐらいのプレートよ。たぶん金きん属ぞく製せいで、こんな紋もん章しようがついているの」

　と彼女がどこか知らない国の言葉で何かを唱となえると、彼女が指で作った長方形の真ん中に青白い光の筋すじで描えがかれた幾き何か学がく模も様ようが浮かんだ。アルファベットの『ＺＯＳＯ』という文字にも見える。うわあ、やっぱり奥さんはおまじないが使えるんだ……とアイリスはぼんやりした頭で思う。

「あ……それ、見たことがあります」

「くくっ、やはりあの小こ伜せがれが持っておったのか」

　ロクサーヌの口く調ちようが変わった。舌を伸のばし口の周りをぺろりと舐なめる。

「ではぬしにはもう用はないのお。妾わらわはぬしのような可愛かわいい娘むすめは大好きなのじゃが、ぬしのような可哀かわい想そうな娘を食ろうのはもっと好きなのじゃ。冥めい土どの土産みやげに美う味まい物もたらふく食ろうたじゃろうし、そろそろ妾にも食事をさせておくれ。可哀想にのお。ぬしは妾に食べられてしまうのじゃ。ぬしのような優しい娘がほんに不ふ憫びんなことじゃ。しかし寂さびしがることはないぞ。お前の好きな小伜もすぐに妾の胃い袋ぶくろに入って来るゆえにのお」

　ロクサーヌがとんでもないことを言っているのも、彼女の舌が二ふた股またに分かれているのも、アイリスは別に変だとは思わなかった。アイリスはロクサーヌの術じゆつに囚とらわれていた。

　しかしロクサーヌは誤ご解かいしているので、それは正してあげなくちゃと思った。

「いいえ、違うわ。持っているのは薫じゃなくておばあちゃんよ。おばあちゃんのベッドの下にはおまじないの道具が隠かくしてあるのをわたしは知ってるの。その中にそれがあったわ」

「……なんじゃと」

　パシュ、と音を立てて紋章が消える。ロクサーヌの語ご調ちようが、ねっとりとした妖よう艶えんなものから、空気を切り裂さくような鋭するどいものへと変わり、呼こ応おうするようにアイリスの術が解けた。

「あれ……？」

　今の会話のことはみんな覚おぼえていたが、夢から醒さめたかのようにアイリスはそれが現実だったのか分からない。確か今、自分を食べるとか言ったような……。

「ぬしの祖母とは病に冒おかされたマーガレットとかいう老ろう婆ばじゃな」

「あ、はい。でも奥さん、今……」

「生きたまま食われとうなかったら黙だまって妾の質問に答えい小娘っ。ミラベリの奴やつはぬしの祖母の主しゆ治じ医いだったはずじゃっ」

「え、ええ……。もう何年も病気を看みてくれているわ。身体からだが悪くなってからは村まで往おう診しんに来てくれるし……。あの、それより食べるって……」

「ゆ……」ロクサーヌは身体を震ふるわせながら立ち上がった。「許さぬぞあの野の良ら犬いぬめっ！　妾を謀たばかって功こうを独ひとり占じめにする気かっ」

　アイリスは唖あ然ぜんとする。ロクサーヌが掴つかんだテーブルが蝋ろう細ざい工くのようにばきばきと砕くだけた。その手には皮ひ膚ふを突つき破って爪つめが伸のび、剥むき出しになった歯には二本の牙きばが並んでいた。

　アイリスは腰こしを抜ぬかしていた。しかしそのあまりの非現実さに、やけに客きやつ観かん的てきに分ぶん析せきしていた。

　……この人は薫が殺した執しつ事じと同じ種類だわ。
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　ベンジーは森を走っていた。

　山狩がりは今も続いていて、ときどき松明たいまつと猟りよう銃じゆうを持った村人と出くわす。

「危あぶないぞ、ぼっちゃん。あの他よ所そ者ものは何か武器を持っているに違いねえ。じゃなけりゃあんなふうに頭を粉こな々ごなにするなんてできねえ」

　ベンジーは「そ、そうだね。すぐに帰るよ」とか応こたえてやり過すごすが、彼は森の奥おくへ奥へと入って行った。薫を探して助けを求めるために。

　義母とあの執事が化け物であることをベンジーは知っていた。

　三か月前のある夜、家族みんなでハッテバーグの街にある別宅のマンションに泊とまっていたときのことだ。出掛けたまま戻って来ない母親が心配で寝ね付つけずに夜や景けいを眺ながめていると、眼がん下かの路ろ地じ裏うらに誰だれかが誰かを引きずり込んで来た。片方は後に執事として自分らの家にやって来る男。引きずられているのは誰あろうベンジーの実の母親──フィギンズの二人目の妻──だった。母親はもうぐったりとしていた。

　路地の奥には女が腰こし掛かけていた。男は女の前に母親を置くと、母親の腕うでをひょいと引っこ抜いて女に差し出した。女は女王のように鷹おう揚ように頷うなずくと、それを口に運んだ。

　ベンジーが覗のぞいていたのはずっと上の階だったが──だから気づかれないで済んだのだろう──咀そ嚼しやく音おんが聞こえる気がした。女の前では肉料理を取り分けるかのように男が自分の母親を解かい体たいしていく……。ベンジーが見ていられたのはそこまでだった。

　夢だと思った。母親が帰って来ないで大おお騒さわぎになっているのとも無関係だと信じようとした。だが次の日の朝、父親があの女を紹しよう介かいして「父さんは再さい婚こんすることにした」と言ったとき、あの晩ばんに見たことは永遠に口にできないと思った。喋しやべったら自分もロクサーヌに食い殺されるのだ、と。

　それからベンジーは自分が秘ひ密みつを知っていることを、同じ屋や敷しきに住む二人の化け物に気づかれないことにばかり気を付けて生活してきた。近くの街かい道どうで人が食い殺されたという話を聞いたときにはすぐに誰がそれをやったか察さつしたが、ベンジーは沈ちん黙もくを続けた。

　……でももう逃にげちゃだめだ。アイリスが殺されちゃうもの……。

　今にも背後の闇やみからあの女が現れる気がしたが、ベンジーは涙なみだを堪こらえて薫を探し続けた。自分が殺されるよりも、アイリスが食われてしまう方が嫌いやだった。

　──ちょっと待って。知っている子です。

　えっ、とベンジーは足を止めた。風かざ鳴なりが人の声に聞こえた気がしたのだ。身体を抱だき締めながら周囲を見渡すが人の姿はない。

　──そんなガキ放ほうっておきなさいよ。今は迷まい子ごに構かまっている場合じゃないでしょ。

　今度は女性の声がする。何か面めん倒どうくさそうな声だ。『そんなガキ』というのが自分のことなら、遠えん慮りよなく放っておいてくれとベンジーは思った。

　──そうもいかないよ。

　──貴方あなた、真ま面じ目めすぎるのよ。山狩りしている連中を呼ばれるわよ。

　──これが普ふ通つうです。とにかくこの魔ま法ほうを解といて下さい。

　幽ゆう霊れいも喧けん嘩かをするんだ……などと思っていると、女性の声が「ホント兄あに貴きそっくりの頑がん固こ者もの。一生透とう明めい人にん間げんのままにしてやろうかしら……」とかぶつぶつ言った後で、奇き妙みような言葉を唄うように呟つぶやいた。

「きゃあああっ」

　ベンジーは叫さけんで腰を抜ぬかした。空気が歪ゆがんだかと思ったら、すっ、と二人の人間が姿を現したのだ。片方は赤いローブを着た金きん髪ぱつの美女。そしてもう一人は……。

「ごめんね。また驚おどろかしちゃったみたい」

　そこにいたのはベンジーが探し続けていたあの青年、薫だった。

「たぶん村のみんなは僕を探していると思うんだけど、明日の朝まで待ってもらえないかな？　それまでにはみんな片付けて村を出て行くから」

「なによ、まだ一人正体が分かってないってのにそんな約束なんてしちゃって」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、クラウディアさんが手伝ってくれれば。……じゃあねベンジー。僕を信じてって言うのは無む理りかもしれないけど、できれば朝まで村には戻もどらないで。何て言うか……変な生き物を見ちゃうかもしれないから」

　クラウディアと呼ばれた女性がまた奇妙な言げん語ごで何かを唱えると、二人の姿が消えて行く。

「待って！」

　ベンジーは透明になった薫の身体にしがみついた。やっぱり薫はあの化け物の存在を知っているのだ。

「お、お願いだよ、アイリスを助けてっ。アイリスがあの女に食い殺されちゃうよっ」
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　薫とクラウディアの二人は姿を消したまま村のすぐ近くまで来ていた。

「どうするつもり？　二人の魔族を同時に相手にするなんてわたしごめんよ」

「先にロクサーヌを倒たおします。変なことを言うかもしれないけど、ミラベリは交こう渉しようができる相手かもしれない」

「まあ、わたしも外げ道どう祈き祷とう書しよが欲ほしいから自分が危あぶなくならない程度には付き合ってあげるけど、あんまり期待されても困こまるわよ」

　彼女はまたそんなことをぶつぶつ言った。

　村が見えてきた。炎ほのおが焚たかれているらしく、針しん葉よう樹じゆをオレンジ色に照てらしている。ベンジーから聞いた話に拠よれば、村人は自分を捕とらえるのではなくその場で射しや殺さつするつもりらしい。

「クラウディアさん。この魔術って村の人を全員同時に騙だませるんですか？」

　彼女の魔術は本当に姿を消すわけではない。他人に自分らを意識させないのだ。『やけに影かげが薄うすい』というのをとことんまで極きわめたような状態である。薫は彼女のことを見れるが、それは彼女が薫を『対たい象しようから外はずしている』お陰かげだそうだ。

「人数は問題じゃないわ。これを見み破やぶれるのは魔ま力りよくの有う無む。素そ質しつのある奴やつは一いつ瞬しゆん『あれ？』って思うでしょうけど、通り抜けるぐらいなら問題なし。ただし魔族には通用しないわよ。悔くやしいけど奴らと人間のわたしじゃ、生まれながらに魔力のキャパシティが桁けた外はずれだから」

「村の人に見られなければ問題なしです」

　クラウディアの台詞せりふを真ま似ねしてみせると、彼女はくすりと笑って「よく言うわよ」と薫の肩かたを叩たたいた。

　二人は村の敷しき地ちに入った。村は南北に分かれていて、フィギンズの屋敷は南側にある。屋敷の庭のような広場に集まった村人たちはクラウディアの言うように、人込みを駆かけ抜ける二人にまったく注意を払はらわない。薫は声を殺して彼女に言う。

「僕がロクサーヌを食い止めるから、クラウディアさんはアイリスを……」

　そこで薫は言葉を飲み込んで足を止めた。

　口が開けなくなった、と言った方が正しいかもしれない。前方から篝かがり火びよりも熱い焼けるような殺さつ意いが近づいて来ていた。飢うえた獅し子しが現れても拍ひよう子し抜ぬけしただろうほどの強きよう烈れつな気配だったが、村人に会え釈しやくされながら姿を見せたのは胸むな元もとの大きく開いたドレスをまとった貴き夫ふ人じんだった。

「あら」ロクサーヌも薫たちの十数メートル前で足を止めた。「わざわざ自分から捕つかまりに来るなんてどうしたのかしら？　でも今は忙いそがしいから楽しいコトをするのは今度にしましょう。見み逃のがしてあげるから消えなさい」

　あらぬ方を向いて喋しやべるロクサーヌに村人が「どうしたんですか、奥さん？」と不ふ思し議ぎそうに訊たずねるが、彼女は無む視しした。

「アイリスはどうした？」

　薫の声に村人がきょろきょろと辺りを見渡した。クラウディアがそっと薫に囁ささやく。

「……よしなさい。声を出すと『勘かん』のいい人間には貴方が見えちゃうわ」

「ああ、そうか」ロクサーヌがポンと手を叩たたいた。「ベンジーが貴方に助けを求めに行ったってわけね。いけない子ね、ママに逆らうなんて。後でお仕し置おきね」

「アイリスはどうしたと聞いているんだっ」

　上品な口調を崩くずさないロクサーヌに、薫が声を荒あららげる。薫の姿が一瞬だけ認にん識しきできたらしい村人が目を擦こすっていた。

「あの子は今夜のお夜食……」

「なっ!!」

「……にするか、明日の朝食にするかまだ悩なやんでいるのだけど、どちらにしたものかしら？」

　ロクサーヌは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。一千年もの間この世界で淫いん蕩とうと暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしてきた女にしかできない表情だった。村人たちもロクサーヌの異い常じようさにざわめき始め、広場に集まった二十人近くの中でほんの一人か二人であったが、「なんか寒さむ気けがする」とその場から立ち去った者もいた。

「それとも小こ伜せがれ……」ロクサーヌが口調を変えた。「妾わらわが食らう前にぬしがあの娘むすめを味見してみるかえ？　あの娘、ぬしを好すいているようじゃぞ」

「……上等だよ、この厚あつ化げ粧しよう女おんな」

　薫は彼らしからぬ言葉を吐はき、ポケットの中から例の宝石を取り出した。

「おやおや、風ふう変がわりな代しろ物ものを持っておるの。この妾も初めて見る品じゃ。しかしそんな玩具おもちやで妾を満足させられるのかのお？」

「職しよく業ぎよう柄がら、お前には『天国に行かせてやる』と言えないところが残念だね」

「……なるほど教皇庁バチカンであったか」

　ロクサーヌの顔から笑みが消えた。

「これはまず貴き様さまから食ろうてやらねばならぬようじゃ」

　テレビのスイッチを消すかのように薫の視界からロクサーヌが消えた。村人たちが「えっ……奥さん、どこ行っちまったんですか!?」と周囲をきょろきょろと見み渡わたす。それは薫も同じだった。

　ロクサーヌが使ったのは、クラウディアが村の侵しん入にゆうに使った相手の認識を攪かく乱らんする魔術だった。クラウディアには辛かろうじて姿を追えたが、魔力を持たない薫は術じゆつ者しやがそれを『許可』しなければ術者を認にん識しきすることはできない。

「薫、左よっ！」

　鋭するどい爪つめを伸のばして迫せまり来るロクサーヌとは違ちがう方を向いたままの薫にクラウディアが悲ひ鳴めいのように叫さけぶ。

　ロクサーヌの爪が薫の首をとらえた、と思った瞬しゆん間かん、薫は側そく転てんするように上半身を下げて相手の爪を躱かわした。

「なんとっ！」

　ロクサーヌが驚きの声を上げた。薫はその勢いきおいのままカウンターでロクサーヌの顔がん面めんを狙ねらう。薫の口にはすでに宝石がくわえられていて、鉄板を仕し込こんだ靴くつは黒いオーラをまとっていた。

　しかし相手の反はん射しや神しん経けいは人間とは比べものにならなかった。思いも寄らぬ薫の反はん撃げきを反対の腕うでで受け止め、薫を弾はじき飛ばした。

「……見えるの、あいつが？」

　数メートルも飛ばされた薫にクラウディアが駆け寄って訊ねた。

「あれだけ殺さつ気きを放っていれば、攻こう撃げきする一瞬ぐらいはなんとか」やや引きつった笑みを浮かべながら薫は起き上がる。薫の目はもうロクサーヌを認識できていなかった。「クラウディアさん、僕がこいつの相手をするからアイリスを頼たのみます」

「馬ば鹿か言ってんじゃないわよっ。一人でどうにかなる相手じゃないでしょ！」

「何とかなります。村の人から離はなれさえすれば僕も……」

「いいや、そうはいかぬ。逃にげたらぬしがここに来た意味がなくなるぞ」

　ロクサーヌはそう言って、ひゅん、と爪を振ふるった。近くにいた村人の腕が深々と裂さけて血が吹ふき出した。ロクサーヌはその血をすくって、先さき程ほど薫のカウンターを受けて煙けむりを上げている自分の腕に塗ぬった。

「人間の身でようそこまで極きわめた。ぬしほどの腕なれば、周囲に人がいなくなれば気配で妾の動きも掴つかめようて。じゃが生あい憎にくと妾はこの美しい身体を傷つけられたくないのでな。虫けら相手に些いささか汚きたない手を使わせてもらいたいのじゃが……それでよいかのお？」

　薫は返答する代わりに、声の方を向いて構かまえをとる。

「くく、年とし端はもいかぬ小こ伜せがれのくせに見上げた心こころ掛がけじゃ。妾……濡ぬれてしまいそうじゃ」

　姿は見えぬのに会話が聞こえたり、いきなり腕が裂さけて血が吹き出したりしているのに、村人は混乱するばかりでその場から立ち去らないでいる。

　その中をぬってロクサーヌが向かって来る。薫は周囲の気配を探さぐるが、混乱する村人のざわめきや、燃え盛さかる篝かがり火びの炎が邪じや魔まをしてロクサーヌの動きが掴めない。

「青い服を着た男の陰かげから来るわっ」

　クラウディアが叫さけんだときにはもう、ロクサーヌの振り上げた腕が青い服の男ごと薫を薙なごうとしていた。

　相手の殺気でストロボが照らすように一瞬だけ見えた姿を頼たよりに、薫は青い服の男にタックルする。辛かろうじて直ちよく撃げきしなかったが、ロクサーヌの爪は薫の腕を抉えぐった。

　上からもう一いち撃げき来るだろうと薫は百八十度の弧こを描えがいた蹴けりを放つが、殺気はもう近くになかった。

「え……お前は？」薫が庇かばった男と視線が結むすばれる。薫は男の上から飛とび退のいた。「何だよ、いきなり転んだりして」「いや……いま誰かが見えた気がしたんだが……」そんな会話が交かわされる。

（これは本気でまずいな……）

　村人から隠かくれながら戦うのも、庇いながら戦うのも、もう限界だった。

　と、薫は背後から聞こえてきたものに驚いて振り返った。クラウディアが呪じゆ文もんを唱えていた。その呪文に集中したためか、村人は彼女の姿に気づいて指さしていた。

「よせクラウディアさんっ！　村の人が巻き込まれるっ」

「やり方次し第だいでしょ」クラウディアの指が空中に五ご芒ぼう星せいを描えがいた。黒くろ魔ま術じゆつに使われるのは六芒星。五芒星は精せい霊れい魔ま術じゆつだ。「……あんたの趣しゆ味みに付き合って、こんなのを勉強しといてよかったわよ、真ま澄すみ」

　クラウディアの精霊魔術が狙ねらったのは篝火であった。何の前まえ触ぶれもなく、焚たき火の中にスプレー缶でも放り込んだかのように篝火が弾はじけ飛んだ。

「ぐあああっ！」

　その篝火のすぐ側そばにロクサーヌがいた。爆ばく発はつした篝火はあっと言う間にロクサーヌのドレスに燃もえ移った。

　いくら認識を妨ぼう害がいする魔術を使っているとはいえ、炎ほのおに包つつまれている相手を見み逃のがすはずはなかった。薫は一気に距きよ離りを詰つめると、ロクサーヌの心しん臓ぞうを目がけて蹴りを放った。

　あばらをへし折り、肉を貫つらぬく嫌いやな感かん触しよくが伝わってくる。ロクサーヌは炎に包まれながら絶ぜつ叫きようした。

　が、そこで脚あしが止まった。宝石が一回に引き出すエネルギーではロクサーヌの肉体を破は壊かいしきれなかったのだ。

（弱いかっ）

　ロクサーヌの胸に突つき刺ささった脚を軸じくにし顔面を狙ねらって蹴りを放ったが、簡単に受け止められて、薫は投げ飛ばされた。

「どきなさい、薫」

　背後でクラウディアが新たな呪文を完成させていた。薫が逃げるより早く、今度は純じゆん然ぜんたる六芒星から光の矢が生まれてこちらに飛ひ来らいする。「うわあっ」と地面に伏ふせる薫の髪かみの毛を掠かすめて、光の矢はロクサーヌを直ちよく撃げきして大爆発が起きた。

　土ど砂しやを巻き上げた爆ばく風ふうが薫の上を通って行く。その風の先には、両腕を正面に翳かざしたままのポーズで深しん紅くのローブをたなびかせるクラウディアがいた。「決まったでしょ？」とばかりに自信満々の顔で薫にウィンクをした。

「あ、あのね、クラウディアさんっ。助けてもらっておいて何だけど、僕が『村の人に見られなければ問題なし』って言ったのは、魔族とか魔法とかを無関係な人たちに知らせたくないって意味もあるんですっ！　後でどうやってこのことを隠せばいいんですかっ」

　さすがにこのパフォーマンスには村人たちも一いち目もく散さんに逃げ出していた。

「んなものわたしがまとめて記き憶おく操そう作さするから大丈夫よ」

「そんな不ふ穏おん当とうな言葉を使わないで下さいっ」

　クラウディアの魔法が作ったクレーターの中からガラリと音がした。薫とクラウディアは真ま面じ目めな顔に戻もどり、戦せん闘とう態たい勢せいをとる。

　土砂の中からロクサーヌが起き上がった。服は全すべて焼け千切れて全ぜん裸ら。両乳ち房ぶさの谷たに間まに先程薫が穿うがった大きな穴が空き、人間と同じ色の血が吹き出していた。自ら「美しい」と称たたえたそのプロポーションは確かに完かん璧ぺきなものだったが、今はクラウディアの魔術で大小の傷が刻きざまれていた。

　ロクサーヌは牙きばを剥むき出しにした形ぎよう相そうで二人の方に向かって来た。怒りのままの無む謀ぼうな暴ぼう走そう、と二人の目には映った。次の一撃で倒たおせる……薫は宝石の力を拳こぶしに集中し始めるが、クラウディアはすでに次の魔術を用よう意いしていた。上空に一枚のガラスの板のようなものが浮かび、突とつ撃げきして来るロクサーヌに向かって急降下する。

　ガラス板はロクサーヌを肩から腰へと真っ二つに裂いて地面に突き刺さった。が、真っ二つにされたはずのロクサーヌはガラス板を擦すり抜けてそのまま向かって来る。薫は身構えるが、ロクサーヌはフェード・アウトするように消えていった。

「幻像っ!?」

　クラウディアが叫ぶ。目の前のロクサーヌが消え、その背後の光景が見えた。もう一人のロクサーヌがフィギンズの館やかたにドアを突き破やぶって入って行くところだった。

「追うわよっ」

　クラウディアは屋や敷しきへと走り出した。薫も後に続く。

「今のはいったい何だったんですかっ」

「幻像を作り上げてわたしたちに向かわせたの。さっきの認識を狂くるわす魔術のことがあったから、それへの対たい応おうしかしてなくてすっかり騙だまされたわ……」

　苦にが々にがしげに吐はき捨すてるクラウディアの言葉を、屋敷の中から響ひびく悲鳴がかき消した。




　　　　◇




　屋敷の主人であるフィギンズがやっと目を醒さましたのは薫の山狩がりが始まって数時間もしたときだった。「旦那だんな様さま……お願い、起きて……」と夢の中で彼が溺でき愛あいする妻のロクサーヌの声が聞こえた気がしたのだ。

　屋敷の外で何やら村人たちが騒さわぐ声がしていた。寝しん室しつの窓は山に向かっていたので何が起きているかは分からないが、フィギンズは猛もう烈れつに腹を立てた。どんな小さなことであっても自分の知らないことがこの村で起きるのは気に食わないのだ。

　──旦那様、こっちに来て。わたしを助けて……。

　またロクサーヌの声が聞こえた気がし、フィギンズはガウンを羽は織おって廊ろう下かに出た。

　廊下の向こうから誰かが走って来る。何が起きているのか窓の外からはオレンジ色の光が差し込んでいて、走って来る人物の顔が見えた。

「い、いったいどうしたんだロクサーヌ!?」

　彼女の姿を見てフィギンズは唖あ然ぜんとした。彼女は全裸でおまけに全身傷まみれだった。胸を押おさえた手の下からはかなりの血が流れ、しなやかな脚の先まで赤く染めていた。

「誰がお前にそんなことをっ。絶対に許さんぞっ」

「ああ……嬉うれしいわ」ロクサーヌの瞳ひとみに涙なみだが浮うかび、口調が少しだけ変わる。「わたしを愛してくれているのね」

「もちろんだともロクサーヌ。神に誓ちかってお前ほど愛した女はいない」

「わたしもあなたを愛しているわ。確かにこの村に潜せん入にゆうするためにあなたの妻になったんだけど、でもこの三か月の間にわたしはあなたを愛していたの。あなたはどうしようもなく下品で醜みにくくて頭の悪い男だけれど、これまでに寝ねたどんな人間よりも気に入っていたわ。……ほら、これを見て」

　ロクサーヌは胸を押さえていた手をどけた。フィギンズはポカンと口を開けた。何度も埋うめた柔やわらかな胸の谷たに間まに拳こぶしほどもある大きな穴が空いていた。どう考えたって即そく死しするような怪け我がだ。しかも裂さけ目の内側では真っ赤な肉が数十匹ぴきの甲こう虫ちゆうのようにうぞうぞと蠢うごめいていた。

「ロ、ロクサーヌ……それは……」

「さっきヤーディアを食べたんだけど、ちっとも傷は癒いやされなかったの。わたしもあの子を愛していなかったし、あの子もわたしを金目当ての娼しよう婦ふぐらいにしか思っていなかったからよ」

　ロクサーヌはフィギンズに身体からだを寄せた。彼女はフィギンズの両りよう腕うでを押さえて壁かべに磔はりつけにする。振り払はらおうとしたが女の細腕ではあり得ないすさまじい力で、身動き一つできない。

　歯がカチカチと鳴っていた。フィギンズは生まれて初めて真の恐きよう怖ふというものを感じた。しかし、同時に下半身のものが堅かたく張はり詰つめていた。

「ああ……愛しているわ、あなた。だからあなたの血と肉でこの傷を癒させてちょうだいな」

　彼女もまた激しく興こう奮ふんしているようだった。切なげな吐と息いきが漏もれ、瞳はとろんと潤うるんでいた。乳房を押し付けて「あなた……あなた……」と呟つぶやく彼女は、ベッドで過ごしたどんな夜よりも艶なまめかしかった。

　ロクサーヌの牙きばが鎖さ骨こつを砕きながらフィギンズの首に突き刺さった。彼女が顎あごを引くと肉が根こそぎ持っていかれる。激げき痛つうに悲鳴を上げる間もなく意識が薄うすれていく。ロクサーヌは一いつ滴てきの血も零こぼすまいとするように卑ひ猥わいな音を立てて血を啜すすりながら、夫ふう婦ふの関係を結んだ人間の血肉を咀そ嚼しやくしていく。

　毎まい晩ばん抱だいていたこの女はいったい何者だったんだろうな……。

　少なくとも『愛している』という彼女の言葉には一いつ片ぺんの嘘うそもない気がした。




　　　　◇




　逃にげ惑まどう屋敷の使用人をかき分けて二人は屋敷に入った。玄げん関かんを入ったすぐの所にロクサーヌに襲おそわれたらしい男が絶ぜつ命めいして倒たおれていた。ロクサーヌは人間を食らって傷を癒すつもりらしく、最もエネルギーの多いと言われる心しん臓ぞうと生せい殖しよく器きが食い千ち切ぎられていた。

　薫たちはロクサーヌが食い殺した死体をたどって奴やつを追う。二階に続く階段を上った所にヤーディアが驚きよう愕がくの表情で死んでいた。やはり心臓と股こ間かんを食われていた。

「くそっ、これで四人も……」薫は顔を覆おおった。「あのとき一撃で倒せればこんなことにならなかったのにっ」

「後こう悔かいは後にしなさい」

「だけどっ」

「後悔なんてのは所しよ詮せんは自分のためにするものよ。他人のために何かしたいんだったら振り返っている暇ひまなんてないの。わたしはいつもそうしているわ」

　クラウディアはそう言って走って行った。薫も頷うなずいて彼女に続いた。

　明かりの灯ともされていない二階の廊下をしばらく走った所で、クラウディアが足を止めて床ゆかを指さした。

　薫は黙だまって唇くちびるを噛かみ締しめた。五人目だった。血ち溜だまりが広がり、そこから死体を引きずったらしい跡あとが廊下の先の部屋まで続いていた。廊下の先のドアは半分開き、光が漏もれている。

「今度は逃がさないわよ」

「はい」

　二人は呼吸を整えて早足で奥おくの部屋へと向かう。横を行くクラウディアの両手は暗い廊下で輝かがやきを放っていた。

　ドアの手前で薫はクラウディアの方を見る。彼女は目で小さく頷く。魔ま術じゆつの準備はできている──そういうことだ。ドアの向こうにロクサーヌがいるなら、とっくに奴らの鋭えい敏びんな聴ちよう覚かくは自分らの接近に気づいているはずだ。

　薫は頷き返し、勢いきおいをつけてドアを蹴けり開けた。身構えながら部屋に飛び込んだ二人は、そこに広がっていた光景に言葉を失った。

「遅おそかったのお……バチカンの小こ伜せがれよ」

　かなり広いダイニング・ルームなのに血の匂においが充じゆう満まんしていた。長細いテーブルの上に全ぜん裸らのロクサーヌが魔よけのガーゴイルの彫ちよう像ぞうのような格かつ好こうで腰こし掛かけていた。ロクサーヌの前には死体が寝かされており、首から下腹部までがばっくりと裂さかれた死体の内側にロクサーヌは手を突つっ込み、内ない臓ぞうを引きずり出して口に運んでいた。

　死体の顔がこちらを向いていた。フィギンズだった。

「とはいえ、妾わらわの傷はまだ癒えきってはおらぬ。あやつと戦うのはまだ無理というもの」

「あやつ……だと？」

「ミラベリの奴やつじゃ。野良犬の分ぶん際ざいで妾を出し抜ぬき、トゥロワヌ様から命じられた外げ道どう祈き祷とう書しよ回収の功こうを掠かすめ取ろうとしよった。妾の手で殺してやりたいところじゃが、貴様らに譲ゆずってやろう」

「譲ってもらうまでもなく仕し留とめてやる。でもまずはお前からだ」

「いいや、そうはいかぬのお」

　にたにたと笑いながらロクサーヌは背後の椅い子すに手を伸のばした。

「アイリスっ」

　ロクサーヌが子こ猫ねこを摘つまむように引きずり出したのはアイリスだった。気絶しているが生きているようだ。ロクサーヌは彼女を抱き寄せ、自分の牙を見せつけながらアイリスに頬ほおを寄せた。

「この娘むすめの祖母が遺い跡せきの入り口の鍵かぎを持っておる。いや、すでにミラベリの手に渡わたっているやもしれぬ。妾は遺跡で待っておるから、奴を殺して奪うばって参れ」

「僕とミラベリのどちらが死んでもお前には都合いいということか」

「くく……ミラベリとの戦いを避さけ鍵を奪って来なかったら、この娘の血と肉で傷を癒してお前らもミラベリも殺してくれる。いずれにせよぬしは死ぬが、妾の言う通りに動けばこの娘だけは食らわないでおいてやろう」

「お前なんかの言うことがどうして信じられる？」

「『信じる』『信じない』という問題ではないのお」ロクサーヌは血に汚よごれた指でアイリスのライト・ブラウンの髪かみを弄もてあそぶ。「ぬしにはそれにすがるしかこの娘を助ける方法がないということじゃな。いずれにせよぬしが死ぬことは確かく実じつじゃ。一時とはいえ妾が人間から逃げねばならぬというこの屈くつ辱じよく、絶対に忘れぬ」

　ロクサーヌはほとんど内臓を食い尽つくされたフィギンズの死体を抱きすくめると、何度も唇くちびるを重ねた。たぶん気のせいだろうが、フィギンズの死に顔は何だか満足そうな笑え顔がおを浮かべているように見えた。

　ロクサーヌはアイリスを抱かかえてテーブルを飛び降り、薫たちを牽けん制せいしながら窓の方へと下がった。

「ときにぬしら、親しい者はおるかえ？」

「いるよ」

　と薫は答えた。クラウディアは侮ぶ蔑べつの表情でロクサーヌを睨にらみつけ、何も答えなかった。

「ぬしら二人の匂においは決して忘れぬ。ぬしらの親兄弟、親しん類るい縁えん者じや、それから肌を重ねた全すべての者に警けい告こくしておいてやるがよい。妾はぬしらの匂いが染み付いた者の前に現れ、毎まい夜よ、一人ずつそやつらを食らっていくであろう。そやつらはぬしらと関係したばかりに妾に食い殺されるのじゃ」

「やめときなよ、後こう悔かいするから。最初の一人に返り討うちに遭あうよ」

「それは楽しみじゃ」

　ロクサーヌは窓を突き破り、笑い声を残して夜の闇やみに消えて行った。

　薫たちは来た道を戻もどり始めた。

「……ねえ、悪いこと聞くかもしれないんだけど、ロクサーヌを返り討ちにする貴方あなたの『親しい者』の一人目って真澄のこと？」

「真澄さんかもしれないし、レイニーさんかもしれない」

「そりゃ……」クラウディアは苦笑いした。「絶対に後悔するわ」




　　　　◇




　村はまだ喧けん噪そうの中にあった。クラウディアの魔術にくわえ、ロクサーヌが行った屋敷での虐ぎやく殺さつは、とても教きよう皇こう庁ちようだけでは隠いん蔽ぺいしきれない。やはり魔術師協会の手を借りるしかないのかな……などと薫は思った。

　二人はクラウディアの魔術で姿を隠してアイリスの家に着いた。家の窓から明かりが漏もれていた。

「ねえ、クラウディアさん。マーガレットさんが鍵を持っているとミラベリが感づいていたなら、どうしてさっさと外道祈祷書を奪うばって去らなかったんだろう？」

「本人に聞けばいいじゃない」

「真ま面じ目めに考えて下さいよ。ロクサーヌとミラベリが仲なか違たがいしているのなら、話し合いでなんとかなるかもしれない」

「そっちは貴方に任まかせるわ。わたしはマーガレットから色々と話を聞きたいの。やっとのことで会えるんですもの」

　クラウディアは本当にうきうきした様子である。

「あのねえ、クラウディアさん。僕ら、これから魔族と対決するんですよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あのぬらぬら女よりも格下の奴なんでしょ。文もん句くを言うならぱっぱっとやっつけちゃいましょ」

　二人は先程の突とつ入にゆうのように、クラウディアが後方で魔法の準備をし、薫が先せん陣じんを切って家に飛び込んだ。

　が、襲おそって来る者はいなかった。それだけではない。人の気配も感じなかった。

　二人は警けい戒かいは弛ゆるめず明かりの灯ともっていたリビングへと向かった。

　誰も座すわってない三脚きやくの椅い子す。テーブルの上にはランプが置かれ、その横には華か美びな装そう飾しよくの施ほどこされた金きん属ぞくのプレートと手紙が残されていた。薫は手紙を取って目を走らせた。

「何なの？」

「……ミラベリからだ」

　二人は手紙を覗のぞき込んだ。そこには素そっ気けない文面で、ロクサーヌの言っていたのとはだいぶ違ちがうことが記しるされていた。

『私とマーガレットは六十年前の戦争で知り合い、お互たがい惹ひかれ合った。少し離はなれた所に住みながら、ときおり会う静かな暮くらしをしていたが、あの女が現れマーガレットの身に危き険けんが及およぶことになった。マーガレットがあの戦争の生き残りだと知ったら、ロクサーヌは間違いなくマーガレットを殺すだろう。それから私のことも。私たちはどこか遠くに去ることにする。あの腐ふ敗はいした街を管かん理りしていたマーガレットは去ることを拒こばんだが、今の彼女に必要なのは静かに死を迎むかえる時間だ。誠まことに勝手だが、あの呪のろわれた書とロクサーヌの始し末まつは君に任まかせることにする』

　手紙を読み終えると薫は呟つぶやいた。

「つまり、ミラベリの目的はロクサーヌを出し抜いて外道祈祷書を回収することではなく、ロクサーヌの目からマーガレットさんを隠かくすことだったってことか……」

　クラウディアは薫から手紙を奪い取って、最初から文面を追い始めた。

「どうかしたんですか？」

「ん……何かちょっとピンとこないだけ。貴方から聞いていたミラベリのイメージと、怖こわいぬらぬら女が来たからさっさと逃げちゃう情なさけない男ってのがどうも食い違っていてね。まあ、魔族同士の力の格かく差さってのは人間のそれとは比ひ較かくにならないそうだから、上位の奴に睨にらまれると途と端たんにビビッちゃうんでしょうけど」

　クラウディアは手紙とプレートをローブの袂たもとに入れて、さっさと家を出て行ってしまった。

　言われてみるとそうかもしれない……そんなことを思いながら薫も家を出て行った。

　二人が消えてしばらくして、天てん井じようで小さな音がした。屋根裏部屋に通じるドアが開き、白衣を着た男が階段を使わずにふわりと降り立った。ミラベリだった。腕うでには気を失ったマーガレットが抱いだかれていた。

　ミラベリは彼女を寝しん室しつに運んでベッドに寝ねかせると、宝石を絹きぬの布に包つつむように、病やまいに冒おかされた彼女の身体からだにシーツをかけた。

　しばしミラベリはマーガレットの寝顔を見つめていたが、彼女の上に覆おおい被かぶさり、ロクサーヌの見み様よう見み真ま似ねで唇くちびるを重ねてみた。実にぎこちない口づけだった。

　人間の身分を持ってハッテバーグの街で診しん療りよう所じよを開いている彼は、それこそ毎日のように若い女性に言い寄よられていた。容よう姿しだけでなく、女に何の興きよう味みも持っていないような冷たい態たい度どが街の女性たちを夢中にさせた。それは強い男に服ふく従じゆうすることを喜びとする種の女が、ミラベリの内側に眠ねむる魔族の本ほん性しように魅みせられていたのだった。

　しかし彼を落とすことに成功した女性はいなかった。モーションをかけてもまるで相手にされなかった女性たちは、よっぽど美しい女性を恋こい人びとにしているのだろうと自分を慰なぐさめていたが、ミラベリは女性と唇を重ねたことさえなかった。子孫を作る能力もないのに男と肌はだを重ねることに腐ふ心しんするロクサーヌとは違い、ミラベリはそういったことに何の価値を見み出いだすこともできなかった。

　ミラベリが初めて味わう女性の唇の感かん触しよくは、彼の心に何ももたらさなかった。彼のマーガレットへの愛情はその感触によって増えることもなければ減へることもなかった。ミラベリは少し困こまったような表情で「やはりよく分からんな……」と呟つぶやいた。

「さて……」

　ミラベリは白衣を脱ぬぎ捨てた。先さき程ほど怒いかりのままにフィギンズのボディ・ガードを叩たたきのめしたとき、六十年ものあいだ医い師しの仮面の下に隠してきた本性が疼うずいてしまっていた。脆もろい人間の肉体を破は壊かいし血を流させることに獣じゆう欲よくに似た快かい感かんを覚えた。「私に食われたくなければ逃げろ」と言ったのは脅おどすためだけではない。本当に人間の血肉への渇かつ望ぼうを思い出してしまったのである。

　ミラベリは約束を破ることを心の中でマーガレットに詫わびると、魔族の象しよう徴ちようとも言うべき牙きばを伸のばした。冷れい淡たんな医師の顔は肉食獣の顔へと変へん貌ぼうしていた。

「……悪く思うなよ、小こ僧ぞう」




　　　　◇




　薫とクラウディアの二人はあの途と切ぎれた街かい道どうから結けつ界かいの中に侵しん入にゆうした。すぐ前に同じ場所からロクサーヌが侵入したらしく、「結界が少し緩ゆるくなっている」とクラウディアは表現した。

　クラウディアの魔ま術じゆつに護まもられながら二人はあの屋や敷しきへと向かった。改めて見ても寒さむ気けのする光景だ。ほとんどの遺い体たいが爆ばく心しん地ちから逃にげようとして息いき絶たえたので、髑髏しやれこうべの空くう洞どうの瞳ひとみと否いやが応おうにも目が合ってしまう。遺体は苦痛と恐きよう怖ふを訴うつたえかけてくるようであった。

「……ん？」

　あの屋敷が近づいて来たときだった。大通りで何かが動いた気がし、薫とクラウディアは礼れい拝はい堂どうらしき建物の陰かげに身を隠かくした。クラウディアが魔法の明かりを消す。

　数メートル先で死体の山から小さな人ひと影かげが起き上がった。二人は身構える。が、それはロクサーヌにしてはあまりに小さな身体からだであった。酷ひどく弱った様子でふらふらと歩き出し、門を越こえてあの屋敷の敷しき地ちへと入って行った。

（どうしてこんな所に人が？　それもあれは子供……）

　薫は人影を追った。屋敷の門をくぐったところに見覚えのある服を来た小さな身体が倒たおれていた。薫は蒼そう白はくになって駆かけ寄より、その子を抱だき起こした。

「ベンジーっ、どうしてこんな所に！」

「あ……薫……」

　ベンジーは弱々しく顔を上げた。遺い跡せきの瘴しよう気きでやられたのだろう、彼は口を開くことさえ困こん難なんだった。

「森の中にいたら、ママがアイリスを連れて走っているのを見て、それで後をついて行ったら空間に穴を空けてここに入って行って……」

「分かった。もう喋しやべるな。クラウディアさん、ベンジーにも防ぼう御ぎよ魔ま法ほうをかけてあげて」

「ええ」

　クラウディアが呪じゆ文もんを唱となえながら近づいて来た。ベンジーは「そしたらね……そしたらね……」と悪あく夢むに魘うなされるように繰くり返す。

「ねえ、早くっ」と振ふり返った薫はクラウディアの顔が凍こおりつくのを見た。そのクラウディアは薫の肩かた越ごしに、ベンジーが大きく口を開けて笑っているのを見ていた。実に無む邪じや気きに、楽しそうに。その口にはずらりと牙きばが並んでいた。

「薫っ、逃げなさい！　その子はもう咬かまれているわっ」

　ベンジーは両手で薫の胸むな倉ぐらを掴つかみ、薫の首くび筋すじを狙ねらって襲おそい掛かかった。胸を掴まれていて逃げられる位置ではなかった。

　やられた。そう思った瞬しゆん間かん、薫は背後から突つき飛ばされた。クラウディアが覆おおい被かぶさるように薫を突き飛ばしたのだ。ベンジーの牙はそのままクラウディアの肩口に深々と埋うめ込まれた。鮮せん血けつが吹ふき出し、彼女は苦く痛つうの悲鳴を上げた。

「ごめんね薫。僕ね、ママに咬まれちゃったんだ」

　ベンジーはノミのようにぴょんぴょんと跳ちよう躍やくして、屋敷の別館の屋根へと飛び上がった。新たに影が現れ、足元に跪ひざまずいたベンジーの頭を撫なでた。

「くく……どちらか片方と相あい打うちになればよいと命じておいたのじゃが、なかなか役に立つ子じゃのお……。さて、小こ伜せがれ。今度は女の手助けなしで妾わらわと戦ってみるかえ？」

　薫はクラウディアに駆かけ寄った。出血が酷ひどい。片手で傷口を押おさえ何か治ち癒ゆ系けいの魔術を使っているようだが、微かすかに出血が弱まっている程度だ。そして負ふ傷しようによって、二人を取り巻いていた防御魔法が消え、物もの凄すごい臭しゆう気きが直接薫に襲い掛かる。

「アイリスはどうしたっ！」

「ほう、こんな状じよう況きようでも女の心配をするとは見上げた奴やつじゃ。安心いたせ、妾は虫けら相手であっても約束は守る。ほれ見ぃ」ロクサーヌは足元からバッグを拾うように小さな人影を持ち上げた。「ただ可哀かわい想そうなことに、この街の瘴気でだいぶ参まいっているようじゃがのお」

「貴様っ、何の防御もせずにアイリスをこの中に連れ込んだのかっ！」

　薫の瞳に強きよう烈れつな殺さつ意いが宿った。

「死ぬと決まったわけでもあるまい。もしかすると助かるかもしれぬぞ。ぬしが妾に貢みつぎ物をいたせばのお」ロクサーヌは横にいるベンジーの顎あごの下を撫なでる。「妾の牙を受ける前、この子は何度も『アイリスを殺さないで。僕ならどうなってもいいからアイリスを殺さないで』と妾にせがみよってのお。妾、少し情にほだされそうじゃ」

　しかし今のベンジーは、あれほど恐おそれていた義母の手が与あたえる快かい楽らくにうっとりと浸ひたり、両手でズボンの上から股こ間かんを押さえていた。

「薫……」

　クラウディアは片手で噛かみ付かれた首筋を押さえながら、もう片方の手で金属プレートを取り出した。

「傷を治せないのっ!?　クラウディアさんは天才なんでしょっ」

「苦手なのよ、世のため人のための魔術って。性しように合わないのよね……」

「じゃあなんで僕なんかを庇かばったんだよっ」

「何よ、助けられたくせに……」彼女は無理矢理笑顔を作る。「だってしょうがないじゃない。貴方あなた、真澄に似ているんだもの……」

　そこまで言ったところで激しく吐と血けつする。感かん染せん症しようのように次々と同族を作っていく伝でん承しようの中のヴァンパイアとは違ちがい、使し徒とは使徒を作る能力を持たない。彼女が闇やみの生物となることはないが、逆に、そうでもしなければ彼女は死んでしまいそうだ。

「どうした、小伜。逃げた方がいいのではないか？」

　不ふ意いに背後から声がする。しまったっ、と思う間もなく薫はロクサーヌに抱きすくめられた。白い手が、しかし刃やいばのように鋭するどい爪つめが伸のびた手が薫の首を掴んだ。反対の手に掴んでいたアイリスを塁るい道どうに投げ捨て、ひょいと薫から金属プレートを奪うばう。

「小伜。実は妾はぬしが気に入っておるのじゃ」柔やわらかな二つの乳ち房ぶさが背中に押し付けられ、薫の脚あしの間にロクサーヌの素す脚あしが滑すべり込む。ロクサーヌは濡ぬれた声で薫の耳元に囁ささやいた。「どうじゃ、妾の物にならぬか？　使徒でもよいし人間のままでもよい。股間に逞たくましきものさえついておればのお……」反対の手が薫のそれの上に伸び、卑ひ猥わいに蠢うごめく。「妾の足に口づけをして、今までの非ひ礼れいを詫わびるがいい。それで妾の物にしてやろう。さすればこの肉体を好きなだけ楽しむことができるのじゃ。ぬしが望めば毎まい晩ばんでも味わわせてくれようぞ。妾ほどの美女をこれまでに見たことがあるかえ？」

「あるさ」

　薫は一秒とおかず即そく答とうした。

「はっきり言って、あんたはあの人の足元にも及およばないね」

　背後でロクサーヌが唖あ然ぜんとするのが感じられた。「な、なんじゃとっ！」ロクサーヌは激げつ昂こうして薫を突き飛ばした。先さき程ほどまでの妖よう艶えんな美女の姿はもうそこにはなかった。身体は壊え疽そしたような黒い肌はだに覆われ、口は裂さけて牙が並んでいた。魔族本来の姿に戻ったロクサーヌは、レイニーと比べることさえ烏お滸こがましいほどの醜しゆう怪かいな化け物だった。

「食い殺してくれるわ、小伜っ」

　ロクサーヌが憎ぞう悪おに燃える瞳で薫に向かって来た。薫はあの宝石を口に含ふくんだ。

「そんな貧ひん相そうな玩具おもちやになど二度とはやられぬわっ」

　薫は応じずに宝石を奥おく歯ばで噛み砕くだいた。そして粉々になった宝石の破は片へんを向かって来るロクサーヌ目がけて吹ふきかける。深紅の宝石の破片がきらめく一条の筋となった。

「何を愚おろかな……」

　ロクサーヌの嘲ちよう笑しようは途と中ちゆうで悲鳴に変わった。一条の筋であった宝石の破片はそのまま空中で剣けんの形となり、向かって来たロクサーヌに深々と刺ささっていたのだ。

「悪いね。切り札は最後まで隠かくしておくのさ」

　薫は剣の柄つかを掴み、ロクサーヌの胸に突き刺さった剣を横に凪ないだ。傷口から血と焼け焦こげる煙けむりを吹き出しながらロクサーヌは絶ぜつ叫きようした。

　ブラディミール。

　あの赤髪の美女の名を持つ妖刀。
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　薫が使っていた宝石はブラディミールが姿を変えた物……とある魔術師にかけてもらった術である。ブラディミールを魔族の目から隠すことに重きを置いたため、宝石のままではほんの数割の力しか引き出せなかったが、今は違う。所しよ有ゆう者しやの手に戻った漆しつ黒こくの剣は、禍まが々まがしきオーラを蜃しん気き楼ろうのように立ち昇のぼらせながら、魔族の肉を斬きり裂さいた歓かん喜きに震ふるえていた。

　ベンジーも近くに降りていた。人間のときと同じ脅おびえた顔でガタガタと震ふるえていた。

（この子はもう人間じゃない……）

　しかしブラディミールを振ふり上げたままの格好で薫は硬こう直ちよくしてしまっていた。

　主人を先に失った使徒は『ノマド』と呼ばれる。血の束そく縛ばくは消えるそうだが、使徒の肉体を元に戻す方法はまだ誰も見つけてはいない。人間の血肉への渇かつ望ぼうがいつかこの子を人の道から踏ふみ外はずさせるぐらいなら……。

「あああっ！」

　ベンジーが叫さけんだ。薫の剣が振り下ろされたのではなかった。ロクサーヌがベンジーの胸を貫つらぬいて心臓を抉えぐり出したのだ。ロクサーヌはそれを口に運び蛇へびのように喉のどを膨ふくらませて呑み込んだ。傷を癒いやすために、使徒にしたばかりの自分の義ぎ理りの息子むすこを食らったのである。

　崩くずれ落ちながらも主人にすがりつこうとするベンジーをロクサーヌは殴なぐり飛ばした。ロクサーヌの瞳には二度までも人間に重じゆう傷しようを負わさせられた屈くつ辱じよくの涙なみだが浮うかんでいた。

「許さぬ……絶対に許さぬぞっ。外げ道どう祈き祷とう書しよの力をもって、貴様を滅ほろぼしてくれるっ」

　ロクサーヌは身を翻ひるがえして屋敷の方へと走り去って行った。

（そうだっ。その書の力があれば、クラウディアさんの魔術の能力を上げられる！）

「待ってて、クラウディアさんっ。僕が外道祈祷書を取ってくるから、それまで死なないでっ」

　薫はそう言い残してロクサーヌを追って行った。クラウディアが薫の背中に何かを言おうとしたが、彼女はその言葉を途と中ちゆうで呑み込んだ。

　クラウディアは小さく首を振ると、自分の首にあてていた手を放し、両手をアイリスの方に向けた。うっすらとした光がアイリスを包む。その代わりにクラウディアの出血はより激はげしくなった。

　心臓を抉り出されたベンジーは命が尽つきようとしていた。彼も何かを呟つぶやいた。

　大量の出血で意識が混こん濁だくしていたクラウディアには彼の言葉をはっきりと聞くことはできなかった。クラウディアの希き望ぼう的てき観かん測そくかもしれないが、彼は死の直前に元の臆おく病びようで心優やさしい少年に戻り、「アイリス……ごめんね」と言ったように思えた。
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　地下のあの部屋に向かって廊ろう下かを走っていると、屋敷全体がぐらりと揺ゆれて薫は転びそうになる。そして地下から小さな振しん動どうが響ひびいてくる。

（これは……）

　薫が地下の部屋に到とう着ちやくしたときには振動は収まっていた。

　床ゆかの窪くぼみにはプレートが嵌はめ込まれ、そのブロックだけをポツンと残してその周りに円を描えがいて床に穴が空いていた。周囲を窺うかがいながら近づくと、螺ら旋せん状じようの階段がさらに地下へと続いていた。プレートは光を放っており、そこから心臓が血管に血液を送り出すように、石いし畳だたみの継つぎ目に光の筋が伸のびて床を明るく照てらしている。

　そして血まみれの足あし跡あとが階段を降りていた。薫はブラディミールを構えて螺旋階段を降りて行った。黴かび臭くさい匂においが漂ただよっていたが、その代わり空気に毒どく気けはない。どうやら特とく殊しゆな空間になっているようだ。

　螺旋階段は数十メートル降りた所で終わり、狭せまい道みち幅はばの地下通路が左右に分かれていた。右側に微かすかに足跡が残っていた。道は遥はるか遠くまで延び、途中で何度も枝えだ分わかれしている。

　と、薫はロクサーヌの足跡が残っている方に大きな血ち溜だまりがあることに気づいた。しばしそこで立ち止まっていたならそんなものができるかもしれないが、奴やつが立ち止まる理由はない。

　薫は石を拾って血溜まりの辺りに投げてみた。途と端たん、両側の壁かべから幾いく十じゆうもの刃やいばが飛び出した。薫は血溜まりの意味を理解した。ここは外道祈祷書を守るための迷めい宮きゆうに違いなかった。

（……トラップを躱かわしながら、奴より先に書を手に入れられるか？）

　奴が外道祈祷書の場所を知っているなら後を追っても無む駄だ。ならばロクサーヌに先回りできる可能性に賭かけるしかない。薫は足跡が残っているのとは逆の左側に走り出した。

（アイリス……クラウディアさん……頼たのむから死なないでくれ……）
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（参まいったわねえ……）

　クラウディアの意識は途と切ぎれかけていた。

（来るんじゃなかったわ、こんなとこ……）

　石いし畳だたみに溜たまった自分の血を見て「こりゃ長くないわね……」とクラウディアは他人事のように呟つぶやいた。

　クラウディアは地面を這はってアイリスに近寄り、彼女の肩かたを揺する。

「起きて……自分の力でここから脱だつ出しゆつするのよ……たぶんここには……」

　アイリスは反応しなかった。腐ふ敗はいした街の毒に身体の芯しんまで冒おかされ、自分とさほど変わらぬ時間で死に至いたるだろう。残った魔ま力りよくを全すべて使えば、治ち癒ゆ魔術の得意ではないクラウディアでもアイリスの意識を取り戻もどすことぐらいはできるかもしれない。

　しかし彼女はそれが無駄であることに気づいた。たとえ自分の命を懸かけてアイリスが一人で歩けるだけの生命力を与あたえることができたとしても、アイリスではこの遺い跡せきを囲む結界を破ることはできない。だからクラウディアは薫に賭けた。それしか方法はなかった。

（だけど……）

　クラウディアはローブの袂たもとからミラベリの残した手紙を取り出し、血にまみれた手で開いた。

　彼女は薫に言ってないことがあった。別に彼女がこの手紙を読んで気になったのは、ロクサーヌに脅おびえて逃にげたミラベリのこと云うん々ぬんではなかった。仮か説せつの段階だからここを確かく認にんしてからでも遅おそくはないと思ったのだが、それが今、自分の命を左右することになってしまった。

（後は可か能のう性せいの問題ね。この地にまだ外道祈祷書が残っていればわたしたちは助かるけど、そうじゃなかったら……ま、しょうがないか）

　そのときクラウディアは足音を聞いた。薫が向かったのとは反対方向、遺跡の外に通じる方向からだった。えっ……とクラウディアは首を捻ひねる。

　遠くに人ひと影かげが見えた。静かな足取りでこちらへと近づいて来る。闇やみに慣なれた目がその人物の姿をクラウディアに見せた。

「貴方あなたは……」
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「くく……あはははっ」

　ロクサーヌの哄こう笑しようが小さな部へ屋やの中に響ひびいた。彼女の身体からだには薫に受けた以外にも幾いくつもの傷きずが刻きざまれていた。四よん層そうにも亘わたる地ち下か迷めい宮きゆうに仕し掛かけられたトラップにやられたものだった。人間であれば軽かるく命を奪うばわれる残ざん忍にんなものであったが、ロクサーヌは魔ま族ぞくの肉にく体たい能のう力りよくに任まかせて無む理り矢や理りに突とつ破ぱして来た。

　最さい深しん部ぶにあるその部屋は十メートル四方ほど。その中央に石でできた柩ひつぎ、あるいは祭さい壇だんのような物が陳ちん座ざしていた。地面から伸びた何本もの鎖くさりがそれを封ふう印いんするかのように囲かこんでいる。

「ざまあみるがよい、小こ伜せがれめっ。殺ころしてくれるぞ。妾わらわが受けた痛みと屈くつ辱じよくが晴れるまで、一千年をかけて嬲なぶり殺してくれるわっ」

　ロクサーヌは盟主ロードトゥロワヌから、もし外げ道どう祈き祷とう書しよを見つけることができたら手を触ふれることなく自分を呼ぶよう命じられていた。命を受けたときにはなぜそのような不ふ合ごう理りにも思える方法を取るよう指示されたのかさっぱり分からなかった。そもそも外道祈祷書が如い何かなる物なのかロクサーヌは知らないし、なぜトゥロワヌがそれを凄すさまじいまでの情じよう熱ねつをもって数百年もの昔から追い求めているか理由も知らない。彼女だけではなくほとんどの配はい下かの者がそれを知らなかった。もしかすると側そつ近きん中ちゆうの側近であったディゼッサンドならば知っていたかもしれないが、奴はもうこの世にはいない。

　全て集めればロードに匹ひつ敵てきする力を得られる……そんな噂うわさがトゥロワヌの部ぶ下かたちの間で囁ささやかれていた。なるほどそれならトゥロワヌが他人に渡すまいとするのも納得できると思ったロクサーヌだったが、あの恐しいトゥロワヌに逆さからってまで書の力を得ようと考えなどしなかった。

　彼女にとって重要なのは、トゥロワヌの命は彼女にとって絶対のものであり、彼の期待に応えることができれば最高の栄えい誉よが与あたえられることであり──もしかすると再びゲートが開いた際には偉大なる君主グラン・マスターへの謁えつ見けんを許されるかもしれない──、そしてもしトゥロワヌの命に背そむけば何の容よう赦しやもなくこの世から消し去られることである。

　しかし薫への憎ぞう悪おに狂くるったロクサーヌは、トゥロワヌの命も忘れて柩を囲む鎖を引き千切っていった。

「……待てよ、化け物め」

　背後から青年の声がした。

「小伜……」

　退たい魔まの妖よう刀とうブラディミールを構かまえた薫がいた。肩で息をし、ロクサーヌと同じようにトラップにやられたらしく身体には傷があったが、自分よりはだいぶ軽いようだ。

「やはりぬしは妾が見込んだ男のようじゃな……。だが残ざん念ねんじゃが、妾の勝ちじゃ！」

　ロクサーヌは柩の上に載のった数百キロはある石の蓋ふたを片手で弾はじき飛ばした。壁に激げき突とつして轟ごう音おんを立てて砕くだけ散ちる。そしてロクサーヌは柩の中に手を伸のばす。一枚の紙片が見えた。背後からブラディミールを上段に構えた薫が駆かけて来て斬きりかかるが、ロクサーヌは紙片を掴つかみながら空中に飛んだ。脚あしに痛みが走る。躱かわし切れずに臑すねの辺りを斬られたようだが、もう関係ない。

「死ねい、小伜っ」

　ロクサーヌは書を薫に向けた。薫はブラディミールで自分を護まもるように身体を縮こまらせた。

　が、ロクサーヌの顔が凍こおりつく。

「な、何じゃこれは！」

　ロクサーヌは唖あ然ぜんとした。手にした古い紙片はただの白はく紙しだったのだ。何らかの魔ま導どうの力は感じない。裏返してみてもそこには何も記しるされてはなかった。

「小伜、まさか貴様、先回りしてっ」

　しかし薫もブラディミールを構えたまま困こん惑わくした顔でロクサーヌの手にした紙片を覗のぞき込んでいた。

　足音がした。

　ロクサーヌと薫が同時に音の方を向く。部屋の外からカツン、カツンという足音がゆっくりと近づいて来る。

「ミラベリ……」

　薫が呟つぶやいた。

　現れたのはデュラーゾの村に潜ひそんでいたもう一人の魔族ミラベリだった。ロクサーヌとも薫とも違ちがい、彼の服には僅わずかな傷の跡あともなかった。
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「ミラベリ、これはいったい何なのじゃっ!?」

　ロクサーヌが薫の前を通り抜ぬけてミラベリの前に行く。アイリスとクラウディアを救う唯ゆい一いつの手段がなかったことに呆ぼう然ぜんとしていた薫は、ロクサーヌを斬きるのも忘わすれて立たち尽つくしていた。

　ロクサーヌは可哀かわい想そうなくらい戸と惑まどった様子で、白紙の羊よう皮ひ紙しを見せつけながらミラベリに言う。

「どうしたらいいのじゃ？　妾は何もしておらぬ。一いつ緒しよにトゥロワヌ様に釈しやく明めいしておくれ。最初からここには外道祈祷書などなかったのじゃ。六十年前の戦争のときにすでに魔術師どもの手によって持ち去られたのじゃ」

「……いや、違う。あれはまだ村にある」

「ぬし、あれを見つけたのか!?」

　ミラベリは頷うなずいた。

「よくやったぞミラベリ。ではそれを持ち帰ってトゥロワヌ様に褒ほめていただこうではないか。妾たちはロードに準じゆんずる地位を与えられるぞ。貴き様さまが妾に隠かくしておったことは許ゆるしてやる。あの教きよう皇こう庁ちようの小伜を殺してこんな不ふ愉ゆ快かいな場所からは出て行こう。奴はブラディミールの剣けん士しじゃ。おおっ、奴を屠ほふった功こうも得えられるではないかっ」

　ロクサーヌはすっかり興奮していた。しかしミラベリは冷たい視線ですがりつくロクサーヌを見下ろしながら、独り言のように呟つぶやいた。

「ブラディミールの剣士だったとは意外だな……。妙みような宝石を武器にしているからてっきり魔術師の一派だと思っていたが」

「……なぜお前がそれを知っている？」

　薫が訊たずねる。薫はミラベリの前では宝石の力を見せてはいない。

　いや、そうではない。森の襲しゆう撃げき者しやに対しては使っている。

「……あの腐ふ液えきの犬をけしかけたのはお前か」

「そうだ」

「最初にこの村に来た魔術師を殺したのももしかするとお前か？」

　ミラベリは頷く。

「ど、どういうことじゃミラベリ。あの魔術師は勝手に崖がけから転落したのではないのか？」

　すっかり混乱したロクサーヌが薫とミラベリを見比べながら訊ねる。

「あの魔術師はマーガレットが何者であるか気づいてしまい、彼女の周囲を窺うかがい始めた。だから殺すしかなかった。そして小こ僧ぞう、お前もその後あとを継ついだ者だと思っていたから殺そうと思ったのだが、教皇庁の者だったとは失敗だった。もっと上う手まいやり方をすればマーガレットを怒らせずに済んだだろうに……」

「何を言っておるのじゃ、ミラベリっ。貴様はいったい……」

　ロクサーヌの言葉はそこで途切れた。ミラベリが彼女の顔を掴つかみ壁かべに押おし付けたのである。壁に亀き裂れつが走り、ロクサーヌの頭ず蓋がい骨こつがギリギリと歪ゆがむ。「な、何を……」ロクサーヌはミラベリの腕うでを爪つめで引ひっ掻かいて抵てい抗こうするが、ミラベリは微び動どうだにしない。

「もうこの地には外道祈祷書はない。教皇庁の者がお前を殺して持ち去った……。喜ぶがいい、ロクサーヌよ。お前はブラディミールの剣士と相あい打うちになった悲ひ劇げきの英えい雄ゆうとして永えい遠えんに語かたり継つがれることだろう」

　ロクサーヌの頭を掴んだミラベリの手が焼けた鉄のような色に染そまった。ロクサーヌが絶ぜつ叫きようする。肉が焼け焦こげる匂においが部屋に充じゆう満まんし、薫は口と鼻を押さえた。

　ロクサーヌの絶叫はあまり長くは続かなかった。ロクサーヌは頭を焼かれながら潰つぶされて絶ぜつ命めいした。最さい期ごの瞬しゆん間かんロクサーヌは、自分より格かく下しただと思っていたミラベリが、実は自分など及およびもしない力の持ち主であることに気づいた。

「さて……」

　ミラベリがロクサーヌの体たい液えきに染まった手を汚けがらわしそうに拭ぬぐいながら薫を見み据すえた。

「お前を殺せばトゥロワヌ様を納なつ得とくさせるだけのシナリオが完成する。もうこの村が探たん索さくされることもあるまい。悪いが死んでもらうぞ」




　　　　◇




「どういうことなんだっ」薫はミラベリの拳こぶしを辛かろうじて躱かわしながら叫ぶ。「いったいお前は何を隠そうとしているんだっ」

　ミラベリは答えず薫に攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

　ミラベリがここに来たとき一つの怪け我がもしていなかった意味を薫は察さつしていた。奴やつはここに来たことがある。だから迷めい宮きゆうに仕掛けられた罠に引っ掛からなかったのだ。

（奴はここで外道祈祷書を手にし、代わりに白紙の紙を入れておいた。置き手紙に書いてあった話が本当なら、それを手にしたのは六十年前。ではなぜそれをトゥロワヌの元に持ち帰らなかった？）

　ミラベリの動きはロクサーヌとは比べものにならないほど鋭するどい。ブラディミールで牽けん制せいしながらどうにか食らわないように躱しているが、一撃でも食らえば簡単に命を奪うばわれる。薫は防ぼう戦せん一いつ方ぽうで攻撃に転ずることさえできなかった。

「六十年前の戦争であんたとマーガレットさんは何をやったんだっ。マーガレットさんは禁きん呪じゆを使ってこの地を滅ほろぼし、いったい何を隠そうとしたんだっ」

　ミラベリの動きが止まった。二人は柩ひつぎを挟はさんで睨にらみ合あう。

「マーガレットは禁呪など使ってはおらぬ。この地の惨さん劇げきは外道祈祷書の暴ぼう走そうだ」

「……えっ？」

「死んでいくお前にこんなことを話す必要などないが、誰かがマーガレットのことを誤ご解かいしたまま死ぬのは我が慢まんならぬ」ミラベリは吐はき捨すてた。彼の瞳ひとみには言いようもない苛いら立だちがあった。「私とマーガレットは、お前とあの淫いん婦ぷがそうしたように、この迷宮の中で外道祈祷書を巡めぐって争った。先に着いたのは私だった。私は柩を開け書を取り出したが、封ふう印いんが解とけて書の力が暴走したのだ。書はこの大だい地ちを腐くさらせ、そこに住んでいた全すべての人間を殺した。地上で争っていた魔族と魔術師も。生き延びたのはこの部屋にいた私とマーガレットだけだった。以来マーガレットはこの地を結けつ界かいの中に閉とじ込こめ、ここの管かん理り者しやとして生きている。なのにあの淫婦や魔術師どもが次々と現れては彼女の平へい穏おんな生活の邪じや魔まをする……」

　ミラベリは言葉を切った。

「……だがそれもこれで終わりだ」

　その言葉は薫の前にいるミラベリからではなく、背後から聞こえた。

（しまっ……）

　しまったやられたと思う間もなくミラベリが薫を背後から羽は交がい締じめにし、薫の手からブラディミールを叩たたき落とした。フィギンズの屋や敷しきの前でロクサーヌが逃とう亡ぼうに使ったのと同じ術だった。

　ミラベリが牙を剥むいて口を開くのを感じた。死の予よ感かんと共に、薫は自分が戦いのレベルに於おいてこの魔族に遠く及およばないことを悟さとった。

　だが牙は突つき立たてられなかった。

「嘘はいけませんよ、ミラベリ」

　部屋の外から女性の声がした。病やまいに冒おかされた弱々しい声……しかし気け高だかく凜りんとした声が。ミラベリの手から力が抜けた。

「マーガレット……」

　部屋の外から聞こえる足音は二つだった。マーガレットが身体からだを引きずるようにして部屋に入って来た。その後ろから気を失ったままのアイリスを抱だいたクラウディアが続いた。クラウディアが首に負った傷は完全に治ち癒ゆしていた。

「何を見み栄えを張っているのかしら、ミラベリ」マーガレットは笑って言った。「六十年前の競争で勝ったのはわたくしでしょ？　貴方と戦う力を得ようと外道祈祷書の封印を解いたのはわたくし。そして書を暴走させてしまい、この地に住む罪のない人々を皆みな殺ごろしにしたのも」




　　　　◇




　ミラベリが薫を解かい放ほうした。薫はブラディミールを拾うが、もうミラベリに戦う意志はなさそうだった。

　薫はマーガレットの元へと行った。

「……何があったか教えていただけますか？」

　ミラベリが「よせっ」と鋭い声で言う。

「お黙だまりなさい、ミラベリ。この子には迷めい惑わくをかけてしまったから、知る権利があります。とは言っても、いま話したことがほとんどなんですけどね」

　マーガレットは覚おぼ束つかない足取りで柩の方へと歩く。腰こし掛かけようとする彼女にミラベリがそっと手を貸す。彼女は「ありがとう」と言って柩に腰を下ろした。

「六十年前の戦いの最中にわたくしとミラベリはこの遺い跡せきを見つけ、二人で先を争って外道祈祷書へと向かいました。先に到とう着ちやくしたのはわたくし。ミラベリったら散さん々ざんトラップに引っ掛かって、到着したときにはボロボロだったわ。そりゃもう情けない姿でしたよ。ねえ？」

　ミラベリは唇くちびるを微かすかに歪ゆがめて頷うなずく。

「この迷めい宮きゆうを作ったのは過去の偉い大だいな魔術師のようね。その人物は外道祈祷書が如い何かに恐おそろしい物か知っていて、それを外に出さぬよう封ふう印いんしていたのよ。まだ若かったわたくしはそんなことも知らずに、追って来たミラベリと戦うために書を取り出したわ」

「では外道祈祷書は今はマーガレットさんが持っているんですか？」

「まあ、持っていると言えばわたくしが持っているわね」

「……貴方と切り離せない場所にあるんじゃないかしら、大だい先せん輩ぱい？」

　クラウディアが言うと、マーガレットは驚おどろいた顔をした。

「どうして分かったのかしら、治ち癒ゆ魔ま法ほうも使えない未み熟じゆくなお嬢じようちゃん？」

「まあ……わたしにも色いろ々いろと事情があってね。研究しているのよ」

　クラウディアは口を尖とがらせた。どことなくこの二人は似ていると薫は思った。

「貴方も大変なようね」

　そう言ってマーガレットは服の胸むな元もとをはだけた。薫は言葉を失った。そこには肌はだに印刷したかのように、得え体たいの知れぬ活かつ字じが何列にも並んでいたのだ。書の頁だった。書の頁は光を嫌うかのように服の陰へとさっと消えた。

（生きているのか!?）

　薫が彼女の服の奥を覗のそき込もうとすると、ミラベリが咳せき払ばらいをした。マーガレットが服を直しながら「なあに、貴方ったら焼いているの？」とからかう。ミラベリは何も応こたえずにそっぽを向いた。

「……外道祈祷書はわたくしの身体に潜もぐり込こんだのよ。色いろ々いろと試ためしてみたんだけど、おそらくわたくしが死ななければわたくしの中から出て行くことはないでしょう……。戦争のときこの力を使ってミラベリを叩たたきのめしてやった後に何が起きたのかは分かりません。わたくしの中で何かが爆ばく発はつするような巨きよ大だいな魔力を感じたのを最後に、わたくしは気を失いました。そしてどれほどの時間が経たったのかわたくしたちは目を醒さまし、一ひと先まず争いをやめて外に出ました。そしたら街はああなっていたの……」

　マーガレットの顔に沈ちん痛つうな表ひよう情じようが浮うかび、彼女は口を閉じた。

「お前のせいじゃない。その書は人間が、いや、魔ま族ぞくさえも触ふれてはならぬ物だったのだ」

「ありがとう、ミラベリ。でもね……わたくしが引き起こしてしまったのは間ま違ちがいないのよ。だからわたくしはこの地を結けつ界かいの中に閉じ込め、外道祈祷書を誰にも渡わたさぬようにこの村で暮らして来たわ。ミラベリも同意してくれ、ハッテバーグの街で人間に紛まぎれて暮らしていた。わたくしは村の男と結けつ婚こんして子供を作ったけど、ときどきミラベリとも会ってお茶を飲んだり……わたくしたちってヘンな関係だったわよねえ？」

「私は恋こい人びと同士だと思っていた」

「よく言うわ。女と口づけもしたことないくせに」

「残念だな。さっきお前が気き絶ぜつしたときにやらせてもらった。何がいいのかはよく分からなかったがな」

　マーガレットは顔を赤くして「まあっ」と怒いかりの表情を見せたが、すぐにその表情は笑え顔がおの中に消えていった。

「地質学者を装よそおった魔術師が来たとき、わたくしはこの任にんが終わるのかと思ったわ。この呪のろわれた地の管理は魔術師協会に委い譲じようし、もう楽になれるかと思っていたんだけど、ミラベリがね……」

「あの男はお前の身体からだから書を奪うばい取るつもりだった！　そこの淫いん婦ぷもお前に気づいたらそうしただろう。殺してでもお前からその書を抜ぬき出したはずだっ」

「そうかもしれないわねえ……でもこんな物の何がいいのかしら？」マーガレットは苦く笑しようする。「そういえば小こ娘むすめだった時分にはわたくしもずいぶん憧あこがれた気もするわ……」

「軽々しく言うなっ！　病びよう魔まに冒おかされたお前の身体を辛かろうじて保たもっているのはその書なんだぞっ」

　えっ、と薫はマーガレットを見つめる。彼女は小さく笑い返して、書が逃げ込んだ辺りを服の上からさすった。

（そうか……だからミラベリは誰にも外道祈祷書を渡す訳にはいかなかったんだ……）

「でも苦く痛つうももう終わりね」

　マーガレットは立ち上がると、首に下げていたペンダントをクラウディアに渡した。

「これはわたくしが解かい放ほうされる日のために精せい錬れんしていた物よ。外道祈祷書を閉じ込めることができるわ。わたくしが死んだら白紙の羊皮紙と共にわたくしの上に翳かざしなさい。わたくしの中にある頁は貴方に託たくすわ。書が必要なんでしょ？」

　クラウディアはペンダントを受け取りながら「ありがとう」と言った。

　鷹おう揚ように頷うなずくマーガレットの横で、ミラベリが声を荒あららげた。

「何を言っているんだマーガレットっ。お前を死なせたりはしないっ。この淫婦も死んだ。後はその女と小こ僧ぞうを殺せば、トゥロワヌ様の目から外道祈祷書を隠せるっ。命いのちが尽つきるまで私と一いつ緒しよにいてくれっ」

「わたくしの孫まご娘むすめも殺すのかしら？」

　ミラベリと薫の目がクラウディアに抱だかれたアイリスに注がれた。彼女の肌は黒くくすみ、荒い息を吐はきながら激しく身体を震ふるわせている。まだ彼女の治ち療りようは済んでいないのだ。

「わたくしの全ぜん魔ま力りよくを使えばこの子を治してあげられると思うんだけど、たぶん、わたくしは死んじゃうのよね……」

「ダメだっ。そんなのはダメだっ！」

「ねえ……もう楽にさせてちょうだいな。魔族の貴方には分からないでしょうけど、病やまいというのはとっても苦しいものなのよ」

「分からぬものかっ。私は病に苦しむお前の治療法を見つけるために医師となって人間の身体を学んだのだっ」

「ありがとう、ミラベリ。大好きよ。でもね……貴方のことはとても好きだけど、同じくらいこの子も好きなの。見て、こんなに苦しんでいるわ。この子の治療を先延ばしにしてここに来たのはね、貴方にお別れの挨あい拶さつがしたかったからなのよ」

　ミラベリは顔を覆おおって地面にしゃがみ込んだ。マーガレットは彼に近寄りそっと肩かたに手を置くと、クラウディアにアイリスを連れて来るよう言った。クラウディアは頷うなずいて、アイリスを部屋の床ゆかに寝ねかせた。

「この子のことお願いね。未熟なお嬢ちゃん」

「ええ、大先輩。それから、さようなら」

　マーガレットはアイリスの傍かたわらに立ち、術言ワードを唱え始めた。風が巻き起こり、彼女の服がはためく。

　アイリスに向けて掲かかげたマーガレットの両りよう腕うでに何か黒くろい蛇へびのような物が蠢うごめいていた。外道祈祷書の文字列だった。彼女の魔術をサポートするように、腕の中で複雑な模も様ようを描えがいた。

　マーガレットの身体が光に包まれ、そして光は彼女の腕を伝ってアイリスの中に入って行く。毒で黒ずんだアイリスの肌が元の色を取り戻もどすのと引き換かえに、マーガレットの肌からは血の気が失われていった。

　光が全すべてアイリスの中に入って行ったとき、マーガレットは崩くずれ落ちた。薫とクラウディアが駆かけ寄ろうとしたが、ミラベリが制し、マーガレットのことを抱き上げた。

「こうして近くで見ると、ほんとにいい男よね貴方って……」

　マーガレットの声は古びたレコードのように途と切ぎれ途切れだった。

「お前だって美しい」

「嘘うそおっしゃい……こんな皺しわだらけのおばあちゃんをつかまえて」

「お前が何と言おうと、私はお前が美しいと思っている。初めて会ったときから私はお前に心を奪うばわれていたのだ」

「お世せ辞じでも嬉うれしいわ」

　マーガレットは苦く痛つうに抗あらがいながらどうにか笑みを浮かべた。そのとき彼女は激しく噎むせ返かえり、自分の口の周りとミラベリの顔に血ち飛沫しぶきが飛んだ。彼女の最さい期ごの瞬しゆん間かんが近づいていた。

「……ねえ、ミラベリ。一つだけ教えてちょうだいな。わたくしがもっと若くて美しいとき、まだ病びよう魔まに冒されていないときに、わたくしを使し徒とにしてしまおうとは思わなかったの？　そうすれば貴方はわたくしをもっと長い時間、側そばに置けたじゃない？」

「私は人間の口にする愛とか恋とかがよく分からぬ。だが、使徒となり、自分に服ふく従じゆうすることしかできない女に何らかの感情を抱いだくことができるとは思わない。おかしなことを言っているのかもしれぬが……」

「貴方は本当に馬ば鹿かな男ね……」マーガレットはとびっきりの笑顔をミラベリに向けた。「それが恋じゃなくて何だと言うの？」

　マーガレットは力のまったく入ってない両腕をミラベリの頭に回すと、身体に残った生命いのちの炎ほのおの全てを使ってミラベリの唇に自分の唇を重ねた。薫は初めて、魔族の瞳ひとみから涙なみだが零こぼれるのを見た。

　生命の炎が燃え尽つきるのと入いれ替かわるように、マーガレットの服の下で何かが蠢うごめき始める。外道祈祷書の頁ページが宿やど主ぬしの死しを知ったのだ。

「どいて」白紙の羊よう皮ひ紙しを手にしたクラウディアが感情を圧おし殺した声で言った。「今度は貴方の中に入るわよ。魔族の力を使ってそいつはもっと酷ひどい暴走をするかもしれないわ」

　ミラベリは黙だまってマーガレットの亡なき骸がらから離はなれた。クラウディアはマーガレットの胸に羊皮紙を載のせた。

　書の文字が羊皮紙に潜もぐり込んだ。それは一列になった蛇のように紙の中で暴れている。クラウディアはペンダントを書に向けて翳した。ペンダントは砕くだけ散り、書は二枚の透とう明めいの板に挟はさまれた。やがて書の文字は抵てい抗こうを止めるように元あるべき形に戻った。クラウディアはそれを拾い上げながら「……なによ、すごいじゃないの、大だい先せん輩ぱい」と呟つぶやいた。

「……若きマーガレットの後こう継けい者しやよ。お前の中にも書があるのか？」

「わたしじゃないわ。まあ何て言うか……知り合いの知り合いの、そのまた知り合いぐらいの奴かな？」

「そいつのためにここに来たのか？」

「まっさか。誰があんなガキんちょのために来るもんですか。わたしはこれを使って世界征せい服ふくするの」

「頑がん張ばるといい」ミラベリは苦く笑しようして言った。「アイリスのことを頼たのむ。あの子は私にとっても子供のようなものなのだ」

「ええ。わたしが個人的に引き取ってすっごい魔術師にでも……」

　そこまでクラウディアが言ったときだった。「ここ……どこ？」と女の子の声がした。アイリスが目めを醒さました。彼女は周囲を見渡し、「薫にミラベリ先生……それに貴方あなたはだあれ？」と不思議そうに言った。

　誰もが口を開けないでいた。クラウディアが進み出て、自分の身体でマーガレットの亡なき骸がらを隠かくすようにアイリスの前に立つ。

「はあい。初めまして、お嬢じようちゃん。わたしの名はクラウディアよ。これからわたしが貴方のお姉さんとして……」

「おばあちゃんっ！」

　しかしアイリスは床に倒れたマーガレットに気づいてしまった。クラウディアを押おしのけてマーガレットの元へと走り、しゃがみ込んでマーガレットの身体を揺ゆする。

「ね、ねえ、おばあちゃん。どうしてこんな所で寝ねているの!?　ベッドで寝ねなくちゃいけないって言ったのはおばあちゃんじゃないっ」

　アイリスはまた自分自身を騙だまそうとしていた。彼女は祖母の死を察さつしていた。ミラベリが彼女の肩に手を置き、首を横に振ふる。

「そんなの嫌いやよっ！　わたしまだおばあちゃんに謝あやまってないのっ。ミラベリ先生、おばあちゃんを助けてっ。わたしおばあちゃんに謝らなくちゃいけないのっ」

「もう寿じゆ命みようが尽つきたのだ。彼女の魂たましいを安らかな場所へと送ってやりなさい」

　ミラベリが医い師しの口調で言った。しかしアイリスは「嫌よっ！」と叫さけび、周囲をきょろきょろと見み渡わたした。彼女が何を探しているのか誰にも分からなかった。彼女は祖母の頬ほおについた赤い血を見つけた。そしてそれを指先につけ、口くち紅べにのように祖母の唇くちびるに擦すりつけた。

「慈じ悲ひ深ぶかくそして無む情じようなる生せいと死しを司つかさどる女め神がみよ。一人の女性が貴方の元へと招かれようとしていますが、おばあちゃんの身体にはまだ鮮あざやかなる赤の血が流れています。今少し、おばあちゃんの魂をこの身体の中に留とどめることをお許しください……」

　それは街かい道どうに倒れていた薫を生き返らせようとして使った『おまじない』だった。アイリスは泣きながら何度もマーガレットの唇に血を擦りつける。

「おばあちゃん。生き返ってちょうだい、お願いよ……」

　しかしマーガレットの身体はぴくりとも動かない。頬に飛んだ血がなくなり、アイリスは自分の指先を咬かんで血を流した。

　トン、と小さな音がした。ミラベリがそっとアイリスを気絶させたのだ。ミラベリは目で薫に合図をする。薫は頷うなずいてアイリスを抱き上げた。

　ミラベリはマーガレットの側に腰を下ろすと、消えゆく恋人の温ぬくもりを肌に焼き付けるかのように頬を寄せた。

「ねえ」クラウディアがミラベリに言う。「貴方はこれからどうするの？　わたしたちに外道祈祷書を持って行かれちゃったら、トゥロワヌの元には帰れないでしょ？」

「帰る必要などない。私はマーガレットと一いつ緒しよにここに残る。この地下の迷宮の鍵である金属プレートを壊こわしてくれ。お前らの仲間がプレートなしで開ける方法を見つける頃ころには、私の肉にく体たいは朽くちているだろう」

　クラウディアが小さく笑って「分かったわ」と言った。

　ミラベリは顔を上げ少し不ふ機き嫌げんそうに、そして困ったように訊たずねた。

「私はここで永遠にマーガレットと一緒にいたいと思うのだ。これは人間にはおかしい考え方なのか？」

「さあね」クラウディアは永遠の恋こい人びとに背を向けた。「恋をしたことのないわたしには分からないわ」








　エピローグ　スタート・ミー・アップStart Me Up！




　あれから五日いつかが経たち、戦いで受けた傷はだいぶ回復していた。薫かおるの就しゆう任にん式しきは滞とどこおりなく終わり、バチカン空くう港こうのロビーで日本へ向かう飛行機を待っていた。

　女性にも見える細ほそ面おもてには痛々しい傷きず痕あとが残り、見み慣なれぬデザインの法ほう衣えの袖そでからは包ほう帯たいが覗のぞいている。膝に乗せた細長い重そうな包みはとてもバチカンの土産みやげには見えない。傷が痛むのかあまり明るくない顔で下を俯うつむく青年を、観光客たちは不思議そうな顔でちらりと見てからバチカンの街へと心こころ躍おどらせて踏ふみ出して行った。

「せっかく故こ郷きように帰るってのに、浮うかねえ顔してやがるな」

　と薫は声を掛かけられた。

　顔を上げると、そこにはついさっき教皇庁から呼び出されて席を外していたギーエンが立っていた。相変わらずのトゲトゲ頭に法衣という不ふ条じよう理りな組み合わせで、周囲の観光客は「女の子がパンクスに乱らん暴ぼうされようとしているわっ」などと騒さわいでいたのだが、薫は彼が近づいて来ることにさえまったく気づかなかった。

「うん、まあ……」

　薫が生なま返へん事じをすると、ギーエンはやや呆あきれたように笑った。

「おいおい、まだあのことを気にしてやがるのか？」

「気にしてるって言うか……」

「全部完かん璧ぺきにこなせる奴やつなんていねえんだよ。失敗した部分があったら、次はやらねえようにすりゃあいいんだ。『おめえはよくやった』ってみんな言ってるじゃねえか」

　そう言ってギーエンは薫の横に腰こしを下ろした。

　任務が終わってからも薫の心にずっと蟠わだかまっていたのは、フィギンズの屋や敷しきで出してしまった被ひ害がいのことだった。ロクサーヌを追おい詰つめながらも逃にがしてしまったせいで、奴やつが傷を癒いやすために多くの人間が食くい殺ころされたのだ。

　先日行われた就任式では、単身魔ま族ぞくが潜ひそむ村に潜せん入にゆうして事件を解決した『実績』からか、一週間前にバチカンに来たときよりもずっと親近感の籠こもった声を掛けてもらった。しかし村のことが頭を過よぎり、薫は素す直なおに笑うことはできなかった。

「でもさ……まだ終わってないんだよ。魔族の存在が大っぴらになってしまったせいで、事後処理にオーブリーさんもデュラーゾまで出向いているだろ。それにアイリスだって独ひとりぼっちになっちゃったし……」

　薫の言葉を遮さえぎるように、ぬっ、と白い物が突つき出された。ギーエンが差し出したのは一通の封ふう筒とうだった。

「そのアイリスからの手紙だ」

「アイリスから!?」

「ついさっき届いたおめえへの手紙。こいつの受け取りに呼び出されて席を外したんだけどよ……」

　手紙の表に可愛かわいらしい丸字で書かれていたのは極きわめてシンプルな三つの言葉だけだった。『バチカン教皇庁』『深ふか津つ薫かおる様へ』『アイリス・グレアムより』。よくこれで届いたよな……などと思いながら手紙を取ろうとすると、ギーエンはひょいと薫の手を躱かわした。

「何するんだよ。見せてよ」

「……裏を見てみろ。危き険けん物ぶつ処しよ理り班はんが開かい封ふうするか、それとも禁きん忌き図書館に永久封印するかでずいぶん揉もめたらしいぜ」

　手紙を裏返した薫は「ははは……」と力ない笑いを漏もらした。そこには別人の筆ひつ跡せきで『バチカンの検けん閲えつ官かんの皆みな様さま、この手紙は本人以外が開封すると爆ばく発はつしちゃうから、覗のぞき見したりしちゃダメよ～』とあった。クラウディアはデュラーゾの事後処理で──あの腐ふ敗はいした森の管理をマーガレットから引ひき継つぐことも含ふくめて──まだ村に残っているはずだ。よく見れば切手の上に押おされた消けし印いんのタイム・スタンプは今からたったの一時間前である。まともな手段ではフィンランドからバチカンまで一時間で届くはずはない。

「開けるか？」

　ギーエンが神しん妙みような声で言う。

「い、いくらクラウディアさんでも、あんまり死に至いたるようなイタズラまではしないよ……たぶん」

　薫が震ふるえる手で封を切る。ギーエンは耳を塞ふさいで身体からだを丸めていたが、とりあえず何事もなく封は開いた……後から何か症しよう状じようが出るかもしれないが。

　薫は手紙を取り出して文面に目を走らせた。




　こんにちは、薫。元気ですか？

　薫が帰ってからすぐに軍隊みたいな人たちが来て、村を封ふう鎖さしました。凄すごく怖こわかったけどそれはバチカンの人たちで、フィギンズさんの奥おくさんが化け物だったことを村の外に漏もらさないためだったそうです。あんな怖そうなおじいさんの下で働いていたなんて、薫も大変だったんですね。

　バチカンの人たちはデュラーゾの村を永えい久きゆうに監かん視し下かに置くつもりだったみたいなんだけど、クラウディアさんが反対して、丸二日も話し合った結果、『あのときのことを全すべて忘れさせるおまじない』を使うことで話がまとまったそうです。

　バチカンの怖いおじいさんは部下に説得されてなんとか折おれたみたいなんだけど、まだ納なつ得とくがいってないらしく毎日クラウディアさんと喧けん嘩かしています。でも最後にはいつもクラウディアさんにからかわれることになってしまいます。二人のやり取りは見ていてとても面おも白しろいです（このときのクラウディアさんはすっごい意い地じ悪わるで、相手のおじいさんがちょっと可哀かわい想そう）。

　そんなこんなでデュラーゾは元の静かな村に戻もどりつつあります。バチカンの人たちも何人かを残して村を去っていますし、あの化け物のおばさんのことは誰だれも覚えていません。薫がやっつけたあの執しつ事じさんが実は脱だつ獄ごくした強ごう盗とうで、フィギンズさんたちを殺した……そんなことになっちゃっています。

　クラウディアさんのおまじないはすごいなって思うけど、ちょっと怖い気もします。おばあちゃんやミラベリ先生がよく「おまじないとか軽かる々がるしく口走っちゃいけない」と言っていたわけがよく分かりました。

　色々考えたけど、わたしは記き憶おくを消さないでもらうことにしました。クラウディアさんが言うには「一部分だけ消すと整せい合ごう性せいが取れなくなって歪ひずみができるから、関係することを全すべて消さなくてはならない」そうなんです。わたしには難しいことは分からないけど、いいことも悪いことも両方とも受け止めなくちゃいけないってことなのかと思います。ほんとはあの化け物のことはみんな悪い夢だって忘れてしまいたいけど、おばあちゃんや薫のことは絶対に忘れたくないので、そうすることにしました。

　村のことがみんな終わったらクラウディアさんは自分の家に帰るそうなので、一いつ緒しよに連れて行ってもらいます。おばあちゃんがずっと守っていたあの腐くさった遺い跡せきを綺き麗れいにする方法を勉強するためです。

　どこかに行っちゃったミラベリ先生にお別れが言えなかったのが残念だけど──先生が人間じゃなかったなんて驚おどろきだけど悪い人じゃないのはわたしが保ほ証しようしますから、追いかけないようあの怖いおじいさんに言っておいてください──薫には挨あい拶さつをしておきたかったのでこの手紙を書きました。

　それじゃね、薫。またどこかで会おうね。




　薫が最後の文字まで目を通すと、ボッ、という音を立てて手紙が燃え上がった。驚いて手を放し足で踏ふんで消そうとしたが、手紙が完全に灰はいになるまで炎ほのおは消えはしなかった。

「あの魔ま女じよめ、やっぱり何か仕し掛かけていやがった。怪け我がはねえか、薫？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「それで手紙には何て書いてあったんだ？」

「ん……近きん況きよう報ほう告こくとかそういうこと。アイリスは元気みたい」

　薫は少しだけ嘘うそをついた。あの村にミラベリというもう一人の魔族がいたことは薫とクラウディア、それからアイリスだけの秘ひ密みつだった。もし話したとしたら、魔族が存在していることを許さないバチカンはあの地下迷めい宮きゆうを開く方法を模も索さくするだろう。魔ま術じゆつに疎うといバチカンが開けられるとは思わないが、あの二人の空間に誰かが入って行ってはいけない気がした。クラウディアもミラベリの行方ゆくえだけはアイリスに嘘うそをついたようだ。

　薫は話題を逸そらすように腕うで時ど計けいを見て言った。

「そろそろ飛行機の時間だね。ギーエンはこれからどうするの？　本当に日本に来るの？」

「う～ん、レイニーの姐あね御ごには会いてえけどよ、もう一度リラフォードの旦那だんなに会いに行こうと思ってんだ。引退だとか何だとかナめたことぬかしやがったら、首に縄なわを付けて引っ張って来てやる」

「うん。それがいいよ。ギーエンとリラフォードさんはよく似合っているもの」

「何だよ、いきなり元気になりやがったじゃねえか」

「あんな女の子が前に進もうとしているのに、自分は過去を後こう悔かいしてばっかいるのが恥はずかしくなっちゃってさ」

「先せん輩ぱいが何言ってもいつまでも晴れねえ顔してやがったのに、女に言われたらあっさり頷うなずきやがって」

　ギーエンに頭をコツンと叩たたかれ苦笑いを浮うかべたときだった。

　二人は不意に不ふ穏おんな空気を感じた。二人の顔が強こわばった。遠くから人の争う音と走って来る音がする。やがて搭とう乗じようゲートの向こうから中年の男が息を切らせて走って来るのが見えた。背後からそいつを追う白衣の男たちは血けつ相そうを変え、手には拳けん銃じゆうを握にぎっている。

「まさかまた!?」

「検けん疫えき局きよくの連中も仕し方かたねえな……。オーブリーのジジイの耳に入ったら、またジジイの血圧が上がるぜ」

　そんなことを言っているうちに追われる中年男は搭乗ゲートを軽々と飛び越こした。追いかける検疫局の男たちが拳銃を発射し、ロビーは大だい混こん乱らんに陥おちいった。

「行かないと！」

　薫がブラディミールを取り出そうとすると、ギーエンが「待ちな」と制した。彼は拳こぶしの骨をぱきぱきと鳴らしながら立ち上がる。

「失敗したことを後悔するのも大切だぜ。けどよ、少しばっかり人生を長く生きている先輩から言わせてもらうとだな……」

　ギーエンは法衣の袖そでに仕込んである釵サイの射出スイッチに手を伸のばし、実に嬉うれしそうな笑えみを浮うかべた。

「人生っつーのはどっかで必ず失敗を挽ばん回かいするチャンスが与あたえられるように出来てるから、何とかめげずにやっていけんだよ」








　あとがき




　お久しぶりです、貴子潤一郎です。

「お久しぶり」という言葉が良心の呵か責しやくなく言えるぐらいのインターヴァルで続編を出せて本当によかったです。

　……いや、本気で反はん省せいしていますから。

　ときに05年のメジャー・リーグは、井口が移い籍せきしたホワイトソックスが強いですね。

『煉獄のエスクード』とは関係ない話？　いや、あるんです。ホワイトソックスの監督はオジー・ギーエンという方なんですが、本シリーズのパンクスなエージェント、シド・ギーエン君はそこから名前を取ったのではと知人に誤ご解かいされたのが悔くやしくて悔くやしくて。

　違ちがぁうっ、カルロス・ギーエンだいっ。

　別にギーエン監督が嫌いなわけじゃなくてむしろ好きだし、そもそもオジーもカルロスもほとんどの読者の方は知らないでしょうけど、そこはマニアの悲しい性さが。やはり松田聖子と橋本聖子と野田聖子は違うわけですよ（あ、例としてよくないかも。三人まとめるとなんか「だいたい同じだな」と思えてくるから不ふ思し議ぎ）。

　ときどき読者の方からも「○○○は×××から名前を取ったんですか？」みたいな質問の手紙を戴いただきます。

　著者自身がそういうことを答えない方が面おも白しろいと思って明めい言げんするのを避さけているんですけど、マニア魂だましいに火がついてしまったこともあり、元ネタが断定できないようなやつについていくつか解説します。って言うか、させて下さい。

　ギーエン君はＭＬＢデトロイト・タイガースのカルロス・ギーエンと、パンク・ミュージシャンの故シド・ヴィシャス。ギーエン君の名前にはちょっとしたエピソードがあり、『ドラゴンマガジン』'05年10月号と11月号に掲載された二本の短編のうち10月号の「スケアリー・モンスターズ」で言げん及きゆうしていますので、ぜひご覧らん下ください。

　今回は名前しか出て来ませんが、彼のパートナーの公こう認にん会かい計けい士しジェイミー・リラフォード。これは、ＭＬＢシアトル・マリナーズのジェイミー・モイヤーと、ＭＬＢカンザスシティ・ロイヤルズのデシー・リラフォード。ちなみにジェイミー・モイヤーはその容よう貌ぼうから実際に「公認会計士みたい」とか言われています。

　元ネタがありそうではない長谷川司祭も、ＭＬＢシアトル・マリナーズの長谷川滋利から。人名に関してはＭＬＢネタが非常に多いです。

　実はこの三人は連続ネタにもなっています。

　デシー・リラフォードは'03年の始めにマリナーズから移籍。カルロス・ギーエンは'04年の始めにマリナーズから移籍。でもって'04年に散々な成績で終わった長谷川滋利も「'05年を前にトレードに出されるんじゃないかな～」（『１』を書いたのは'04年から'05年にかけて）とか性格の悪いことを考えて命名したんですね。結局は無事残ざん留りゆうしましたけど。

　ああっ、それにしてもなんでカルロス・ギーエンを出しちゃったんだっ。元々いい選手だったけど、マリナーズを出た途と端たんに大ブレイクしちゃって！

　はあ、はあ……（息切れ）。

　すいません、最後らへんは完全に『煉獄のエスクード』とは関係のない話になりました。これで「私のペンネームは誰あろうマリナーズのイチローから拝はい借しやくしました」とか言うといいオチになるんですけど、向こうは『一朗』ですから違います。

『煉獄のエスクード』の話に戻りましょう。

　後書きの本来の意味で言うのなら、本書を読み終えてこの文を読んでいらっしゃる方はレイニーさんをはじめとして『１』の主要メンバーの多くが出て来ないことに戸と惑まどわれたかもしれません。

　最近街でパンツ・ルックのスーツを着ている女性を見かけると「お、レイニーさんのコスプレ」と受け止めることにしているぐらいの私としては断だん腸ちようの思いだったのですが、シリーズ全体の構成とか色んなことを考えて、今回は涙を飲んで一ひと度たび舞台の外に出てもらいました。なお、雑誌掲載の二本の短編は『１』と『２』の間にあった八か月の冒険で、レイニーさんを大きくフューチャーしています。

　次巻では真澄さんがあらためて舞台に上のぼってくることはほぼ決まっており、それを軸じくに物語を構こう成せいをしているところです。すると本編に登場する真澄さんと因いん縁ねんのあるあの女性とか、その女性がちらりと語った人物とかも出て来るかもしれません。

　では最後に恒こう例れい（？）のクイズを。

『真澄』という名前もあり過ぎて何が元ネタか断定できないでしょうけど、以下の三つのうちのどれかです。




　１．桑田真澄（プロ野球選手）

　２．岡田真澄（俳優）

　３．速水真澄（紫むらさきのバラの人）




　ベースボールのネタが続いたってことは桑田でしょうか？　いや、ファンファン大佐も兄弟関係で色々とあります。一番格好いいのは紫のバラの人だけど、これが正解だったら色んな問題が起きそうな気がします。

　ちなみにプレゼントは前巻からの続きモノですので、奮ふるってご応おう募ぼ下さい。

　それでは次回作で。











煉れん獄ごくのエスクード２
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